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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あ、もしもし藤ふじ崎さき？

　俺おれだよ俺、カナヤマ。

　わ、わ、ちょっと！　切るな、切るなってば！　別に変な相そう談だんするつもりじゃないって。マジで、マジだってば。だからちょっと落ち着けよ。相変わらずおっかない奴やつだな。

　ひょっとしておまえ、こないだの件怒ってる？　カウルドットコムの常じよう駐ちゆう案件、まぁ確たしかにありゃ申し訳なかったけどさ。別に俺は悪い話をもっていったつもりはなかったんだぜ？　最初に言った通り、適当なルーキー入れて適当に失敗して逃げ出してくれりゃよかったんだ。そうすればそっちも小金を稼かせげただろうし、こちらはスピリッティアの巻き取りをスムーズに進められた。お互いウィン・ウィンの関係だろう？　なのにまぁぶっ倒れるまで頑張ってくれちゃって、驚おどろくべきモチベーションだよねぇ、御おん社しやの社員は。労働こそ我が喜びなりってか。美しいなぁ、プロレタリアートの鑑かがみだ。

　……おっと、また機き嫌げん悪くさせちゃったかな。悪い悪い、どうも今の職しよく場ばにいると皮肉な口く調ちようになりがちでね。別に他意はないんだ。本気で感心してるよ。感動していると言ってもいい。

　え？

　世間話なら切るぞ？　僕は忙しいんだって？

　いや、悪い悪い。別に雑談目的で電話したわけじゃないんだ。……そうだね、実は一つ情報提供がしたくてさ。おまえらにとってけして無む駄だにならない話だ。

　理由？

　そりゃ同期入社組のよしみだよ……と言ってもうさんくさいか。まぁ謝しや罪ざい代がわりだよ。こないだの件、俺おれなりに申し訳ないと思ってね。埋め合わせをさせてほしいんだ。

　何、別に見返りはいらないよ。恩に着てもらう必要もない。まぁどうしても信用ならないっていうならこのまま黙だまって聞いてればいい。応とも否とも言わずにさ。今から独り言いうから。

　………。

　ＯＫ、切らないでいてくれてありがとう。なんだかんだ言って藤ふじ崎さきはロジカルだよなぁ。感情に流されない。ま、そこが怖いところでもあるんだけど。

　じゃ話すとね、実はこれあんまりよい報告じゃない。さっき情報提供って言ったけど、どっちかっていうと忠告に近いかな。気をつけろ、用心しろっていう友人からの警けい告こくだ。

　そんなもったいつけた挙げ句、もう情報つかんでたらすごい小っ恥ずかしいんだけど、知っているかな？　最近話題のある会社の話。




　商しよう談だん荒らし。




　去年か一昨年おととしくらいにできた会社らしいんだけどね。ここんところインフラ系のコンペを荒らし回ってるんだ。かなり精度の高い提案をかけているみたいで大手ＳＩｅｒの古参ユーザが軒並みひっくりかえされてる。Ｈロジスティクってあっただろ？　流通大手の会社で……そうそうＩＴＴＵががっちり押さえ込んでいたところ。あそこも呆あつ気けなく奪い取られたみたいで有力ＳＩｅｒは戦々恐々としてるよ。次は自分のところがやられるんじゃないかって。

　……うち？

　ＮＢＬうちはまぁほら基幹系システムや業務コンサルが飯の種だから、インフラ案件でぶつかることは少ないよ。住んでる世界が違うからね。

　とはいえ噂うわさはあちこちから入ってきてるしＮＢＬの関連会社も何件かちょっかい出されてるみたいでね。無視はできない感じだ。貝かい塚づか君あたりには本社から直接アラート出てるんじゃないかな？　あそこも基本インフラ屋だしね。

　……ん？　ああ、ご心配どうも。確たしかにＫ航空やＨガスはインフラとシステムが密接に結びついてるな。インフラを突破口にシステムリプレース提案されたら分ぶが悪い。……ふむ？　負けないまでもディスカウント合戦に持ち込まれたらダメージでかいだろうと。さすが元弊へい社しや社員、見るところが違うね。

　ただ藤崎よ、人のことを心配してる余裕があるのかね。

　おたくの会社、かなり無理して仕事回してるだろう？　企業規模の割に大手ユーザーも多いし、社員一人ひとり当たりの売り上げ……利益率も高い。言い換えると仕事量に見合うリソースが準備されてない、全ユーザーを同時に守りきれる人的資源がないってことだ。攻め続けてる間はいいけど守勢に回った時はどうかな？　果たして競きよう合ごうの攻こう撃げきをさばききれるかね。

　………。

　おいおい、黙だまっちゃうなよ。こっちが不安になるじゃないか。もちろん俺おれは信じてるよ、我が親愛なる元同僚は新参のならず者など華か麗れいにいなしてくれるとね。

　まぁ俺からの情報提供は以上だ。せいぜい参考にしてくれよ。間違っても弊へい社しやＯＢが路頭に迷うなんてことにならないように。ははは。

　……ん？

　その会社の名前かい？　ああ分かるよ、控えてある。……いいか？　言うぞ。




　──アルマダ・イニシアティブ。







[image: ]







　朝出社すると、入り口近くの席に見知らぬ男性が腰かけていた。

　………？

　桜さくら坂ざか工こう兵へいは首を傾かしげた。はて、入るオフィスを間違ったのかしらん。以前あったみたいに他部署にでも迷い込んだのか。視し線せんを巡らすも、だが周囲の風景は見み慣なれたものだった。背の高い観かん葉よう植物、白の壁かべ掛かけ時ど計けい、打ち合わせスペース脇わきの冷蔵庫。間違いない、ここはＳＥ部のオフィスだ。

　男性は無表情にキーボードを叩たたいている。年の頃ころは二十代後半か、おかっぱ頭で目が小さい、お坊ちゃま風の人物だった。白シャツにネクタイをぴっちり締しめている。何度確かく認にんしても見覚えがない。

「おはようございます」

　小声で挨あい拶さつすると男性は一いつ瞬しゆん手を止め会釈してきた。軽く頭を下げ通り過ぎる。自席に到着、端末を起動しているとラボルームから軽い靴音が響ひびいてきた。

「あ、桜坂出社してたの。おはよう」

「おはようございます室むろ見みさん」

　窓際に小柄な女の子が現れていた。黒のヘアリボン、丈たけの短い立たて襟えりのデニムドレス、袖そでの折り返しからバーバリーチェックが覗のぞいている。相変わらずセンスがいい、高そうなコーディネートだ。

　だが持ち物はひどい。１ｕスイッチを三台、ピザの宅配よろしく重ね抱えている。天板には電源コードと光ケーブル。小脇にノートＰＣを挟んでいた。服のデザイナーが見たら卒倒しそうな取り合わせだ。まさしく蹂じゆう躙りんと呼ぶに相応ふさわしい。

　彼女はのけぞり気味に歩いてくると自席に荷物を下ろした。かなり重かったのだろう。細い腕で額ひたいの汗を拭ぬぐう。

「……そんな一度に持ってこなくても、何回かに分けて運べばいいじゃないですか」

「まどろっこしいの好きじゃないのよ。時は金なり、クイック＆デッドって言うでしょ？」

「いや言わないですよ！　なんでいきなり死んでるんですか!?　怖すぎでしょう」

　英訳したいならタイムイズマネーだろうに、クイック＆デッドって……そういや昔そんな映画あったな。ディカプリオだっけ？

　こちらのつっこみを、だが室見は華か麗れんに受け流し中段のスイッチを抜き出した。

「これ、設定バックアップ後、初期化しといて。Ｎリゾートの案件に流用するから。ファームウェアも最新リビジョンに上げて起動確認」

「あ、はい」

　慌てて手を出し受け取る。……う、重い。こんなの三台重ねて持ってきたのか。怪力すぎる。

「いつまでですか？」

「今日きよう中じゆう……って言いたいところだけど、まぁ明後日あさつてまででいいわ。お客さんもそんな急いでないみたいだし」

「了解です」

　安あん堵どする。今日きようは午後から顧こ客きやくアポが一件入っていた。戻りがいつになるか分からない以上、ＡＳＡＰのタスクは入れたくない。

　ラボルームに引き上げかけた室むろ見みを「あ」と呼び止める。

「室見さん、あの人」

　やや声を潜ひそめ入り口そばの席を顧かえりみた。

「誰だれですか？　見み慣なれない顔ですけど。……新入社員とか？」

「はぁ？　新入社員？」

　室見は目に見えて呆あきれ顔がおとなった。何事か言いかけてから、ふっと押おし黙だまる。「ああそっか」と頭を搔かいた。

「あんた初めてか。三みつ沢さわさんは」

「ミツサワさん？」

　聞き慣れない名前だった。室見はうなずいた。

「うちの社員よ、サーバ系のエンジニアで私より全然先せん輩ぱい。確たしか藤ふじ崎さきさんに次いで古株じゃなかったかしら」

「そう……なんですか」

　素直に驚おどろいた。まさか同僚だったとは。九ヶ月勤務し初めて目もく撃げきした、室見・藤崎以外のＳＥ部員。

「休きゆう職しよくでもされてたんですか？」

　ずっと姿を見せなかったのだ。体たい調ちようを崩すか、家庭の事情などで長期休暇を取っていたのかと思ったが。

「馬ば鹿か」

　側頭部を小突かれた。

「うちの会社が何ヶ月も休みくれるわけないでしょ。常じよう駐ちゆうしてたのよ客先に。尾お久ぐ電でん機き。前回メールシステムをリプレースしてからだから……もう二年になるかしら」

「へぇ」

　尾久電機、もちろん知っている。国内有数の家電メーカーだ。そんなところとも取り引きあったのかスルガシステム。相変わらず謎なぞの営業力である。

「ベテランさんだったんですね。……よかった、『分からないことがあったら遠えん慮りよなく訊ききたまえよ！　がっはっは』とか言わないで」

「言うつもりだったの!?」

「だって心細いじゃないですか、本当に新人さんだったら。少なくとも僕なら声かけてほしいですよ。てか室見さんが来なかったら真ま面じ目めに話しかけるつもりでしたし」

「……手遅れにならないでよかったわ」

　戦おののく室むろ見みに工こう兵へいは「それで」と話題を戻した。

「その三みつ沢さわさんが今日きようはどうしたんですか。何か新規案件の相そう談だんでも？」

「ううん」

　室見はやや気まずそうにかぶりを振った。周囲をうかがい小声になる。

「なんかね、契約打ち切りみたい」

　……は？

「今月末をもって常じよう駐ちゆう解除、うちに戻ってくるんだって。でまぁいきなり内勤とかいっても業務環かん境きようがないから、ＰＣとか諸もろ々もろセットアップしてるみたい」

「………」

　予想外の回答だった。カウルドットコムの件もあり常駐業務がロクでもないことは重々承知している。が、にしたって二年も同じ場所で働いていたのだ。それなりに責任感や思い入れもあっただろう。一方的に現場を追い出されてめでたいはずがなかった。

「一体なんで」と訊たずねると室見は眉まゆをひそめた。

「知らないわよ。今の話だってカモメから聞いただけだし、お客さんの予算がなくなったんじゃないの？」

　最近不況だしね。

　投げ出すように言われた。

「でも、こないだリドルトリルの件があったばかりですよ。一ひと月つきに大型解約二個とか多すぎません？」

　リドルトリル……株式会社グローブオンラインの大規模ソーシャルゲーム。最近までスルガシステムの設備でサービス提供していたが、ある日突然解約通知を受けた。理由は不明。おそらくどこか他社に乗り換えるのだろうが、まったくと言ってよいほど経けい緯いが伝わってこなかった。

　いや今でこそ冷静に話せているが解約当時の混乱は凄すさまじかった。当然だろう、月げつ額がく数百万の稼かせぎがいきなり消滅したのだ。一体なぜ、どうして、誰だれかミスをしたのか。原因追及の打ち合わせが幾度も開かれ、担当者個人に対するヒアリングまで行われた。あんなにギスギスした社内は初めてだ。正直あまり思い出したくない。

「まぁ期の変わり目ってこともあるんだろうけど……」

　室見は唇を結んだ。

「にしても確たしかに、ちょっと変な感じよね。普ふ段だんこの時期って四クォータの見み積つもり依頼とかバンバン来るんだけど今こ年としはほとんどないもの。作業依頼も少ないし……こう言っちゃなんだけど」

　暇……よね。

（暇……）

　およそスルガシステムでは聞いたことのない単語・概念だった。もちろん直近の仕事がゼロになったわけではない。今日きようの午後にも一つ提案があるし夜間作業も計画されている。だが彼女の言う通り、どことなく空気が弛し緩かんしている。今までみたいに手を休めた瞬しゆん間かん仕事の奔ほん流りゆうに押し流されることもない、気け怠だるげな雰囲気。

　そういえばここのところ藤ふじ崎さきさんの姿を見かけない。スケジューラを確かく認にんすると常にマネージャミーティングが入っている。一体何を話し合っているのか、管かん理り職しよくクラスが額ひたいを集め、現場業務を後回しにして。

　………。

　湧わき上がる不安を抑え込む。

　よそう、考えても仕方ない。自分達エンジニアは己おのれの職分を果たすだけだ。

「……とりあえずスイッチの件は了解です。期限までにやっておきますね。あと午後の提案資料は？　最後に一度軽く読み合わせしますか？」

「そうね、簡かん単たんにチェックだけしておきましょうか。二部打ち出してミーティングスペースに置いといて。検証機き材ざいの片づけしたらすぐ行くから」

「了解です」

　室むろ見みを見送りＰＣに向き直る。

　提案ファイルをダブルクリック、ツーアップ両面で印刷する。席から立ち上がろうとした瞬間、通知領域にメールのアイコンが表示された。

　新着メッセージ。──発：業なり平ひら産さん業ぎよう・橋はし本もと、宛あて：スルガシステム・桜さくら坂ざか様、サブジェクト：新ＤＣの見み積つもりについて。

　おっと。

　慌ててマウスを動かし開封する。先週からやりとりしている新データセンターの立ち上げについてだ。既に稼か働どうしているバックアップＤＣの設計を流用、法人向けＥＣサイトの設備を構築する。インターネットゲートウェイからファイアウォール、ロードバランサまで、短納期だがかなりの売り上げになるはずだった。

　まずは見積もり提示、問題なければスケジュール調ちよう整せい、実プロジェクトに移る。早ければ年明けにでもキックオフできる予定だ。既存システムの拡張という性質上、競きよう合ごうもおらず今年度最後のビッグプロジェクトになる見込みだった。

（……別に暇なわけじゃないんだよな）

　暗い話題が続きネガティブになっていたのか。頭を振り気分転換する。メールの内容をざっと確かく認にんし回答をしたため始めた。

　全すべて書ききらないうち通知領域に新たなメールアイコンが現れる。別ユーザーからプロキシのログ確認依頼、続けて無む線せんＡＰのサイジング要よう請せいが届いていた。

　うん、うん。スルガシステムは今日きようも忙しい。
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　午後一時、都と営えい新しん宿じゆく線せん東ひがし大おお島じま駅えきで下車し湾岸方面に向かう。

　だだっ広い幹線道路を南下し運河橋を渡ると左手に平べったいビルが見えてきた。青白い外がい壁へきにＥＧＯＴＡの文字。今日きようの目的地、顧こ客きやくの本社屋だった。

　江え古ご田た建けん設せつ、大手ゼネコンの一角でエゴタグループ国内四十七社の中核企業。年間の営業利益だけでスルガシステムを二千回は買収できる化け物会社だ。ちなみに新宿・お台だい場ばの高層ビルなど普ふ段だん何気なく眺めている建築物もいくつかは江古田製らしい。最近では海外の人工島までも手がけているとか。掛け値なしに超大手、一大国際企業だった。

　そんな大会社に何を提案するのかと言えば、いつも通りネットワークの構築だったりする。全国千箇所以上の工事現場を結ぶ仮想ＶプライベートＰネットワークＮ、ブロードバンド回かい線せんを駆使し架設事務所を早期立ち上げ・廃止できるスキームを組んでほしいとのことだった。

　今日はまず第一次選考会、ＲＦＰに応こたえたベンダー十数社を三社に絞る。各社一時間程度の枠で提案してくれという話だったが。

「てかいつも思いますけど、よくこんな大企業のコンペに混ぜてもらえますよね。普通なら資本金とか、会社規模だけで足切りくらいそうですけど」

　傍かたわらの室むろ見みが肩をすくめる。見み慣なれた外出用のダークスーツ。ヒールが高いためか心持ち頭の位置が近い。首を傾けた拍子に長い髪が揺れた。

「接待の席で社長が強引にＲＦＰ奪い取ったそうよ。どうせ一次選考なんて玉ぎよく石せき混こん淆こう、情報収集みたいなもんだからベンチャーの提案が一個くらい増えても問題ないでしょうって」

「……ねじ込んだんですか」

「らしいわね」

　豪腕だなぁ、本当あのたくましさだけは素直に感心できる。大おお阪さかのおばちゃん並だ。真ま似ねしようとはとても思えないけど。

「競きよう合ごうは……情報ありましたっけ」

「レギオネット、ＩＴＴＵ、ネットエフェクト、インヘリタンス、あと有名どころのメーカー系ＳＩｅｒが何社か」

「揃そろい踏ぶみですね」

「大型案件だしね、数千万規模の仕事を黙だまって見過ごす会社の方が少ないでしょ。ハゲタカはうちの社長だけじゃないってことよ」

　一いつ瞬しゆん、社長が十数人群がり提案合戦している光景が思い浮かぶ。ぶるりと身み震ぶるいし悪夢のごとき情景を振り払った。

「そういや室むろ見みさん、全然話変わりますけど」

「何？」

「甘いものとか食べます？」

　質問が突飛とつぴすぎたためか露ろ骨こつにきょとんとされる。慌てて補足。

「いや実は昨日きのう実家から電話かかってきてですね。なんかうちの母親が『いつもお世話になってるんだし、室見さんにお歳暮とか送るべきかしら』って言い出して」

「いいわよそんな、気を遣つかわないで」

「僕も気にしすぎと思ったんですが、ほら、うちの両親言い出したら聞かないじゃないですか？　で、実家のお店のお菓子でよければすぐ送れますよって話になって」

「あら」

「とりあえず『あの人ツナしか食えねぇんだから余計なことするなよ！　アレルギー症状起こして寝込んだらどうするんだ!?』と怒っておきました」

「何言い出してるのよあんた!?」

　普通にキレられた。胸ぐらをつかみ強い力で引き寄せられる。鳶とび色いろの眼まなこが急角度で吊つり上がっていた。

「人を不ふ思し議ぎ生物みたいに扱ってるんじゃないわよ！　あんたの両親、冗じよう談だんとか一切通じないんだから、妙な印象もたれたらどうするのよ!?」

「え？　じゃあおまんじゅうとか食べるんですか？」

「普通に食べるわよ！　てかケーキもアイスもパフェも一通りいけるっての！」

　そんな……女の子みたいな。

　内心のつぶやきを辛うじて押しとどめる。室見は首を振った。

「ったく、妙な上司がいる会社と思われて困るのはあんたの方でしょ？　ちょっとは発言内容考えなさいよ。実家に連れ戻されたくないなら」

「……ですよね」

　まったく仰おつしやる通り。ちょっと悪のりが過ぎた。

「じゃあお菓子は送ってもらっていいですかね？」

「ええ、お気遣いなく──とは伝えてほしいけど。ありがたくいただいておくわ」

「了解です」

　スマホのToDoリストを更新していると、いつしか江え古ご田たの正門にたどりついていた。守しゆ衛えい所しよ前にコート姿のビジネスマンがたむろしている。おそらく同業者だろう、別案件で見かけた顔もいくつか確かく認にんできた。

　受付カウンターに近づき来意を告げる。訪問者リストに記帳していると周囲の視し線せんがちくちく突き刺さってきた。うわぁ……注目されてる。久しぶりだなこの緊きん張ちよう感かん、コンペ前のピリピリした雰囲気。

　ふっと業なり平ひら産さん業ぎようのＲＦＰ説明会が思い出される。そういえばあの時も似たようなシチュエーションだった。分不相応に巨大なプロジェクト、敵は一流ＳＩｅｒ、味方の戦力は限りなく乏しく顧こ客きやくとのパスも皆無。まさかあの状況で逆転できるとは思ってもみなかった。並み居る競きよう合ごうを圧倒し、本命のＪＴ＆Ｗまで下して。

　──ＪＴ＆Ｗか。

　つぶやいた瞬しゆん間かん、身体からだの芯しんに震ふるえが走る。

　今思い出しても掛け値なしの強敵だった。豊富なマンパワーと強力な価格交渉力、体系化されたサービスと膨ぼう大だいなナレッジデータベース。できれば二度と勝負したくない。今回競合に彼らが名を連ねていないのは幸運だった。可能ならこのまま一生絡まず仕事をしていきたい、そう思った瞬間だった。

「おや、誰だれかと思えばスルガシステムの」

　涼しげな声が響ひびいた。

　!?

　福々しい顔だちの男性が正門脇わきに立っている。オリーブグリーンのスリーピース、磨き上げられた革靴に高級時ど計けい、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥で細い目が瞬またたいている。童顔……ベビーフェイス。

　げぇっ。

　思わず呻うめきそうになった。

　キューピー人形めいたシルエットは見間違えようもない、ＪＴ＆Ｗのセールスエンジニア、梅うめ林ばやしだった。

「な、なんで」と呻く間もなく歩み寄られる。薄うすい唇が微笑の形に歪ゆがんだ。

「久しぶりだね、桜さくら坂ざかさん。元気そうで何より。業平の件はうまくいっているかな？」

「お、おかげさまで……」

「それは重ちよう畳じよう、人の重要顧客をかっさらった挙げ句、トラブルでぶちこわしにされたとあってはやりきれないからね」

「………」

　言葉に棘とげがある。過去の経緯いきさつを思えば当然だが梅林は失注の屈辱を忘れていないようだった。

「あの……ＪＴ＆Ｗさんは今日きよう」

「提案だよ、君らもそうだろう？」

　呆あつ気けなく立ち位置を表明される。コンペティター、敵ということか。傍かたわらで室むろ見みが「ああそういえば」といった顔で手を叩たたく。おぉい！　言い忘れてたんか！

　梅林は首を傾けてみせた。

「まったく、強欲だな君達は。そちらの会社規模なら業平さんだけでも十分食っていけるだろうに、この上まだ売り上げを伸ばすつもりかい？」

「強欲なのはトップだけですよ、僕らは別に好きで仕事を増やしてるわけじゃありません」

　梅うめ林ばやしは「なるほどね」と笑った。

「随分と社員教育の行き届いた会社だな。不本意な仕事でも手抜きせず、自発的に部下が動いてくれるとか、なんとも理想的な環かん境きようだよ。うちのメンバーにも見習わせてやりたい」

「………」

「まぁあまり引き止めても悪いから一言だけ、いいかな」

　なんですかと答える間もなく距きよ離りを詰められた。真下から睨にらみ上げるようにして告げられる。




「今度は負けない」




　押し殺した口く調ちようで言われた。ぎらつく眼がん光こうが工こう兵へいを射い貫ぬく。隠すことのない敵意がひしひしと伝わってきた。

「確たしかに三ヶ月前の僕は愚かだった。会社のブランドにあぐらを搔かき、根拠もなく勝利を盲信し、案件の背景を調しらべようともしなかった。足下をすくわれて当然だ。君に提案者失格と罵ののしられたのも仕方ない」

「………」

「だが今の僕は違う。相手がたとえ木こっ端ぱベンダーだろうと力の出し惜しみはしない。投入可能な戦力は全すべて搔かき集め、あらゆるレイヤより顧こ客きやく情報を収集し、正面から競きよう合ごうを叩たたき潰つぶしてみせる。……見たまえ！」

　梅林はコートを翻ひるがえした。いつの間にか背後に黒ずくめの男女が立っている。四人、いや五人か。全員マトリックスよろしく丈たけの長いコートを着込んでいた。一様に冷たい表情でこちらを睥へい睨げいしている。

「今回の提案で僕とチームを組むメンバーだ。いずれも一いつ線せん級きゆうのエンジニアに営業。一人ひとりで一部署級の働きを誇る猛も者さどもだ」

　梅林の手が集団を指し示す。

「パケットダンプの魔ま王おう、IPsecの鬼、Ｙ地！」

　ぎらりと右端のマッチョマンにメンチを切られた。

「ラボスペースの物言わぬ占拠者、Ｍ澤！」

　隣となりのスキンヘッド男性が合掌する。

「検収時期の魔術師、Ｒ山！」

　センターの女性にウィンクされた。

「戦せん慄りつの運用、ツインシフト勤務、Ｋ藤田兄弟！」

　左端の双子っぽい美青年が妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

　ジャキーン。

　五人が揃そろってジョジョ立だちめいたポーズを決める。梅林は静かに合流し眼鏡めがねを直した。

「そして僕、ソリューション営業本部の梅うめ林ばやしが君達の相手をする。覚えておくがいいスルガシステム。業なり平ひら産さん業ぎようなどあくまで前ぜん哨しよう戦せんに過ぎない、最後に勝つのは僕達ＪＴ＆Ｗだということを！」

　わっはっは。

　低い笑い声を上げ梅林達は去っていった。だがしばらく行き素に戻った様よう子すで守しゆ衛えいに会釈している。

　う、ううむ……。

　す、少し会わないうちに随分面おも白しろキャラになっているな梅林さん。他ほかの人達もノリがよさそうだし、ＪＴ＆Ｗの堅物な印象が変わってしまいそうだ。

　脱力し見送っていると不意に袖そでを引かれた。

「見た目に惑わされない方がいいわよ」

　室むろ見みの顔が強こわばっている。吊つり気味の双そう眸ぼうが梅林達の背中を追っていた。

「ふざけた風を装っているけど右端の人、昔ＪＴ＆Ｗのオフィスで見かけたことがあるわ。確たしか……ＶＰＮサービスの開発主任よ」

「開発主任!?」

　予期せぬ肩書きに仰天する。室見はうなずいた。

「あとのメンバーも一いつ線せん級きゆう……間違いなくエースクラスね、ＩＴ系のフォーラムや講こう演えん会かいで見た顔ばかり。多た分ぶんあの梅林って人、ものすごい社内調ちよう整せいをしてきたはずよ。普通にやって集められる面子メンツじゃないもの」

　マジですか……。

　呆ぼう然ぜんとつぶやく。室見は眦まなじりをすぼめてみせた。

「一度勝ったからって甘く見ないことね。腐っても国内ナンバーワン企業よ。底力は他社の比じゃないわ」

　気を抜いたら──食われるわよ。

　ごくりとつばを飲む。空気が唐突に重さを増したように思えた。

　楽な戦いはできそうになかった。




　本社屋五階の控え室に通される。

　東向きの窓から荒あら川かわの水面が見下ろせた。中天を過ぎた陽ひが雲間に隠れている。河原かわらの散歩客や木々から薄うすい影かげが伸びていた。

　前の提案が長引いているのか、呼び出しまでしばらく時間がかかるかもしれないと言われている。顧こ客きやく担当者は申し訳なさそうに告げてきたがある意味幸運だった。プレゼン前にもう一度提案資料を見直せるのだから。

　プリントアウトした資料を取り出す。

　本案件のポイントはとにかくその膨ぼう大だいな拠点数だ。千箇所以上のトラフィックに耐えうるネットワーク設計・サイジング。耐障害性の確かく保ほとコスト削減を同時に考えなければならない。しかも工事現場という特性上サイト数は派は手でに増減する。最大パフォーマンスに備えればシステムはオーバースペックになり、かといって過小に見み積つもればネットワークが停止しかねない。いかに汎はん用よう的てきな構成で規模の変動に対応するか、ベンダー各社の腕の見せどころと言えた。

　室むろ見みのアイディアは「分散収容」と「収容効率の最適化」だった。

　通常ＶＰＮは繫つながる拠点数に応じてセンター装置をアップグレードしていく。百拠点までならＣＩＳＣＯのＩＳＲシリーズ、三百拠点以上はＡＳＲシリーズといった具合に。これだと当然、収容数減少に伴うスペック調ちよう整せいは難むずかしい。何せ機き械かいを買ってしまっているわけだから、入れ替えるとなれば再度の投資・作業時間調整が必要となる。

　そこで室見は中程度のセンター装置を横に並べることとした。百拠点収容可能な機器を複数台設置、拠点の統廃合に応じてセンター装置自体も増減させていく。ただ、単純に装置を増やしてしまうと収容される拠点数にムラが出てしまう。ネットワーク規模の変化につれセンターＡは三拠点のみ収容、センターＢは百拠点ギリギリまで収容などとなりかねない。また管理の煩はん雑ざつ化かも懸け念ねんされる。ある拠点がどのセンター装置に所属しているか、あるセンター装置をいじるとどこの拠点が影えい響きようを受けるか、こまめに管理していかないと予期せぬトラブルが起きかねない。ＯＳ部──梢こずえ達の運用負荷を考えるととても許容できなかった。

（……で、その対策まで考えちゃうのが室見さんのすごいところなんだよなぁ）

　提案資料をめくる。

　カラフルなネットワーク図が説明書きとともにプリントされていた。タイトル欄らんには「ＤＮＳ負荷分散によるＶＰＮセンター装置の簡かん易いクラスタリング」

『拠点ルータは接続先のＶＰＮセンター装置を単一のＦＱＤＮで指定します。別途構築する本ネットワーク専用ＤＮＳサーバにて、ＦＱＤＮはアクティブなＶＰＮセンター装置アドレスのいずれかに紐ひもづけられます（ＤＮＳサーバはＶＰＮセンター装置に対してなんらかの死活監かん視しを行うものとします）。これによりＶＰＮセンター装置は設定を共有化でき、マシンパワーをシェアできます。また全すべてのセンター装置をバックアップとして使用できることから耐障害性の向上も期待できます』

　……いまいちちゃんと理解できていないが、要はＶＰＮセンターの設定を全部同じにしてバランシングさせるということらしい。拠点から見てどのセンター装置にも接続可能となれば収容設計を考える必要もない。トラフィックの変化に応じた機器増減もやりやすいはずだった。

『肝はね、ＶＰＮトラフィックをセンター装置のＬＡＮインタフェースでＮＡＰＴすることなの！　ここ重要。これでＬＡＮ側のクラスタリングは不要になる！　私、マジスーパーハカー！』

　社内レビューで室見は嬉き々きとして叫んだものだった。

　ここまでくると正直もう分からない。詳しい説明は彼女に任せるしかなかった。

　運用体制や調ちよう達たつ計画、プロジェクトマネージメント系の記述、最後に見み積つもりを確かく認にんし工こう兵へいはうなずいた。うん、我ながらよい提案だ。無む駄だなくシンプルにまとまっている。本気のＪＴ＆Ｗとも十分やり合えるはずだ。

「ちょっとトイレ行ってきますね」

　室むろ見みはひらひらと手を振ってきた。ノートＰＣの画面を真剣に覗のぞき込んでいる。突発の作業依頼でも来たのか、モニタにTeraTermのウィンドウが開いていた。

　部へ屋やから出て廊下を進んでいく。途中フロアの案内図を確認、トイレは……ん、結構遠いな。エレベーターホールを突っ切った方が早いか……。適当に当たりをつけ歩き出す。

　だが結果的にこれが大失敗だった。

　図で通路と見えた箇所は非常階段。通りがかった社員に「ああ、ここからなら下の階のトイレが近いよ」と聞かされ赴おもむくと今度はまったく違うフロアレイアウトが待っていた。どうやらかなり歪いびつな形状のビルらしい。なんとか目的地にたどりつき小用を足した時にはもう十分以上が過ぎていた。

　やばっ。

　慌てて手を洗い引き返す。携帯に着信……はないからまだ呼ばれていないのだろうが、にしても席を外しすぎた。

　ハンカチをしまいトイレから飛び出した瞬しゆん間かん、不意に衝しよう撃げきが身体からだを揺らした。

「なっ!?」

「きゃっ！」

　裏返った悲鳴が響ひびく。続けてどさりと何かの倒れる音、工兵は瞬まばたきした。

　なんだ……。

　声のした方に向き直る。一体何がどうしたのかと思ったが。

「……痛つぅっ」
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　女の子が尻しり餅もちをついていた。

　タイトスカートの裾すそから長い足が伸びている。周囲にぶちまけられたポーチ、ハンカチ、財布。ほっそりした指が肩をさすっている。どうやら横から体当たりしてしまったらしい。

「あ、あの、すみません！　大丈夫ですか!?」

　焦って足下の持ち物を搔かき集める。膝ひざを突き助け起こそうとすると女の子が「うわっ」と声を上げた。

「す、す、すみません！　私、急いでて体当たりしちゃって！」

　そっちもかよ！

　道理で衝撃が強かったはずだ。二人ふたりとも全速力で突っ込んだのだから、ピンボールよろしく弾はじき合っても無理はない。

　女の子は立ち上がり頭を下げた。

「ごめんなさい。ちょっと道に迷ってパニックになっちゃって……そちらも大丈夫ですか？　かなり強くぶつかりましたけど」

「ええ……まぁ、大丈夫です」

　謝しや罪ざいを押しとどめ向き合う。

　ショートボブの快活そうな女の子だった。小ぶりな鼻と口、ぱっちりした大きな目。前下がりの髪を片側だけピンで留めている。陸上部にでもいそうな感じ……といえば分かりやすいだろうか。全身からザ・健康優ゆう良りよう児じ的オーラが発散されている。

「よかった」と女の子が肩の力を抜く。やや上目がちで微苦笑した。

「私いつもこうなんです。焦ると周りが見えなくなっちゃって……周囲からはよく『気をつけろ』って言われてるんですけど。……こないだも社内で部長を撥はねちゃって」

「撥ねたんですか」

「出会い頭の事故で」

　なんの話題だよ。

　嘆息する彼女に手を振ってみせる。

「いや、いや今回は僕も悪かったんです。廊下を確かく認にんせず飛び出してしまって、おあいこですよ、おあいこ」

「おあいこですか」

「五：五です。過失相そう殺さいですよ」

　振られたネタを拾うと女の子はくすりと笑った。眦まなじりを緩ゆるめ「優やさしいんですね」とつぶやく。その表情がひどく魅み力りよく的てきでわずかに心しん臓ぞうが高鳴った。

「いやぁ」

　顔を逸そらしかけた瞬しゆん間かん、不意に鮮あざやかな色彩を認める。彼女の胸元にオレンジ色のカードがきらめいていた。上部にゲスト入にゆう館かん証しようの文字。訪問先は情報システム部。

　ん？　あれ、情シス訪問ってことは……。

「あの……ひょっとしてなんですけど、今日きようのＲＦＰ提案に来た方だったりします？」

「ええっ！」

　彼女は目に見えて狼ろう狽ばいした。両手で口元を押え。

「なぜそれを!?　エスパー!?」

「ついでに言うと提案前にトイレ行こうとして迷った挙げ句、慌てて帰る途中だったとか？」

「ひえええええっ！」

　悲鳴を上げて飛びのかれる。大仰に両腕が振られた。

「やめて！　やめてください！　私、ちょっとオカルトとか真ま面じ目めに苦手なんで。そういうの勘弁してください！」

　面おも白しろいなぁ。……うちの女性陣もこのくらい可愛かわいげがあるといいのに。

　苦笑しつつ自分の胸元を指さした。

「ほら、僕も提案参加者なんですよ。丁ちよう度どトイレ探して迷ってたところなんで、ひょっとしたら同じ状況なのかなぁと」

「同じ!?　部長撥はねたんですか！　そちらも!?」

「ちげぇよ！　その話まだ続いてたの!?」

　しばらく放心した後、ぱちりと瞬まばたきされた。

「え、じゃあベンダーさんなんですか、あなたも」

「ええ」

　──といってもまだ新人なんで、メイン担当はまた別にいるんですけどね。

　気恥ずかしげに付け加えると彼女は更に目を丸くした。

「私も新人です。今日きようは上長に連れてきてもらって」

「ええっ」

　今度驚おどろくのは工こう兵へいの番だった。おいおい、いくらなんでも似すぎだろう。何これ……運命の出会い？

　………。

　控え室に戻りながら話すと他ほかにもいくつか共通点が見えてきた。

　彼女の勤務先が大手でなくベンチャー企業であること、今の会社に入るまでＩＴのことはほとんど知らなかったこと、組そ織しき的てきな教育がないため基本ＯＪＴと独学で技術を学んでいること、などなど。

「まだまだひよっこなんで、いつもミスばかりしてみんなに迷惑かけてるんです。早く一人前にならないと」

　照れくさそうな物言いに思わず口元が綻ほころんでしまう。

「僕も同じですよ。先せん輩ぱいにおんぶにだっこで、いつかちゃんと対等の立場で仕事できればと思ってるんですけど」

「ああ分かります。なんかこう……お荷物感？　自分がいなければもっとこの仕事、楽に終わってたんじゃないの？　みたいな」

「そうそう！　で、気を遣つかわれれば遣われるほど鬱うつになって」

「ふてくされてる自分がまた腹立たしいんですよねぇ」

　互いに見つめ合いぷっと噴ふき出す。

「似てますね」

「似てますねぇ」

　今まで上司・先輩とばかり話してきたせいだろう、妙に新しん鮮せんな感じがする。新人の気持ちを理解できるのはやはり新人ということか。自然に感情や心境を共有できる。

　勢い込み会話を続けようとした矢先、廊下の向こうから足音が響ひびいてきた。

「あ、桜さくら坂ざか、いた！　遅い、何やってるのよ！」

　うぉっと。

　室むろ見みが目を三角にして近づいてきている。上着の前を留め完全に戦せん闘とうモードだ。片手に書類とノートＰＣ、それに筆記用具を持っている。工こう兵へいは目を瞬またたいた。

「ひょっとして……出番ですか？」

「ひょっとしなくても出番よ！　いつまでトイレこもってるの、緊きん張ちようのあまり逃げ出したかと思ったわ」

　隣となりで女の子がくすくすと笑う。う……ぐっ！　よりにもよって第三者の前で格好悪いところを！

「先輩ですか？」

「……ええ」

　悄しよう然ぜんと答えると女の子は足を止めた。居住まいを正し一礼する。

「あの……送っていただいてありがとうございました。私一人ひとりだったらまだしばらく迷っていたでしょうから」

「あ、いえそんな」

「私、次じ郎ろう丸まるといいます」

　小作りな顔が持ち上がった。大きな眼まなこがまっすぐにこちらを見つめてくる。

「次じ郎ろう丸まる縁ゆかり」

　次郎丸さん──

　独特の名前を舌上で転がす。一拍おいてから工こう兵へいは名乗り返した。

「桜さくら坂ざか工兵です」

「桜坂さん」

　次郎丸と名乗った女の子はにっこり微笑ほほえんだ。

「頑張りましょうね。お互いひよっこなり、悔いのないように」

　どくり。

　鼓動が高鳴る。蕾つぼみが開くかのごとき可か憐れんな笑え顔がおだった。慌てて会釈し背を向ける。室見に合流、脱力した瞬しゆん間かん脇わき腹ばらを小突かれた。いや小突くというにはかなり力が強い。小さな肘ひじがスーツにめり込んでいた。

「誰だれ、あれ」

　きつい口く調ちようで詰なじられる。視し線せんに険があった。

「誰……と言われても、トイレからの帰り道一いつ緒しよになっただけですよ。僕らと同じＲＦＰ参加者みたいで、……あれ、そういえば会社名聞かなかったな」

　コンペ企業の名前を思い出す。ＩＴＴＵもネットエフェクトもベンチャーとは言えないし……新しん興こうで規模がやや小さめといえば、インヘリタンスかな？

　だが室むろ見みは「そんなこと訊きいてないのよ」とばかりに表情を厳きびしくした。

「初対面の相手にしては随分親しげだったわよね、十分も十五分も二人ふたりきりで何してたのかしら？　このケダモノ」

「ケダモ……!?　いや、いや何言い出してるんですか人聞きの悪い。普通に世間話して帰ってきただけですよ！」

「トイレの中で世間話ですって!?」

「してねぇよ！　どんな特殊性せい癖へきだよそれ!?」

　必死で冤えん罪ざいを主張する。

　だが室見の追求はやむことなく、結局商しよう談だんが始まる寸前まで会話の内容を詮せん索さくされ続けた。
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　足りない、まだ全然足りない。




　完成度が低すぎる。

　無む駄だな技術用語が多い、重複した情報が複数スライドに書かれている。機き器きサイジングの妥当性は？　回かい線せん選択の根拠は？　可用性の差まで含め素人しろうとに分かりやすく記載されているか。スケジュールの前後制約は？　……ああ運用スペックも、時間があれば表形式でまとめてきたのに。箇条書きではオプションと必須マンダトリーの項目がつかみづらい。最悪だ、最悪の提案書だ。よくこんな未成品を恥ずかしげもなく持ってきたものだ。顔から火が出てくる。

　罫けい線せんのズレが気になる。フォントやポイント数ももう少し統一したい。タイトルの選択は？　目次を見ただけで概要がつかめるようになっているか？　だめだ、だめだ、だめだ。今からでも直せないか、せめて手元のデータだけでも。大まかな説明はプロジェクタで実施するわけだし、配布プリントと多少ズレがあっても許容されるはずだ。

　ああ、今更だが拠点展開フローをもう少し効率化できないだろうか。回線調ちよう査さのアレンジで四回もやりとりが発生している。大本の開通オーダーを含めると六～七回か。たとえば近接日程の拠点はまとめて申しん請せいできるようにしたら。……そう、都度申請ではなく週次の一括オーダーにして。もちろん緊きん急きゆう対応用のフローも作り。よし、次は──

「縁ゆかり」

　不意に声をかけられた。

　瞬まばたきを一回、夢から覚めたように振り向く。

　長身の男性がすぐ後ろに立っていた。彫りの深い顔立ち、アングロサクソン特有の鷲わし鼻ばな、澄すんだ青い瞳ひとみがじっとこちらを見下ろしている。

「ボス」

　次じ郎ろう丸まるの呼びかけに男性は「出番だ」と答えた。流りゆう暢ちような日に本ほん語ごが色素の薄うすい唇から流れ出す。

「先行ベンダーの提案がやや早めに終わったらしい。三分前からクライアントが待っている」

「あ、えと、はい！」

　立ち上がった拍子にこちらの手元が見えたのだろう、男性の顔が曇くもる。

「また随分と派は手でに修正したな。本番できちんとリハ通りしゃべれるのか？」

「ええっと……その」

　Ａ４の資料は修正で真まっ赤かになっていた。画面のデータもあちこちいじりまくっている。半分……とは言わないが二、三割は内容が入れ替わってるはずだ。

「頑張ります」

　たははと笑った瞬しゆん間かん、男性は嘆息した。

「まぁいい。それで、完成度はどのくらいだ？」

「四十……いえ三十パーセントってところでしょうか」

　あともう少し直したかった。せめて半日、いや二時間でも猶予をもらえていたら今より幾分マシな内容になっていただろうに。

「提案ストーリーの練り込みが甘いです。説明時間の配分も、可能なら展開スキームに二分、運用系に一分プラスしたいところです。ただその分の削り幅が見つからなくて、下へ手たにスライドを省略すると全体の流れが狂ってしまいますし。……あとはセンター機き器きの収容効率も、再計算の結果十五パーセント上げられそうでした。三年リースのコストでメガ単位のインパクトがあります」

「………」

　男性はじっと話を聞いている。怜れい悧りな風ふう貌ぼうに一切の揺らぎはない。ただ静かにこちらの結けつ論ろんを待っている。

　次じ郎ろう丸まるは言葉を切った。問題点はあらかた言い尽くした。最悪の提案書、最悪のプレゼン。いくら直しても直しきれない、今の自分の未み熟じゆくさの集大成。

「ですが……」

　気持ちを切り替える。顔を上げ、まっすぐに男性を見つめる。




「この案件を取るには十分です」




「よろしい」

　男性は手を叩たたいた。

「結構だ。では仕事を始めるとしよう。我々はいつものように提案し、いつものように勝利する。そこに一切のイレギュラーは存在しない。己の義務を果たせ、縁ゆかり。与えられた機会を無む駄だにせずチャンスをつかめ。いいな」

　イエス。

　口元が綻ほころぶ。プレッシャーが心ここ地ちよい。なんとも言えない高揚感が身体からだを満たしていく。次郎丸は背筋を伸ばし張りのある声で答えた。

「イエス・ボス・社長マイプレジデント」

　どこからか風が吹き抜けていった。
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　クリスマスを心待ちにできなくなったのはいつからだろう。

　桜さくら坂ざか工こう兵へいはふっと考え込む。

　中学か、高校の時にはもう鬱うつ陶とうしくなっていたように思う。何せ人出が多い。繁はん華か街がいの店という店がカップルで埋め尽くされる。普通に買い物している人間からするといい迷惑だ。牛ぎゆう丼どん屋やなどはすいているが、こっちは反対になんとも言えない負のオーラに包まれていたりする。『は？　ええ別に誰だれとも会いませんからね。一人ひとりで牛丼食べてますよ。何が悪いんですか、え？　クリスマス？　ふざけんな、泣くぞこら』的な。

　では彼女持ちが幸せかと問われればこちらはこちらで微妙だ。大学時代、クラスの女の子を食事に誘ったことがあるがまぁ大変だった。めぼしいデートコースは満杯、飲み屋・レストランは特別料金で一月前から予約が埋まっている。プレゼントの相場は調しらべれば調べるほど恐ろしくなり、挙げ句「他ほかの子の彼氏はこんなサプライズをやってくれた」と詰なじられる始末。一体なんのバツゲームだ。男性に厳きびしすぎるだろうこのイベント。

　ＳＥになり幸運だったのはクリスマスといえど普通に仕事があることだった。

　平日はもちろん、休日ならシステムメンテナンス、ひどいと二十四・二十五連日で夜間作業が入ってきたりする。恋人がいれば大おお騒さわぎなのだろうがこういう時独り身は気楽だ。かえって気が紛れる。

　十二月二十四日木もく曜よう日び、クリスマスイブ。工兵は午前中のＤＣ作業を終え帰社していた。

　先の理由で今夜はあまり外を出歩きたくない。丁ちよう度どいい機き会かいだしたまっていた仕事をこなすとしよう。終電近くまで働いていれば人通りも落ち着くだろうし。

「ただいま戻りましたー」

　オフィスの扉を開けて挨あい拶さつする。ジングルベルも金モールもない、いつも通りのＳＥ部の風景。安あん堵どして自席に向かっていると。

「あ、工兵君おかえりー」

　カモメが室むろ見みを押えつけ服を脱がしていた。




　………!?




　床に尻しり餅もちを突かせ背後からのしかかっている。白い手が少女のブラウスを大きくはだけさせていた。

　片方の肩だけ露ろ出しゆつしているのが妙になまめかしい。よく見ればスカートのホックも外れている。必死に抵抗する室見を苦もなく押えつけ、カモメはブラウスから腕を抜かせようとしていた。

「な、な、何を」

「………！　……っ！　！」

「ごめんねぇ騒そう々ぞうしくて。すぐ終わるから。……あ、もう暴あばれないの立りつ華かちゃん！　ちょっと工こう兵へい君、足押えてもらえる？　スカート脱がしちゃうから」

「あ、はい、ただいま……っていやいやいやいや！」

　危ういところで押しとどまった。

「何やってるんですか!?　ものすごく犯罪っぽい光景なんですけど!?」

「犯罪？」

　予想外の単語だったのかカモメが目をしばたたく。一いつ瞬しゆんの隙すきを突いて室むろ見みが逃げ出した。壁かべ際ぎわにしゃがみ込みブルブルと震ふるえている。脱げたブラウスで胸元を隠しているところなどどう見ても犯罪にしか思えない。だがカモメは小首を傾かしげた。

「あーそうかぁ、確たしかに見方によってはやばいね、これ」

「見方によらなくてもやばい感じです！　ちっちゃな女の子を力ずくで脱がして。なんの騒さわぎですか一体」

「いやぁ」

　カモメは頭を搔かいた。

「採用のホームページでね、なんかクリスマス特集やろうって話になってて」

「クリスマス……特集？」

　うんとうなずかれた。

「さっき採用担当さんが来て『サイトの更新も滞とどこおっているしここらで一つ季節感のあるコンテンツを作りたいんですよ！』って話で。確たしかに言われてみると採用のトップページ、Ｙさんインタビューのままなのよねー、あたしが書いた」

「はぁ」

　あれ、まだ掲載されてるのか。

「だからまぁこっちとしてもそろそろ変えてほしいかなぁと。でＯＳ部やＳＤ部も協力するって聞いたからうちもね、何かしてあげなきゃと思って」

「ええっと……すみません、よく分からないんですが、なんで採用ホームページの協力しようとして室むろ見みさん脱がすことになるんですか？　まさか年ねん齢れい制限サイトにするつもりじゃないでしょう」

「うん、まぁあれよ、平たく言うとコスプレ」

「コスプレ？」

「サンタコス」
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　おお……なるほどね、室見さんにサンタ衣装着せるのか。で採用のトップページに載せると。まぁ室見さん美人だし見栄えはするだろう。口コミが広がればアクセスも稼かせげるはずだ。ページの趣しゆ旨しにのっとったアクセスかどうかは甚はなはだ疑問だが。

「いいじゃないですか可愛かわいらしくて、なんで室見さん嫌いやがってるんですか？」

「トナカイ役の男を踏めって言われてるのよ！　ミニスカサンタコスで！」

　室見が悲鳴のような声を上げる。へ？　思わず瞬まばたきした。

「ふ、踏む？　トナカイ？」

「ＯＳ部・ＳＤ部から二人ふたり！　私に踏んでもらえるって条件で協力取りつけたのよ、あの腐れ総務担当！」

　そ、それは……。

　なんというか。え？　そんなＳＭチックな写真を採用ホームページに載せるつもり？　うちの社名で？

「いいじゃない、スパッツ穿はけば別に見上げられても。こんな体たい験けん一生に何度もできないわよ？」

「一回でも経験したくないわよ！　だいたい撮とった写真はネットに流れるんでしょ!?　全世界規模で赤恥よ！」

「ファンが増えると思うんだけどなー」

「そんなファンはいらん！」

　素で激げつ昂こうする室見にカモメは溜ため息いきをついてみせた。

「んー……どうしようかな、立りつ華かちゃんが協力してくれないとなると」

「あの、カモメさんじゃだめなんですか？　似合うと思うんですけど」

　ほのかな期待を込め告げるが。

「あたしはねぇ……ちょっとサイズ合わないから」

　傍かたわらの衣装箱を一いち瞥べつされる。赤白ツートンの服は……確たしかに少し小さい、ジュニアサイズというやつか。

「今から別の企画立ち上げるのも厳きびしいし……ううん、あ、そうだ」

　カモメはぽんと手を叩たたいた。

「梢こずえちゃんにお願ねがいしようかな。あの子結構小柄だし、胸回りだけ我慢してもらえればなんとかなるかも」

　こ、梢さん？

　いやあの人だって嫌いやがるだろう。ただでさえ人見知りで引っ込み思案なのに。

　だがカモメはにこやかに断言した。

「大丈夫、工こう兵へい君が見たがっているって言えば彼女基本なんでもやってくれるから」

「ああなるほど……ってちょっと!?　勝手に人の発言捏ねつ造ぞうしないでください！」

「そんなこと言ってー、実は結構見てみたいんでしょう？」

「見たく──」

　ないと言おうとして口ごもる。

　いやそりゃ女の子に対して失礼だ。普通にうら若い乙女おとめなんだから。一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした隙すきにカモメはいなくなっていた。ぱたりと扉の閉まる音、続いてサンダルの足音が遠ざかっていく。うがああああマジで行きやがった！

　ううむ、頼むから余計なこと言わないでくれよ……梢さんに負い目を作るとあとが怖いんだから。祈るような思いで振り返ると丁ちよう度ど室むろ見みがブラウスに袖そでを通すところだった。

「何見てんのよ」

「す、すいません！」

　慌てて視し線せんを逸そらす。ややあって背後で唸うなるような声がした。

「見たいの？」

「は、はい？」

「あんた、寝ね癖ぐせ頭あたまのサンタ姿見たいのかって訊きいてるの」

　ああ……なんだそっちか。

　ほっと息をつき答える。

「いやまぁ……折せつ角かくのクリスマスですし、そういうのも悪くないと思いますけど。室見さんだって、別に変な構図でなきゃ撮とってもらってもよかったんじゃないですか？」

「私は無理」

　断ち切るように言われた。

「コスプレとか苦手なのよ、不自然で。いい年した大人おとなのやることじゃないわ」

「はぁ」

「だいたい会社は仕事する場でしょ？　今こうしてる一秒一秒だってコストが発生してるのよ。メリクリーとかクリパーとか浮かれてる場合じゃないっつーの。そういのはプライベートで好きなだけ楽しめばいいのよ」

　うーむ、取りつく島なしって感じだ。室むろ見みさんのサンタ衣装は残念ながら諦あきらめた方がよさそうだ。

　にしても頑かたくなだよなぁ。一応業務の一いつ環かんなんだから少しは付き合ってくれてもいいのに。

「ていうか室見さん」

　思わずからかうような口く調ちようになった。

「プライベートで楽しめって言いますけど僕ら別にクリスマスの予定なんてないじゃないですか。早く終わったって遊びに行く相手がいるわけでもなし。基本仕事ばかりで」

「………」

　ん？

　振り向くと室見は考える目になっていた。どことなく困ったような表情。

　え、何その反応。ちょっと待った。

「室見さん？　室見さん、いや勘弁してください。この期に及んで彼氏持ちとかそんなカミングアウトいりませんから。キャラ違うでしょう。だめですよそんなの、僕が許しません。不純異性交遊反対、絶対禁止！」

「あんたは私の親か」

　呆あきれ顔がおで言って室見は首を振った。

「別にデートとかじゃないわよ。古い知り合いに食事誘われてるだけ、しばらく不義理してたからこれ以上断るとうるさくて」

「知り合い？　古い？」

「まぁ身内みたいなもん」

　曖あい昧まいに言葉を濁にごされる。身内みたいな……って、身内は身内だろう。わざわざ婉えん曲きよく表現にする理由が分からない。

　ふっと二ヶ月前の会話が蘇よみがえる。オリヴィエ案件で実家に泊まった際誉ほまれが何か言っていた。風ふ呂ろ上あがりの室見と話して、スルガシステムに入社した理由を。『知り合いが紹介してくれたから』──

「えっとその人、ひょっとして社長と顔見知りだったりします？」

「は？」

　鳶とび色いろの瞳ひとみが怪け訝げんそうに瞬またたかれた。

「なんで知ってるのよ、あんた」

「いえ……」

　返事に窮きゆうする。ううむどう答えたものか。

「誉ほまれから聞きましたけど。室むろ見みさんに恩人みたいな人がいて、その人がスルガシステムを紹介してくれたって。で、まぁ古い知り合いっていうからそういう昔からお世話になってる方なのかなぁと」

「ああ」

　室見は額ひたいを押えた。

「恩人……恩人ね、まぁただのお節せつ介かい焼きよ。正直放っておいてほしいんだけど、プライベートのことまでゴチャゴチャゴチャゴチャと、うるさいったらないわ」

「もしかして……前に言ってた合唱団の件も？」

　アマチュアの合唱団に知り合いの紹介で入っていると言っていたが。

　室見は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「あんた……意外と物覚えいいのね。うかつなこといえないわ。……そう、同じ人。会社以外の居場所も見つけた方がいいからって」

「………」

　一体何者なんだ。付き合いが長く、身内みたいな人で、かといって恋人とかじゃなく、彼女の境遇を真しん摯しに考えている人物。

　……まさか、別れた元旦だん那なとかじゃないだろうな。

　湧わき上がる想像に慄りつ然ぜんとする。どんだけ人生経けい験けん豊富な幼女だよ。昼ドラにしても斬ざん新しんすぎる。

　できればもう少し話を聞きたかったが室見はもう自席に戻っていた。マウスとキーボードの操そう作さ音おんがパーティション越しに響ひびく。

「桜さくら坂ざか、ＮリゾートＹ岸さんからのメール届いてる？　問い合わせ回答しといてほしいんだけど」

「あ、はい」

　慌てて席に着く。雑ざつ談だんの時間は終了らしい。モニタのロックを解除、メーラを立ち上げる。

　ええっと……結構メール来てるな。

　ＮリゾートのＹ岸さん……は、うん届いてる。業なり平ひら産さん業ぎよう橋はし本もとさんからも連絡あり。先日ご呈示いただいた見み積つもりについて年明け目め処どで説明会を予定いただきたし？　おうおう順じゆん調ちようだな、それにあと一通。




　江え古ご田た建けん設せつ──ＲＦＰ一次選考結果のご連絡。




　………！

　一気に意い識しきのもやが晴れた。背筋を伸ばし身み震ぶるいする。来た、ついに来てしまった。

　一次選考で選ばれるのは三社。既存業者（ネットエフェクトらしい）は優ゆう先せん的てきに残るだろうから残り二枠を十数社で争うことになる。冷静に考えればやはりＪＴ＆Ｗは来るだろう。業界ナンバーワン企業が本気を出したら生半可な競きよう合ごうは追随できない。価格面・スペック面でぶっちぎりの差をつけているはずだ。であれば残った枠は一つ。果たしてその間かん隙げきに入れるのか。

　………。

　き、きついかも。

　今更ながら弱気になる。室むろ見みの提案がいくら斬ざん新しんでも相手は怪物企業揃ぞろいだ。前回の業なり平ひらＲＦＰと違い今回は既存ベンダーのバックアップもない。普通に考えれば勝てるはずがなかった。

　何度かメールを開こうとして躊ちゆう躇ちよする。ついには手がマウスに張りつき動かなくなってしまった。

「む、室見さぁん……」

　情けない声で助けを求める。「あぁ？」と顔を出した室見に目だけでモニターを示した。

「ん？　……ああ、来たの」

　室見がパーティションに入ってくる。名目上桜自坂分を提案代表者にしたため彼女のところにはメールがいっていないのだろう、横からもたれかかるように画面を覗のぞき込んできた。

「何してんのよ、早く開けなさいよ」

「いや……ちょっと、まだ心の準備が」

「まだるっこしいわね、どうせ死刑宣告されるなら早い方が楽でしょ？」

「負けるの確かく定てい!?　や、やめてくださいよ、そういうこと言うの。せめてどっちに転んでも動じない覚悟ができてから──」

「ああもう、うじうじ鬱うつ陶とうしい！　開きなさい！」

　右手をつかまれ強引にクリックさせられる。ウィンドウがフラッシュ。悲鳴のような声を上げつつ、だが視し線せんは外せない。目に焼きついた文面は果たして。




　厳げん正せいなる審しん査さの結果、貴社に二次選考の対応をお願ねがいしたく存じます。つきましては以下の候補日からご都合よろしい時間を指定いただけますでしょうか。よろしくお願いいたします。




　………。

　お。

　おおおおおお!?

「む、室見さん!?　室見さん、見た？　見ましたかこれ!?　一次突破ってことですよね、うわぁああああ！」

「ちょっ……抱きつくな！　揺らすな！　見えない、見えないでしょうが!?」

　口元を掌てのひらで押し返される。室見は眉まゆ根ねを寄せモニタを覗き込んだ。

「で？　あとの二社は？　どこ」

「どこって」

　そんなの書いてあるわけないだろう。首を傾かしげ確認すると、だがCc欄らんに複数のアドレスが認められた。xxx@neteffect.co.jp、k.sakurazaka@suruga……って、あれれ、これひょっとして一次通過者に同報通知してる？

　Bccと間違えたのか……、呆ぼう然ぜんとする工こう兵へいの脇わきから室むろ見みがカーソルキーを叩たたいてきた。

「neteffect.co.jp……はネットエフェクトよね。もう一社、……何？　このalmada-initiativeって」

「はい？」

　聞きき慣なれぬ名前に瞬まばたきする。画面を確認、二次選考の対象企業と思おぼしきアドレスはスルガシステム、ネットエフェクト、それにalmada-initiative.com……アルマダ・イニシアティブ？

　ＪＴ＆Ｗがない？

　思考が停止する。

　事態がよく理解できない。いや、考えるまでもないのだろう。結果はここに書かれている通り。ＪＴ＆Ｗが落ちスルガシステムとネットエフェクト、アルマダなる会社が残った。

（噓うそ……だろ）

　呻うめくようにつぶやく。

　業界ナンバーワンの企業が一次落ちした？　しかもどことも知れない企業（それはうちも同じだが）に負けて──

　一体なんなんだこの会社は。

　ブラウザを立ち上げ社名検索する。

　結果表示、先頭のリンクをクリックすると素っ気ない黒一色のページが映し出された。

　中央に白抜きでAlmada initiativeの文字。やや下がってsince 20XXの表記。他ほかには一切のメニューが見当たらない。いや、問い合わせ用と思しきメールフォームへのリンクはあるか。だが肝心の業務内容・会社概要はどこを探しても書かれていなかった。

「会社……なんですかね、これ」

　室見も同じ疑問を持ったのだろう、「さぁ」と首を傾かしげる。

「できたばかりの企業なのかしら、でも創立年は一昨年おととしね。ホームページの更改中……とか？　にしてはキャッシュも残ってないし」

　しばらく検索ワードを変え試した後、室見は匙さじを投げた。

「だめね、正体不明。江え古ご田たのＲＦＰに参加してくるぐらいだからそれなりに実じつ績せきのあるところと思うんだけど」

「藤ふじ崎さきさんに訊きいてみます？」

「そうね、相手の素性が分からないと戦いづらいし。ちなみに次の提案は？　いつ？」

「ええっと」

　候補日を確かく認にんする。

　十二月二十五日から二十七日の間、いずれも午後の二時間枠だ。スケジューラを確認すると二十六・二十七は室むろ見みともども作業が入っている。二十五は空いているが……。

「って明日あしたですよ、これ」

　なんちゅー急な段取りだ。一応メールの補足に「提案資料は既存のものを流用で問題ありません」とあるが、にしたって慌ただしすぎる。

　室見が鼻をすすった。

「明日の午後……は私がＮＧね。ベターメディアの現地サーベイだわ。二十六・二十七の作業も……さすがに私は抜けられないでしょ、あんたはまだしも」

「どうしましょう……二十八日以降で候補日もらい直しましょうか」

「それじゃ年末年始の休みに入っちゃうでしょ。多た分ぶん江え古ご田たさん、この話今こ年とし中じゆうに終わらせたいのよ。だから強引にここ三日で予定ぶち込もうとしている」

　うーん……。

　と言われても。

　渋じゆう面めんで固まっていると室見は嘆息した。

「しょうがないわね、ヘルプメンバー参加でいきましょう」

「ヘルプメンバー？」

　こくりとうなずかれた。

「どうせ色々情報集めてもらうつもりだったし、ついでに提案付き添いお願ねがいしてもバチは当たらないでしょ？」

　室見の口元が歪いびつに綻ほころぶ。ひどく小こ悪あく魔ま的てきな表情だと思った。




　結局翌日、二十五日十五時からがスルガシステムの枠になった。

　定刻三十分前に東ひがし大おお島じま駅えき到着、大型マンションの間を抜けて江古田本社に向かう。こないだと同じ経路、だが傍かたわらに小柄な少女の姿はない。代わりについてきてくれたのは。

「いやぁ桜さくら坂ざか君とこうして二人ふたりで外出するのは久しぶりだよね。最近仕事任せきりだったから」

　眼鏡めがねの男性がにこやかに告げてくる。瘦こけた頰ほおと無精ひげ、真ん中分けの髪が耳を隠している。長身だが瘦やせぎすのため威圧感は少ない。ＳＥ部の部門長、藤ふじ崎さきだった。

「すいません、急な同行依頼しちゃって」

　縮ちぢこまって謝しや罪ざいすると藤崎は「いやいや」と手を振った。

「こっちも丁ちよう度ど予定が空いたんだよ。下へ手たに会社いると社長につかまるからね。こうして外出できてむしろよかった」

「ならいいんですけど」

　何せ年の瀬せだ。一個や二個予定がなくなったところで忙しいことに変わりはあるまい。急な調ちよう整せいに感かん謝しやし言葉を続ける。

「藤ふじ崎さきさんは、こちらのお客さん面めん識しきあるんですか」

「江え古ご田たさん？　うん、なんだかんだで結構仕事してるよ。ただインフラ案件は少ないね、どっちかっていうとシステム開発──ＳＤ部絡みでの付き合いかな」

「システム開発？　プログラムとか作ってるってことですか」

「うん。まぁ元もと請うけは別にいるけど。モジュール単位で開発を請け負ってる感じ」

　ははぁ、また手広くやってるなうちの会社。ＳＤ部……か、入社直後に全員倒れていた印象しかないが。

「そういえばＳＤ部の人ってあんまり知らないんですよねぇ。誰だれがいるかも分かってないというか、ＯＳ部とはあんなにやりとりしているのに」

「んー、ソフト開発って基本現地作業不要だしね。どうしても部署に閉じこもりがちになるから。要件さえ固まればあとはひたすらコーディングって感じで」

「コーディング？」

「プログラミングのこと。桜さくら坂ざか君もこっち系はあんまり詳しくない感じ？」

「……すみません」

　頭を下げると藤崎は微笑した。

「時間が空いたら情報処理技術者の試し験けん勉強でもしてみるといいよ。資格と実戦スキルは別って意見もあるけど業界の基き礎そを学んでおくことは決して無む駄だにならないからね」

「試験勉強ですか」

「ベンダー資格よりは国家試験の方がいいかな。試験料も安いし教材も手に入りやすいから」

　雑ざつ談だんしているうち江古田の正門にたどりついていた。

　こないだと比べて人の姿は少ない。選考対象のベンダー数自体減っている上にプレゼン時間がずらされているためか。守しゆ衛えいが暇そうに外を眺めている。

「じゃあ入にゆう館かん手続きしてくるね」

　当然のように言って藤崎が歩き出す。止める間もない、相変わらずフットワークの軽い上司だった。

　うーん……もう少しどっしり構えていてほしいのだけど。一応部門長なわけだし。これじゃまるで自分が気の利かない新人みたいではないか。

　………。

　そのものか。

　やや気まずい思いでたたずんでいると背後に人の気け配はいを感じた。

「あれ？　桜坂……さん？」

「はい？」

　スーツ姿の女の子が立っていた。前下がりのショートボブ、ぱっちりした目、端正だがどこか愛あい嬌きようのある顔立ち。タイトスカートの裾すそから伸びる細い足には見覚えがある。江え古ご田たの廊下で正面衝しよう突とつし尻しり餅もちをついていた、確たしか──

「……次じ郎ろう丸まるさん？」

　彼女は大きな目をより一層見開いた。

「やっぱり！　桜さくら坂ざかさんだ！」

　喜色にあふれた声が響ひびく。次郎丸は周囲の注目をものともせず駆け寄り手を握ってきた。

「勝ち残ったんですね、そちらも。よかった！」

　大きく腕を振られる。意外と力が強い。肩がおかしな音を立てて軋きしむ。いかん抜ける。慌てて押しとどめ挨あい拶さつする。

「ど、どうも。……って、え？　『そちらも』ってことはじゃあ次郎丸さんも？」

「はいっ」

　元気よく答えられる。彼女は胸を張った。

「無事一次通過です！　今二次提案もやってきました」

　それはそれは……。

　紛うことなき競きよう争そう相手だった。ＪＴ＆Ｗを倒した三社の一つ、ネットエフェクトにスルガシステム、そして。

（まさか）

　脳裏に一つの社名が過よぎる。だが緊きん張ちようするこちらを気にした風もなく次郎丸は手を合わせた。

「あー、なんか嬉うれしいです。強豪揃ぞろいのコンペで私達新人が勝ち残れるなんて、地獄で仏とはまさにこのことですね！」

「それは……ちょっと意味が違うと思いますけど」

「え!?　じゃあ仏の顔も三度？」

　遠ざかった。

　なんだっけ正しいことわざ。合あい縁えん奇き縁えん……とか？　よいフレーズが思い浮かばないでいると不意に固い靴音が響ひびいた。

「あ、ボス」

　ボス？

　耳みみ慣なれぬフレーズに顔を向ける。

（う……わ）

　意表を突かれた。

　細身の男性が立っていた。インクブルーのスーツにトレンチコート、マイクロドットのラベンダータイを身につけている。足が長いせいもあるのだろう、あたかもショーウィンドウのマネキンのようにスタイルよく見える。だが驚おどろいたのはそこではない。

　目が青い。肌は白くブロンドの巻き毛が陽光に輝かがやいている。日に本ほん人じんではない、外国人だ。高い額ひたいと落ちくぼんだ眼がん窩かが人種の違いを如実に示している。

　男は冷えた眼まな差ざしでこちらを見た。

「縁ゆかり、そちらは？」

　流りゆう暢ちような日本語だった。素っ気ない問いかけに臆おくすることなく次じ郎ろう丸まるは背筋を伸ばした。

「はい！　こちらはですね！」

　………。

　沈ちん黙もく。そりゃそうだろう、「桜さくら坂ざかさんです！」とだけ紹介しても何がなんだか分からない。次郎丸は手を伸ばした姿勢で固まっている。仕方なく助け船を出した。

「スルガシステムの桜坂といいます。次郎丸さんとは前回のＲＦＰで知り合いました」

「え!?　桜坂さんってスルガシステムの方だったんですか!?　あのうさんくさいホームページの!?」

　空気を読まない声が響ひびく。がくっとつんのめりかけて工こう兵へいは彼女を見上げた。

「う、うさんくさいのは認めますけど、それ言いますか、社員の前で」

　引きつり笑いで指摘すると次郎丸は「あ」と口を覆おおった。

「ご、ごめんなさい。私、思ったことをすぐ口に出しちゃって」

　思ってたことは否定しないんだ……切ない。

　嘆息した瞬しゆん間かん、足下に影かげが落ちた。男性が距きよ離りを詰めている。深い湖こ畔はんのごとき瞳ひとみがこちらを見下ろしていた。

「うちの社員が失礼しました。初めまして、アルマダ・イニシアティブ代表のチェスター・ローズです」

「………！」

　アルマダ──イニシアティブ！

　やっぱり……この人達がそうなのか。というか代表？　社長ってことか？　外国人がトップって外資系企業？　呆ぼう然ぜんと見ているうち次郎丸が一歩進み出てきた。照れ笑いを浮かべつつ一礼する。

「同じくアルマダ・イニシアティブの次郎丸です。あの……うさんくさいとか言ってごめんなさい。すごく小さな会社なのにこんな大企業の案件やっててすごいと思ってたんです。どんな人達が担当しているのかなぁと考えてて」

「すいません、こんなんで」

「いえいえいえ！　むしろ嬉うれしいんです、私と同じ新卒社員が大企業を敵に回し活かつ躍やくしているなんて痛快極まりないですから」

「それは……でも次郎丸さんのところも同じですよね？　こんな大規模案件に新人を抜ばつ擢てきしているわけですから」

「抜ばつ擢てき……というか、ええと」

　次じ郎ろう丸まるが気恥ずかしげな表情になる。傍かたわらでローズが肩をすくめた。あくまで冷れい徹てつな面持ちのまま説明を引き継ぐ。

「我々は縁ゆかりをルーキーと見なしていません。うちの会社は実力主義ですから、中途も新卒も等しく能力のみでポジションを判断されます。受け持つ仕事も同じ、彼女は自らの力でこの案件を勝ち取りました。特別扱いは一切していません」

「勝ち……取る？」

　未知の概念だった。同じ社内で担当する案件を競きそい合う？　そんな会社あるのか。社員同士がライバルになるような。

　って。

　思考が止まる。瞬しゆん間かんとんでもない事実が脳裏を満たした。ちょっと待った。社内の競きよう争そう相手を倒し仕事を勝ち取ったってことは……この次郎丸って子、江え古ご田た案件のメイン担当なのか？　社長のサポートをしているのではなく、数千万規模の案件を自分でコントロールしている。紛うことなき提案責任者。

　………！

　思わず次郎丸を凝ぎよう視ししてしまう。彼女は「ん？」と不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。小作りな顔に緊きん張ちようや気負いは一切感じられない。ただただ自然体でたたずんでいる。

　ぞくりと背中が震ふるえた。得え体たいの知れない戦せん慄りつが身体からだを満たす。

「そろそろ行こうか縁、彼の仲間が先程から待っている」

　ローズの声。気づけば藤ふじ崎さきが遠くからこちらを見ていた。入にゆう館かんカード片手に所在なさげな様よう子すで立ち尽くしている。

「あ、あ！　すみません。私ってば夢中になっちゃって」

　次郎丸が謝しや罪ざいする。一歩後ずさり頭を下げた。

「あの、いい戦いができることを願ねがってます！　提案頑張ってくださいね！」

　元気よく言って立ち去っていく。最後にローズが一回、丁てい寧ねいに会釈していった。

「……今の人達、アルマダって会社の人？」

　藤崎の声が近づいてくる。衝しよう撃げきさめやらぬままうなずく。気づけば掌てのひらがじっとりと汗ばんでいた。

「そうか……じゃああれがチェスター・ローズか」

　眼鏡めがねの上司がトレンチコートの背中を見つめている。って、あれ？　男性が名乗っている時、藤崎はいなかったはずだが。

「？　有名人……なんですか？」

　そういえばアルマダのことを調しらべてもらうよう依頼していたっけ。何か彼らの情報をつかめていたということか。

　藤ふじ崎さきはうなずいた。

「有名人といえばそうだね、アトランタコンピュータの元日に本ほん支社長だよ」

「アトランタコンピュータ……ってあのパソコンメーカーの？」

　ノートＰＣからデスクトップ、スマートホンまでフルラインナップで作っている外資系企業だ。初心者に勧めるならまずＡＣ（アトランタコンピュータ）と言われるくらい手堅い製品を出している。

　へぇーと工こう兵へいはつぶやいた。

　あの外国人がねぇ。アトランタコンピュータの、なるほど──

「って、えええ!?」

　え、ＡＣの元トップ!?　大物すぎるだろう！　え？　なんでそんなすごい人が東ひがし大おお島じまくんだりを歩いてるの？　六ろつ本ぽん木ぎとか品しな川がわじゃないよね？　ここ。

「え、ＳＰとかつけないで大丈夫なんでしょうか……」

　誘拐とか脅迫とか、そういう犯罪にあわないのかと思ったが。

　藤崎は「大げさだなぁ」と肩をすくめた。

「だから元だって元日本支社長。今はしがないＩＴベンチャーのＣＥＯだよ。社員数八十名程度らしいから……まぁ本当中小企業の社長さんってところかな」

「………」

「ただやっぱり人脈はすごいみたいだね。前ぜん職しよくで培つちかったパスをフルに活いかして方々売り込みをかけてる。売りは完全少数精せい鋭えい・内製主義。元もと請うけオンリーで絶対外部業者は使わない──と。まぁ下請け絡みのトラブルを経けい験けんした顧こ客きやくにはよく効くよね、そういうフレーズ。トップ同士の口利きがあればなおさらだ」

「口利き……」

「ちなみにリドルトリル獲とったのもあそこなんだってさ」

　………！

　………!?

　藤崎は苦笑した。

「すっかりしてやられたよ。先方上層部と二、三ヶ月前から商しよう談だんを進めていたらしい。気づいた時にはもう手遅れ、業務分析と改善提案まで終えられて僕らの出る幕は完全になくなっていた」

「業務分析って」

　不可解な単語に眉まゆをひそめる。

「なんで他社がうちの運用しているシステムを分析したり改善、提案できたりするんですか」

「それはまぁ僕らの見み積つもりや構成資料をチェックしたからだろうね」

「だからどうしてそんな資料を競きよう合ごうが自由に閲えつ覧らんできるんです？」

　混乱しつつ言うと藤ふじ崎さきは首を傾かたむけた。

「常じよう駐ちゆうコンサルって奴やつだよ。顧客内部に入って現況と課か題だいを確かく認にん、改善案を提示する。実質お客の立場だからベンダーからの情報も取り放題。──姪めい乃の浜はまさんに訊きいたけど、なんか先々月くらいから情報開示の依頼が来てたみたいだよ？　耳みみ慣なれない名前の担当者だから新入社員かと思ったみたいだけど、多た分ぶんそれがアルマダの社員だったんだろうね」

「え？　で取得した情報をもとに自分達の提案をしたってことですか？」

「うん」

「ありなんですかそんなの」

　反則だろう。片方だけ手札を開いてポーカーしているようなものだ。勝負にも何もなりゃしない。

　こちらの憤ふん激げきを見て取ったのだろう、藤崎は困ったように眦まなじりを緩ゆるめた。

「ありかなしかで言えばありだよ。顧客にとってみればリスキーだけどね。あからさまに常駐業者が有利になっちゃうから、そこが悪徳企業だとあっさり食い物にされかねない。でもまぁ今回は上同士で信頼関係ができているし、そのリスクは無視できる、むしろスルガシステムの提案が真っ当かどうかチェックできると踏んだんだろう」

「で、結けつ論ろんは真っ当でないと？」

「少なくともそう見えるようにレポートしたんだろうね、アルマダは」

　憤いきどおりに近い感情がこみ上げてくる。リドルトリルのシステムを回すために室むろ見みや梢こずえがどれだけ尽力していたか、改善を積つみ重ねていたか、自分は痛いくらいよく知っている。彼女達の努力を、頑張りを、アルマダは何を根拠に否定したのだ。明めい確かくな理由があるなら見せてみろと言いたかった。

　だが藤崎に怒っても仕方ない。他ほかならぬ商しよう売ばい敵がたき達当人は先程礼れい儀ぎ正ただしく挨あい拶さつし立ち去ってしまっていた。

　……そんなやり方しそうな子じゃなかったけどな。

　次じ郎ろう丸まる縁ゆかり。『いい戦いができることを願ねがってます！　提案頑張ってくださいね！』と挨拶していった同年代の女の子。

「納得いってない感じだね桜さくら坂ざか君」

「それは……」

　当然だろうと思う、が藤崎はやや声を固くした。

「勘違いしないでほしいけど、提案のツールは見積もりや提案書だけじゃないよ。接待や事前の人出し、競きよう合ごう候補の抱き込み──協業工作だって立派な武器だ。ゲームは提案会場だけで行われるんじゃない。勝手に盤ばん面めんを狭くとらえて戦ってると」

　──掬すくわれるよ。

　思いの外鋭するどい口く調ちようでたしなめられた。

　絶句しうつむく。言われてみれば確たしかに、自分達が業なり平ひら案件でやったことも、どちらかといえば盤外からのちゃぶ台だい返がえしに近かった。相手が同じことをやって悪い理屈はない。

　ぽんと肩を叩たたかれた。

「まぁ、とりあえずは目先の仕事をこなそうか。色々思うところがあるだろうけどそれは終わったあとに聞くということで」

「はい……」

　藤ふじ崎さきの思いやりに感かん謝しやしつつ気持ちを切り替える。入にゆう館かん証しようを胸に留め本社屋に向かい歩き出した。




　提案会場はこないだと同じだった。

　ただ顧こ客きやく側の椅い子すがいくつか増えている。担当者の言によれば部門長など決済責任者が数名参加するらしい。

　提案の流れは前回を踏とう襲しゆう、ただしお金の部分を中心に説明してほしいとのことだった。技術的な要素は抑え気味に、主として費用対効果の部分を議ぎ論ろんしたいのだという。

　提案書の構成を頭の中で組み直していると初老の男性が入室してきた。多た分ぶん部門長なのだろう、鷹おう揚ように挨あい拶さつし室内を見渡す。

「お、藤崎さん」

「ご無ぶ沙さ汰たしています、Ｋ島部長」

　藤崎は慇いん懃ぎんに一礼して頭を上げた。

「すみません、なかなかうかがえず、近くに来たらご挨拶をと思っているんですが」

「いやいや、そちらも忙しいだろうし無理せんでいいですよ。現場の方かたは十分頑張ってくれてるから文句もないし」

「恐きよう縮しゆくです」

　現場の方……ＳＤ部の開発要員だろうか。へぇ意外に評価高いんだ。

「それより私はおたくがインフラ系もやってることにびっくりしてね。開発系の人売りだけじゃないのかと。ネットワークやサーバ……システム運用？　もできるって六ろつ本ぽん松まつさんが」

「どちらかと言えば……そっちが本業でして」

「そうなの？　まぁ面おも白しろいから二次に上げたら？　と私の方でも言ったんだよ。大手ばかりのコンペも新しん鮮せん味みがないからね。これで正式発注なんてことになったら六本松さんにはご馳ち走そうしてもらわなきゃなぁ」

　豪快に笑いながらＫ島は着席した。

　片手を差し出し座るよう促してくる。慌ててノートＰＣを取り出し提案準備に取りかかった。ええっとパワーポイント開いて、スライドショーにして、裏側で見み積つもりのＰＤＦ立ち上げて……

「お待たせしました。それでは弊へい社しやの提案を始めさせていただきます」

　一礼して説明を始める。

　まずはざっと提案概要の解説から。要件整せい理りと全体構成、展開スキームや運用スペックについて。

　………。

　大丈夫、大丈夫だ。いつものように説明すればいい。提案内容は悪くないのだ。室むろ見みの技術力、梢こずえさんの几き帳ちよう面めんさ、そしてスルガシステムという会社の柔軟さ、全すべてを伝えればきっと気に入ってもらえる。よい提案だと感じてもらえる。

『ゲームは提案会場だけで行われるんじゃない』

　不意に藤ふじ崎さきの声が耳元で再生された。

　どくりと心音が高鳴る。背中の毛が逆立つように感じられた。

『提案のツールは見積もりや提案書だけじゃない』

『勝手に盤ばん面めんを狭くとらえて戦ってると』

　──掬すくわれるよ。

　……っ！

　湧わき上がる不安を振り払う。だめだ、集中しろ。目の前の提案に、正面の顧こ客きやくに。

　必死になりプレゼンしていると不意に声をかけられた。

「ちょっと、質問いいですか」

「はい？」

　気づけば左手の男性が挙手していた。眼鏡めがねの細ほそ面おもてな人物だ。確たしか一次選考でも見かけたように思う。男性はもう一度「いいですか？」と繰くり返した。

「あ、はい、どうぞ」

「えーとですね、これ新規拠点の立ち上げ、メールオーダーになってるじゃないですか。拠点一いち覧らんのエクセルを更新して御おん社しやの運用窓口に送るって」

「はい……」

「これ、つまりうちが全拠点の状況をエクセルで管理し続けなきゃいけないってことですよね？　アドレスやアクセス回かい線せん種別、スイッチの有無まで含めて」

「そうですね」

　？　今更何を言ってるんだ。拠点の統廃合が多いから構成情報は客側で管理すべきと説明し納得してもらったではないか。発言の意図が分からず押おし黙だまっていると。

「たとえばこれ、専用ウェブとかで拠点情報をリアルタイムに把握できないですか？」

「……は？」

「だからほら、弊社専用のサポートＨＰ作ってもらって、そこから色々申しん請せいできるようにするんです。で、申しん請せい結果は即時情報一覧に反映されるとか」

「……そ」

　混乱を必死に押えつけ平静を保つ。

「そういうのはちょっと……ないですね。ウェブサイト作成となれば別途サーバを立てないといけませんし」

「御おん社しやとしてそういう仕組みを用意するつもりはない？」

「ない……というか」

　そもそもそんな要件なかったではないか。自分達はＲＦＰに従い最適な回答を準備したのだ。いや、いくつか行間を読み取り便べん宜ぎを図ったところもあるが……サポートサイトの作成？　いくらなんでも想定外すぎる。

「すいません、こちらもいいですか？」

　別の担当者が手を上げる。がさがさと提案書をめくる音。

「拠点申し込みから立ち上げまでのリードタイム、平均で１・５ヶ月とありますけど緊きん急きゆうで立ち上げたい場合はどうなりますか？　工事現場という性格上、今すぐ開通させたいってニーズもあるんですけど」

「今すぐというと」

「明あ日す明後日あさつてとか」

　いやいやいや。

「回かい線せん納期は……正直電Ｊ話Ｔ会＆社Ｗさん次第なので、机上調ちよう査さから現場確かく認にん、工事まで含めるとどうしても１・５ヶ月は見ていただきたい感じです」

「御社として代だい替たいソリューションはない？　たとえばモバイルカードをルータに挿さして出荷したりとか」

「も、モバイルカードですか？」

　完全に声が裏返った。

「すみません、そういうのはちょっと……想定してませんでした」

「じゃあ別の質問で。余剰機き器きの保管ですが現状弊へい社しやで行うことになっていますよね？　廃止拠点の機器をストックし新拠点に流用する」

「ええ……」

「これを物流会社かどこかにアウトソースできませんか。倉庫に保管してもらって、必要に応じ出荷する形で」

　………。

　できません、無理です、想定していませんでした。

　否定の単語を発する度たび、場のボルテージが低下していく。いや正確に言えば盛り下がっていくのとは違った。ああやっぱりねという感じ。こんなことできないよね、普通じゃ無理だよね。そう、彼ら以外には。

　見えざる競きよう合ごうのプレッシャーがひしひしと感じられる。脳裏に一つのイメージが生成された。はきはきした声でプレゼンする女の子、淡々と質疑応答する白人男性。情じよう熱ねつ的てきなプレゼンに顧こ客きやくは引き込まれ身を乗り出していく。感嘆と驚きよう愕がく、笑いと得とく心しん。あふれんばかりのエネルギーは室内に残存し今もなお場を支配し続けている。顧客の内にあるのは彼ら自身の言葉ではない、提案者の言葉。一体自分が誰だれと話しているのか、分からなくなりかけた頃ころようやく質問は途と切ぎれた。

「それでは一週間後を目め処どに選考結果の方お知らせします。今日きようはどうもありがとうございました」

　素っ気ない幕切れの言葉が響ひびく。

　無言のまま頭を下げた。苦い、ざらついた思いが胸の中にわだかまっていた。




　コーヒーでも飲んでいこうかと藤ふじ崎さきに言われた。

　喋しやべりっぱなしで疲れただろう、いつもより質問多かったしね、今日の夜作業あるんだろう？　ちょっと休んでいったらどうかな。

　気を遣つかわれているのは明らかだった。駅前まで戻り高架下の喫茶店に入る。時間帯のせいか店内は閑散としていた。近所の住人と思おぼしき老人がスポーツ新聞を広げている。

「ブレンド二つで」

　フランケンじみたマスターが仏ぶつ頂ちよう面づらでうなずく。引き上げる靴音に混じりサイフォンの音がこぽこぽと聞こえてきた。

　かなり待たされたあとコーヒーが運ばれてきた。藤崎が口をつける。

「飲んだら」

「……はい」

　ゆるゆるとカップを持ち上げる。苦い。コーヒー豆の風味が口中に広がっていく。嘆息した瞬しゆん間かん、身体からだの緊きん張ちようが一いつ緒しよに抜けていった。

「さっきね、帰り際にＫ島部長と話したんだけど」

　唐突に言われた。顔を上げると藤崎はやや辛つらそうな顔になっていた。

「うちの提案、ＮＧらしい」

「でしょうね」

　予想していただけに意外さはなかった。いやむしろ死刑宣告を長引かせられなかっただけよかったと思う。──完全に負け犬の思考。

「一応各社の選評も聞きいてきたよ。まずネットエフェクトについては既存ということもありベンチマークとして残したと、これはまぁ予想通りだね。で、うちは例の簡かん易いクラスタってアイディアと全体費用の安さから残された感じ。最安値だったらしいよ」

「そうなんですか」

　てっきり価格でも負けているのかと思ったが。

　藤ふじ崎さきは首しゆ肯こうした。

「よくこの構成をこれだけのコストでって驚おどろいてたよ。増設・縮しゆく退たいの自由度も高いしよい提案だって褒ほめてくれた。……まぁ採用はできないって但ただし書がきつきだけど」

「………」

「でアルマダ、多た分ぶん桜さくら坂ざか君も気づいてると思うけど彼らは顧こ客きやく負荷の低減って観かん点てんで攻めてきていた。いかにお客さんが楽に簡かん便びんにこのシステムを運用できるか。そのための仕組み作りで多少費用は上がるけど、かわりにユーザーは何もしないでいいですよーってロジックだ。煩はん雑ざつなシステム運用で実際に苦しむのは情シスだからね。彼らにとってみれば願ねがってもない提案ってことだ」

　手間が……かからない。

「ちなみにね、ＪＴ＆Ｗ。彼らの提案もほぼ同じ方向性だったそうだ」

「………！」

　同じ方向性って。

「顧客運用負荷の低減、そのコンセプトはアルマダ、ＪＴ＆Ｗとも共通していた。ただ同一スペックの場合費用はわずかにアルマダが下回っていた。だからアルマダを残した。そういう話らしい」

「そ、それって」

　血の気が引く。

　本気のＪＴ＆Ｗと同等の提案を練り上げ、費用でも下回り、正面から相手を打ち負かしたということか。

　次じ郎ろう丸まる縁ゆかり──自分と同じ新人が。

　………。

　慄りつ然ぜんとする。

　ありえないだろう。社会人一年目だぞ？　入社後九ヶ月、正しよう味み三クォータも働いていない。そんなルーキーが業界一いつ線せん級きゆうの実力を身につけた？　技術・運用・提案、全すべての分野をマスターし正攻法で競きよう合ごう大手を下した？　出で鱈たら目めすぎる。とても人間業とは思えない。

　拳こぶしを握りしめる。身体からだの奥底から鈍にぶい震ふるえが走った。

　しばらく沈ちん黙もくした後、軋きしるようにつぶやく。

「……アルマダの担当者、あの女の子、新人だったみたいです」

「そうなんだ」

　藤崎は淡々とコーヒーを口元に運んだ。こちらの心情を思いはばかってか、重ねて何か告げてくることはない。古びたシャンソンが店内を満たしている。ノイズ混じりの歌声がささくれ立った心に染み入っていった。

　下唇を嚙かみうつむく。

　コーヒーカップの中身に映った顔は奇妙に歪ゆがんで見えた。
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『送信日時：十二月二十八日（月）　午後一時三十分

　宛あて先さき：スルガシステムＭＬ

　差出人：Ｔビル　Ｓ田




　お世話になっております、ＴビルＳ田です。

　今こ年としも色々ご対応ありがとうございました。おかげさまでメールシステムも無事安定稼か働どうしております。さてそんな話をしつつ恐きよう縮しゆくなのですが、実は来年二月からメールゲートウェイを外部に任せることになりました。すみませんが引き継ぎ含めてＡＳＰベンダー様と打ち合わせいただくことは可能でしょうか？

　ちなみにベンダー名はアルマダ・イニシアティブです。

　よろしくお願ねがいいたします』




『送信日時：十二月二十九日（火）　午前十時十五分

　宛先：桜さくら坂ざかさん

　差出人：Ｙ興こう業ぎよう　Ｏ原




　ご連絡遅れてすみません！

　例のコアスイッチリプレースの件ですが、すみません、別の業者に発注することになりました。ちょっと別件で繫つながりができてしまいまして。……色々構成案出していただいていたのに申し訳ありません。またの機き会かいによろしくお願いいたします。




　追伸：業者さんですがアルマダ・イニシアティブという会社です』




『送信日時：一月四日（月）　午後三時四十分

　宛先：室むろ見み様、桜坂様

　差出人：Ｋテクノロジー　Ａ野




　あけましておめでとうございます、ＫテクノロジーＡ野です。旧年中は大変お世話になりました、今年もよろしくお願いいたします。さて早速ですが現在ゲートウェイ設備の更改をアルマダ・イニシアティブという会社に依頼しています。ついては既存の御おん社しや設備についていくつか質問事項が来ていますのでご回答いただけますでしょうか。お手数ですが作業まで日がないため本日中のご回答をいただきたく。

　よろしくお願いいたします』




『送信日時：一月十四日（木）　午後〇時一分

　宛あて先さき：社内ＳＥ部ＭＬ

　差出人：六ろつ本ぽん松まつ健たけ造ぞう




　ＵコマースのＫ専務からネットワークをアラバマ・インポッシブルという会社に乗り換えたいと連絡が来たぞ！　一体どうなっとるんだ!?　至急説明したまえ！』




　　　　[image: 区切り文字]




「なんなんだあの会社はー!?」

　さすがに悲鳴を上げてしまった。

　一月十四日木もく曜よう日び、桜さくら坂ざか工こう兵へいはＳＥ部のオフィスにいる。早朝からのぶっ通し作業より帰き還かんし（ちなみに作業は顧こ客きやくの準備不足で切り戻しとなった。死にたい）疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体ていでメーラーを立ち上げると先の社長メールが届いていた。叫びたくもなる。これで何件目だ？　もう勘弁してくれという感じだった。

　いや、最初の方こそ「くそ、また次じ郎ろう丸まるさんのところか。同じ新人なのに、この無能な自分との違いはどうだ？　無能桜坂、はっ、無能め」といじけていたのだ。だが三件、四件、五件と続くと暢のん気きに自じ虐ぎやくモードでもいられなくなってきた。

　丁ちよう度どターゲット顧客層・案件が似通っているのか、ピンポイントでスルガシステムの案件を切り崩してくる。下は数十万の案件から上は数百万まで。作業・機き器き販はん・運用、どれであろうとお構いなしだった。

　挙げ句に次郎丸と来たら客先で会う度たび、朗らかに挨あい拶さつしてくる。

『あ、桜坂さん奇遇ですね！　同じ新人が近場で活かつ躍やくしていると思うと本当心強いです。お互い頑張りましょう！』

　などという感じで。

　……わざとやってるんじゃないだろうな。

　一種疑いたくなるくらい爽さわやかな笑え顔がおだった。だいいち彼女の手て練れん手て管くだは必ずしもクリーンなものばかりでない。藤ふじ崎さきに聞かされた通り、先方上層部の抱き込み・キーマンの切り崩しも平気で行ってくる。犯罪行為こそしていないといえ、まともな人間なら少しくらい後ろめたく感じそうなものだ。にもかかわらず天てん真しん爛らん漫まんな笑顔。余程の鉄面皮なのか、あるいは感性がズレているのか、どうにも判断が難むずかしい人物だった。

　外資だからか、とは思う。

　結果が全すべての評価体系、ビジネスとプライベートがはっきり分けられ報酬と成果が緊きん密みつにリンクしている。そういう環かん境きようであればあるいは二面性を持った人間になるのかもしれない。仕事は仕事、結果を出すためなら手段は選ばないと。

　苦手だ。

　いっそ徹てつ頭とう徹てつ尾び悪役キャラならここまでもやもやしなかっただろう。何くそ負けないぞ、今に見てろと気分を盛り上げられたはずだ。

　だがあの無邪気な顔で「頑張りましょう！」と言われるとどうにも気持ちが萎なえてしまう。突き進むことができずつんのめってしまう。

　とてつもなくやりづらい相手だった。

　いや、問題は彼女の二面性だけではない。なんというか、会う度たびに妙な居い心地ごこちの悪さを感じるのだ。むずがゆさというか気恥ずかしさというか……

　まさか恋じゃないだろうな。

　冗じよう談だんめかして自問するも答えは出ない。悶もん々もんとするうちにひたすら苦手意い識しきだけが醸じよう造ぞうされここ数週間の失注ラッシュに至る。ストレスマックス、精神衛えい生せい上じようよくないこと甚はなはだしかった。

（こんな憂ゆう鬱うつな年明けは初めてだ）

　半はん眼がんでマウスをクリックしていると隣となりのパーティションから小さな頭が飛び出してきた。

「メール見たの？」

　叫び声を聞かれたのだろう、室むろ見みが疲れた表情でこちらを見下ろしてくる。

「ああ、はい。見ました。社長のやつですよね？」

「うん、アラバマ・インポッシブル」

「オクラホマミキサーみたいですよね」

　相変わらず斜め上の言い間違いをしてくる。片かた眉まゆを動かし室見を見上げた。

「これ、誰だれか返信してるんですか？　ちょっとまだ全部メール追えてないんですけど」

「ううん、だから今結構危険よ。いつ社長が怒ど鳴なり込んできてもおかしくない」

「マジですか……」

　至急外出の予定を入れようかと思ったが。

「まぁ大丈夫でしょ。Ｕコマースのメイン担当はＯＳ部だし、訊きかれても知らぬ存ぜぬで押し通せば」

「ですかね」

「いざとなれば寝ね癖ぐせ頭あたまが詳しいって押しつけるし」

　いやそれ絶対別の意味で修しゆ羅ら場ばになるんでやめてください。嘆息して椅い子すを回した。

「てか……大丈夫なんですかねうちの会社？　こんなに色々案件取られて、業ぎよう績せきとか」

「………」

　室見はきょろきょろと周囲を見渡した。室内に人ひと影かげがないことを確かく認にんし声を潜ひそめる。

「あんた……口は堅い？」

「なんですか？」

「秘密を守れるかって言ってるの」

　秘密……。

　眉まゆをひそめ見つめ返す。

「そりゃ喋しやべるなって言われれば喋りませんけど」

　怪け訝げんな口く調ちようで答えると室むろ見みはうなずいた。

「年末に私、食事誘われたって言ってたでしょ。クリスマスイブの夜」

「ええ……」

　古い知り合い。身内みたいな存在──と言っていたか。

「そいつがね、言うわけよ、会うなり、開口一番」




　──リドルトリルの件片づいたかって。




「リドルトリル？」

　片づくも何も……十二月末ならとっくに解約の方針で決定していた頃ころだ。新ベンダーへの引き継ぎはしばらく時間がかかるし……片づく？　なんのことだ。

「あいつ社長の知り合いだし、うちの社内事情にやたらと詳しいから、まぁ心配して訊きいてくれてるのは分かったけど……にしても変な質問よね。解約阻止はとっくに失敗してたし引き継ぎ作業は始まったばかりだったから、このタイミングで〈片づくもの〉って何よと訊いたの。そうしたら」

「………」

「サーバ千台」

「はい？」

「千台買っちゃってたんだって、リドルトリル用のサーバを、うちの会社。今後の拡張に備えて」

「はぁ」

　脱力して首を傾かしげる。なんだ、もったいつけて。てっきり犯罪でも打ち明けられるのかと思った。

「まぁ最後の花火ってことで、いいんじゃないですか？　機き器き販売だけでも。本当はちゃんとセッティングや保守のお金も取れるとよかったんでしょうけど」

「何言ってるのあんた」

「へ？」

「ちゃんと聞いてた？　今後の拡張に備えて買っちゃったのよ。うちの会社が、客じゃなくて」

　………。

　ちょ、ちょっと待てよ。客じゃなくうちが買った？　現行動いている案件に関係なく、ということは。

「まさか、うちの持ち出しってことですか!?」

　こくりとうなずかれる。意い識しきが空白化した。サーバ千台分の費用を持ち出し……一台十万としていくらだ？　一億円？

　……噓うそだろ。

　室むろ見みが髪を搔かき混ぜた。

「グローブオンライン──リドルトリルの運営会社ってとにかく短納期・低コストの要よう請せいがすごかったから社長の一存で先行発注かけちゃったみたいね。大量に仕入れれば単価も抑えられるし急な拡張作業にも余裕を持って対応できる。まさかこのタイミングで失注するとは思ってもみなかったんでしょうし」

「………」

　ぽかんと口をあけて固まる。

　意識が追いついていかない。一億の穴、想像を絶する金きん額がくだった。

「へ、平気なんですか、うちの会社」

　そんな損害受けて。

　室見は嘆息した。

「まぁ……すぐにどうこうってことはないみたいだけど……一応リドルトリルサーバの引取先も探してるそうだし。ただこれ以上大規模アカウントが奪われたり検収時期がズレたりするとやばいわね。会社が飛ぶことはないにしても給料遅配くらい起きかねない」

「給料遅配？」

「お金が振り込まれないの、給料日になっても」

「……困ります」

「私だって困るわよ。でも現状こっちでできることは何もない。少なくともリドルトリルの件に関してはね」

　投げやりに言ってから室見は舌打ちした。

「ったく本当忌いま々いましい連中よね、あのアルマダって会社。なんでまたインフラなんて地味目の仕事狙ねらい撃うちにしてくるのかしら。業界ＶＩＰご用よう達たしならご用達らしくマネジメント層向けのビジネスコンサルでもやってろっていうの」

「………」

「うちの社長も社長よ、普ふ段だん散々考えなしに仕事取ってきて、こういう時競せり負けてたら世話ないっていうの。きっちりトップセールスやってほしいわ、外資風情にいいようにあしらわれて、情けない」

　投げ出した足が壁かべを叩たたく。

　うぉ、機き嫌げん悪い。実は結構腹にすえかねていたのか。瞳ひとみが険しい。まぁかなり負けが込んでたからな、自分の仕事を否定されまくって愉快なはずがない。

　彼女は小さな唇をあけ、なおも攻こう撃げきの言葉を続けようとした。

　瞬しゆん間かんがちゃりとドアの開く音が響ひびく。廊下からカモメが戻ってきていた。室むろ見みは口をつぐんだ。忌いま々いましそうに首を振る。

「桜さくら坂ざか、さっきの話──サーバ千台の件はオフレコで。多た分ぶん社長や部長レベルしか知らない話だから」

「はい……」

　うなずきながら脳内でいくつもの情報が繫つながっていくのを感じる。続く失注、引き取り手のないリドルトリルサーバ、藤ふじ崎さきのスケジューラを埋め尽くすマネージャミーティング。

　おそらく現場に情報を伏せて善後策を練っているのだろう。他部署の上長、社長などとともに。

「……でも、何者なんですか？　その知り合いって、そんな経営レベルのことまで知ってるなんて」

「ただの暇人よ。あんたが気にするような相手じゃないわ」

　ううむ、気になる。

　だが訊たずねたところでこれ以上の情報はもらえそうにない。室見の姿がパーティション向こうに消える。仕方なくモニタに向き直った。

　画面ロック解除。

　しばらく続きのメールを追っているとＩＲＣにチャットログが付け加えられた。




16:31（rikka）ああ、そういえば他ほかにできることあったわ。

16:31（kohei）？　なんですか。

16:32（rikka）転てん職しよく情報サイトへの登とう録ろく。




　いやいやいや。




16:33（kohei）悪い冗じよう談だんはよしてくださいよ、縁えん起ぎでもない。

16:35（rikka）冗談じゃないわよ。あんただってさすがに給料も出ない会社に居続けられないでしょ？　履り歴れき書しよに変な空白期間ができるのもまずいし、リスクヘッジのための転職サイト登録はありだって言ってるの。ノリで辞めて次が見つからないと悲惨よ？　年金もややこしくなるし。

16:35（kohei）………。




　言いたいことは分かる、分かるが。




16:36（kohei）ちなみに室むろ見みさんは……登とう録ろくしてるんですか？

16:37（rikka）してるわよ。今日きようもオファー一つ来たし。

16:37（kohei）！

16:37（rikka）http://xxx.xxx.xxx/profile.html




　送られてきたリンクをクリックする。画面に毒々しい緑のサイトが表示された。

『自然食食堂、フランチャイズオーナー募集！　未み経けい験けん者しや・副業大歓迎！』

　業種全然ちげぇ！

　しかもうちよりブラック臭いし!?

　一気に登録意欲が失うせ座席に沈み込む。隣となりのパーティションから甲かん高だかいタイプ音が響ひびいてきた。ＩＲＣは沈ちん黙もく、ネタを振るだけ振って仕事に戻っていったのか。

　嘆息を一回、かぶりを振る。

　まぁいいや。悩んでいても仕方ない。来週には業なり平ひらのキックオフも控えているし切り替えていかなければ。

　瞬しゆん間かん、軽やかなベルの音が鳴り響いた。

「はい、スルガシステムです」

　背後でカモメの声が上がる。何言か交わした後、こちらを振り向いてきた。

「工こう兵へい君、業平産業の橋はし本もとさんからお電話」

「橋本さん？」

　はて、なんだろう。直前で予定や要件を変更してくる人でもないはずだが。「回してください」と告げ受話器をつかむ。

「お電話替わりました、桜さくら坂ざかです」

『橋本です、お世話になります』

　抑揚のないアルトが流れ出してくる。いつもと同じ感情の読み取れない声。

『今よろしいですか？』

「はい、どうされました？」

『来週のキックオフ会の件ですが』

「はい」

『申し訳ありませんが、一いつ旦たんキャンセルとさせてください』

　………。

　は？

「え、あの、すみませんもう一度」

『キャンセルです。内示書で機き器き手配かけているようならそちらも止めてもらえますか。無む駄だになるといけないので』

　いや……ちょっと、待って。

「どういうことですか。もうエンジニアの稼か働どうも押えてますし事情を説明していただけないとこちらとしても」

『本プロジェクトは第三者のフィジビリティスタディを受けることになりました』

「フィジ……なんですって？」

『フィジビリティスタディです。投資調ちよう査さといいますか、要は御おん社しや提案の妥当性検討ですね。かける金きん額がくと実施内容に釣り合いが取れているか確かく認にんし場合によっては再コンペを行います』

「………」

　頭が真っ白になる。なんで、なぜ、どうして。無数の疑問符が頭に浮かんでは消えていく。異様な雰囲気を見て取ったのだろう、隣りん席せきの室むろ見みがこちらをうかがってくる。

「我々に何か問題があったのですか」

『そういうわけではありません』

「社長がまたご迷惑をかけたとか」

『いえ』

「ではなぜ」

　受話器の声が沈ちん黙もくする。しばらくたった後、橋はし本もとは囁ささやくように言った。

『アルマダ・イニシアティブという会社をご存じですか』

「………！」

　あえぎ声は言葉にならなかった。荒い吐息を肯定ととらえたのか橋本は嘆息した。ややあって静かに告げる。

『桜さくら坂ざかさん、今日きようの夜お時間ありますか』




　夜九時、翌日の準備を終えてから会社を出た。

　神じん保ぼう町ちよう駅えきから都と営えい三み田た線せんで日ひ比び谷や駅えきへ、高架脇わきのバーに入るとカウンターにもう橋本が座っていた。手元に琥こ珀はく色いろのカクテルグラスがある。色合いから見るにウィスキーかブランデー系か。淡い照明の下、腰かけるスーツの女性はひどく絵になっていた。

「橋本さん」

　コートを脱ぎながら声がけする。

　眼鏡めがねのキャリアウーマンは無表情に会釈してきた。

「すみません、遅い時間にお呼びだてして」

「いえこちらこそ。橋本さんこそ大丈夫だったんですか」

　電話の声を聞けば分かる。業なり平ひら産さん業ぎようの雰囲気は妙だった。箝かん口こう令れいでも敷しかれているような、そんな緊きん張ちよう感かん。

　橋はし本もとはわずかに首を揺らした。

「あなたとお会いすることについて大丈夫かと問われているのなら答えはノーです。正直この状況が明らかになれば私の社内における立場は随分微妙なものになります」

「………」

「どうぞ、座ってください」

　勧められるまま隣となりの席に腰かけた。ひげ面づらのマスターが「ご注文は」と訊たずねてくる。

「じゃあモスコミュールを」

　芸はないが仕方ない。カクテルは詳しくないし、かといって悠長にメニューを眺めている雰囲気でもなかった。

　ほどなく真しん鍮ちゆうのカップが運ばれてくる。軽く持ち上げ乾杯、橋本と一いつ緒しよに中身をあおった。

「……ふぅ」

　喉のどが熱あつい。炭酸が熱ねつを持ち食道に流し込まれていった。心なし顔が火ほ照てったように感じる。

　結構強いな、これ。

　頰ほおを押えていると橋本がグラスを揺らした。

「ここ……なかなかいい店なんですよ。いつも比較的すいていますし。こんな時じゃなければゆっくりお薦すすめのメニューを味わっていただきたいところですが」

「お薦すすめメニュー」

「高たか菜なチャーハンです」

　……意外に庶民的な。

「ちなみにそのお酒は？」

「ウーロン茶です」

　酒でさえなかった。

　いい感じに間合いを外され脱力していると橋はし本もとが居住まいを正した。

「お電話した件ですが」

「はい」

　表情を引きしめる。

「アルマダ・イニシアティブの話ですね」

「ええ」

[image: ]

　彼女はグラスを机に置いた。話の切り口を探るように沈ちん黙もくした後、語り始める。

「発端は今こ年としの仕事始め、一月四日のことです。本来なら年始挨あい拶さつで半ドンのところ午後一で部長に呼ばれたんです」

　続く話はある意味予想通りだった。アルマダ・イニシアティブは業なり平ひらの上層部にアプローチ、進行中の案件リストを取得しそのうちいくつかに目をつけた。自分達なら提案の適正価格を見み積つもれると告げ実際にベンダー各社と費用交渉、上層部の信頼を勝ち取る。ついにＤＣプロジェクトまでが見直しの対象と目された──

「彼らのセールストークは明快です。既存のＩＴ資産を分析し一年で１５％コスト削減、初期費用を回収すると持ちかける。だからコンサルタントを雇いませんかと。システムの善よし悪あしを数字で量る上層部には願ねがってもない提案でしょう。実際発注はすぐ行われました」

「発注──」

「今うちの部署にはアルマダ・イニシアティブの社員が数名、業務コンサルとして入っています。ミッションは各種システムコストの分析、そして適正化」

　………！

　動きが速い。驚きよう異い的てきなスピード感だった。一いつ瞬しゆん遅れて戦せん慄りつが身体からだを突き抜ける。城じよう壁へきの門もん扉ぴを施せ錠じようしていたら既に四方の壁かべが崩されていた気分。スルガシステムという小城が陣地の半ばを侵され陥落していく。

「で、でも」

　一いち縷るの望みにすがり反はん駁ばくする。

「彼らの目的はコスト削減なんですよね？　だったら僕らの提案も減げん額がく要よう請せいされるだけで再コンペなんてことには……」

「残念ですが」

　橋はし本もとの声は冷ややかだった。

「彼らは本案件が弊へい社しやとの取り引きの要かなめであることに気づいています。一つＤＣを押えれば同じ構成を各所に横展開できる。繫つながるシステムを押えられる。アルマダにとって今までの減額交渉は撒まき餌えにすぎません。十分な信頼を勝ち得た彼らはなりふり構わず御おん社しや提案を潰つぶしにかかるでしょう」

「………」

　私は──と橋本はうつむいた。

「こういうやり方が好きではありません。システムの価値は費用だけで決まりませんし、無理な減額は必ずどこかにしわ寄せを及ぼします。ましてやその値引きを土産みやげに他案件を切り崩すなど、邪道です。真っ当な取り引きとは思えません」

「橋本さん……」

　彼女の白い手が震ふるえていた。怒っているのか、わずかに薄うす紅べに色いろの唇が歪ゆがむ。

「うちの上は頻ひん繁ぱんにこういうことをやりたがるんです。前回レギオネットを外した時もそう、デジタルの世界に政治的な要素を盛り込みたがる。今回アルマダを起用した経けい緯いも……桜さくら坂ざかさん、分かりますか？」

「いえ……コスト削減が魅み力りよく的てきだったから……ではなく？」

「それもありますが大きな要因は別にあります。尾お久ぐ電でん機き、弊社にとって大規模ユーザとなりえる企業をアルマダが紹介してくれたからです」

　尾久電機……って。

「あの電機メーカーの」

「ええ」

　ごくりと唾つばを飲む。ＳＥ部のメンバー三みつ沢さわが常じよう駐ちゆうしていた会社だ。二年以上勤務した挙げ句、ある日突然契約を打ち切られた。あそこにもアルマダの手が伸びていた？　いや、というより解約自体彼らの仕業なのか。顧こ客きやく深部に食い込むため、既存ベンダーを排除して。

「家電ビッグ３の一角、尾久電機と取り引きできることは弊社にとって得がたい機き会かいです。たとえ小規模な商あきないでも喉のどから手が出るほど欲しいでしょう。アルマダはそこを突きました。『我々は尾久にトップセールスをかけている、ついては自分達と関係を持てば御社上層部とのパスも繫つなげる』と」

「便べん宜ぎを図ったわけですか」

「エサをぶら下げたわけです。そしてうちの上層部は見事に食いついた」

　橋本の指先がグラスの縁ふちをつかむ。洞うろのような瞳ひとみがウーロン茶の液面を見つめた。

「馬ば鹿かな人達。そんなことでシステムを囲い込まれたらいつかもっとひどいしっぺ返しを食らうかもしれないのに」

「………」

　言葉のかけようもない。こちらと違い身内の話だけに、より一層やるせなさが募るのだろう。しばらく押おし黙だまってから橋はし本もとは顔を上げた。

「桜さくら坂ざかさん、こんな状況ですが私は自分の義務を果たさないといけません。業なり平ひら産さん業ぎようの情報システム部員として全すべての提案を公平に評価する、平等に審しん査さする。だからもう御おん社しやをパートナーとして扱うことはできません。アルマダと同じ……一ベンダーとして接します」

「橋本さん……」

「新ＤＣに関する情報は今後一切お出しできません。御社は現状ある提案書・見み積つもりをベースに今後のフィジビリティスタディに臨のぞんでもらいます。そこでも私は一担当として御社を──」

「もういいです、橋本さん。もう分かりましたから」

　耐えきれず彼女の手をつかんでいた。

　見ていられない。掌てのひら越ごしに自責の念がひしひしと伝わってきた。マネキンめいた顔に相変わらず表情の変化はない。だが分かる。彼女はひどく苦しんでいた。会社への忠誠心と情シス担当の矜きよう持じの間で揺れ動きながら。

　今日きようここで会うのもギリギリの選択だったのだろう。アルマダという名前を漏らすのもリスキーだったはずだ。中立性を維持する最後の一いつ線せんは保ちつつ、だが最終的に彼女は連絡してきてくれた。出来レースの舞ぶ台たい裏うらを垣かい間ま見みせてくれた。感かん謝しやしなければならない。この堅かた物ぶつな担当者の決断に。潔けつ癖ぺきさに。

「すみません」

　橋本の声はかすれていた。もう一度より小さな声こわ音ねで「すみません」と告げてくる。

「いいんです」

　工こう兵へいは口元を引きしめた。既に覚悟は決まっていた。

「僕らが勝てばいいだけですから」

　橋本が顔を上げる。

　そう、勝てばいいのだ。いい加減やられっぱなしも飽きてきた。映画なら中ちゆう盤ばん折り返し、そろそろ逆ぎやく襲しゆうの時期だろう。今までは相手の姿も見えないまま不意打ちを受けてきた。だが今度は敵の姿が見える。事前にアルマダの存在を察知できている。手の打ちようはあるはずだった。

　身体からだの奥底からマグマのような熱ねつ情じようが浮かび上がってくる。

　アルマダ・イニシアティブ、君らは僕を本気にさせた。

「全部終わったら……今度は堂々と飲みに来ましょう、このお店に」

　──たまには奢おごらせてもらってもいいですか？

　相そう好ごうを緩ゆるめ告げる。橋本は少し笑ったように思えた。
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　状況をまとめよう。

　翌日出社してから工こう兵へいはＥＸＣＥＬを起動、思いつくまま情報を書きつけ始めた。

　アルマダ・イニシアティブは業なり平ひら産さん業ぎように常じよう駐ちゆうコンサルティングを行っている。稼か働どう中ちゆうのプロジェクト・提案を分析しコストの適正化を図る名目だ。

　だがその本来目標は優ゆう良りよう案件の奪取。リドルトリルの時と一いつ緒しよだ。既存ベンダーの提案・構成情報を読み解きカウンター提案をぶつける。内側から攻こう撃げきされた既存業者はひとたまりもない、手の内を暴あばかれ無惨に散さん華げしていく。

　今回彼らが狙ねらっているのは新ＤＣ構築。初期で二千万円、月げつ額がくで百五十万の優良案件だ。

　当該案件は現状フィジビリティスタディにかけられている。フィジビリティスタディ……辞書で引くと事業・プロジェクトの実施妥当性調ちよう査さとある。代だい替たい案あんの採用や事業中止を含め、最も目的達成に適した解を導みちびく活動。おそらく今アルマダはスルガシステムの見み積つもり・提案書、既存運用資料を全力で精査しているのだろう。題目は他ソリューションとの比較・検討、だが実態は攻撃材料の収集。十分に準備を整ととのえた後、ヒアリング会を開催。顧こ客きやくの面前でスルガシステムの信用を失しつ墜ついさせる。続いて実施される再コンペ、案件の勘所を知り尽くしたアルマダは最高の提案でプロジェクトを勝ち取る──

　……すごいなぁ。

　自分で書いたメモを見て呻うめく。

　今まで見てきたどんな営業手法とも違う。不ふ確かく定てい要素を極限まで排除した戦い方だった。

　敵ながら恐るべし。もちろんチェスター・ローズという業界ＶＩＰがいるからこそできる手法だろうが、これに勝まさる顧こ客きやく攻略法はないように思えた。

（うちも同じことをやれば……）

　一いつ瞬しゆん考えかけて首を振る。だめだ、うちの社長にそんな緻ち密みつ極まりないアプローチが取れるはずない。あのタコ坊主のことだ。

『フィラデルフィアエクスペリメント？　なんだその超常現象っぽい名前は』

　とか。

『まどろっこしいからその案件、言い値で受注させていただきます！　がっはっは』

　とか言い出すに違いない。

　うーん。

　椅い子すにもたれかかり腕組みする。

　攻めの策が使えない以上、とりあえずは相手の出方に備えるしかない。ヒアリングという名の査問会をいかに切り抜けるか、防御面から対策を練ねった方がよさそうだった。

　防御……防御ねぇ。

　不ふ慣なれな領分だった。今まで攻め一辺倒だったから、自分が追われる側になると途と端たん方策が思いつかなくなる。サスペンド、思考停止状態。

「難むずかしい顔してるねぇ、工こう兵へい君」

　振り向くとカモメが席の後ろに立っていた。青エプロンの前に郵便物をいくつか抱えている。寒空の下から帰ってきたところなのか、やや頰ほおが上気している。黒髪と白い肌にわずかな朱が映えて……おお、女神よ。

「カモメさん結婚してください！」

「外すごい寒いよー。マフラーしてけばよかった」

　……すごいかわし方された。

　なんてつれない。

　こないだ、ＮＢＬの常じよう駐ちゆう前二人ふたりっきりになった時は『好きにして（はーと）！』とまで言ったくせに！

「はーとはつけてないなぁ。もうちょっと上品に言ったつもりだけど」

「心を読まれた!?」

「言ってなかったっけ？　あたし昔、心理カウンセラーの仕事してたから」

「本当なんでもやってますね！　てか心理カウンセラーって別に人の心読んだりできないでしょう!?」

　お約束のツッコミをしてから嘆息する。

「はぁ……なんかカモメさんって恋愛してる光景が想像しづらいですよね。誰だれが言い寄ってきてもひらりひらりとかわしてそうで」

「んー、それは心外だなぁ。あたしだってくらっと来る時あるよ？　状況によっては」

　ほう。

「是非詳細をうかがいたいですね」

「うん、あれは二○××年のアフガン、戦場カメラマンだったあたしをＩＳＡＦの兵士が爆ばく発はつから守ってくれてね。血まみれのまま『無事切り抜けたら俺おれの国に一いつ緒しよに来ないか』って言われた時はぐっときた」

「スケールがでかすぎる！」

　とても真ま似ねできない！　ハリウッド級のドラマが必要になりそうだった。

「まぁそれはそれとして」

　カモメが小首を傾かしげた。

「なんか大変そうだけどトラブル？　クレーム対応？」

「いえ……」

　どう説明したらよいか、迷った末結局全部話していく。アルマダの存在、業なり平ひらに対するアプローチ、そして今スルガシステムの売り上げが脅かされていること。

「……というわけでなんとかこの逆境を切り抜けられないか考えてるんですけど、どうにも思いつかなくて」

「藤ふじ崎さきさんに相そう談だんしてみた？」

「しようとしたんですけど、なんか別件でトラブってるらしくて」

「なんというか……肝心な時にいないよね、あの人」

　──間が悪いっていうかなんというか。

　上唇を突き出しカモメは腕組みした。

「じゃあ立りつ華かちゃんに話してみるとか」

「うーん……ルーティングやポート収容の話になりそうで」

「梢こずえちゃん」

「なんか帰省中らしいんです」

「社長は？」

「案件破は壊かいするつもりですか？」

　カモメと二人ふたりで「うーん」と唸うなる。

　だめか……いや、オールマイティカモメさんならこういう時、すぱっと回答を見つけてくれそうな気もしたのだが。

「あたし一応アシスタントだから、本業の内容はプロパーさんにお任せー」

「だから心の声をさりげなく読むのは勘弁してください、真ま面じ目めに怖いんで」

　……とはいえ仰おつしやる通り、相そう談だんする相手を間違っている。事務系以外の仕事をアシスタントに振るのはお門違いというものだろう。

　溜ため息いきを一つ、どうすればいいか考え込んでるとカモメに言われた。

「んー、とりあえず気分転換してそれから考えてみたら？　一度頭空っぽにしたらいいアイディアが浮かんでくるかもしれないし」

「気分転換……ですか」

「カラオケとか」

「あー、なるほどカモメさん付き合ってくれます？」

「………」

「無理なら無理って言ってください。いや、ヒトカラは素に戻った時の虚無感が半端ないんでなしで。ゲーセン……も負けるとストレスたまるし、飲みに行く金もないし」

「そうねぇ」

　カモメは小首を傾かしげると少し間をおいた後、言った。

「じゃあさ、ジムにでも行ってみたら？」

「ジム？」

「スポーツジム」




　健保の契約スポーツ施設。

　そういうものがあることを初めて知った。スルガシステムをはじめ中小のＩＴ企業は業界の健康保険組合に加入している。医い療りよう保険、健康診断、人間ドック……などなど、そうした各種福利厚生サービスの一いつ環かんでスポーツジムも提供しているということだった。

『だいたい八百円から千円くらいで一日使えるよ。マシンジムやプールがあって、スタジオプログラムなんかも結構楽しいよ』

　なるほどと得とく心しんし近場の施設を検索、水すい道どう橋ばしのスポーツクラブを見つけた。業務終了後行くのは厳きびしいので翌日土ど曜よう日び……つまり今日きようの朝一で施設を訪れた。

　手荷物は内うち履ばきスニーカーとスポーツウェア上下、タオル。昨日きのうカモメに薦すすめられ神じん保ぼう町ちようのヴィクトリアで買ったものだ。人生初スポーツジム。緊きん張ちようする。東とう京きようドームや観かん覧らん車しやを横目に受付へ。赤シャツの女性に新規利用であることを告げた。

「月げつ額がく利用ですか、都度利用ですか」

「都度利用で」

　さすがに月何度も来ることはないと思う。ストレス解消目的なのだから、訪問回数が増えるのはなるべく避けたい。

　受付の女性は手て慣なれた様よう子すでカードを発行すると壁かべ際ぎわの券けん売ばい機きを指し示した。都度利用の際はあそこでチケットを買うらしい。

「各トレーニング器具の使い方は脇わきのプレートに書いてありますので。分かりづらい場合はスタッフにお訊たずねください」

　ふむふむ。

　ロッカーキーを受領、更衣室でスポーツウェアに着替える。スニーカー片手にマシンジムエリアへ出るとアメリカ映画にでも出てきそうな光景が広がっていた。バンダナ巻きの男性がダンベルを持ち上げている。マット上では女性陣がストレッチ中、読書しながらサイクリングマシンを楽しんでいるインテリ風眼鏡めがね。

（……おおお）

　セレブだ、セレブエリアだ。

　好奇心に突き動かされるままマシンの間を歩いていく。どれがいいかな、ラットプルダウン、アームカール、レッグプレス。

　………。

　やっぱりまずはこれか。

　寸詰まりのベルトコンベアーみたいな機械が壁際に並んでいる。パネルに書かれた名称はランニングマシーン。ジムにある機械と言われて一番最初に思いつく物だ。

　使い方は……と、運動時間を入力してスタート、あとは速度調ちよう整せいか。

　運動開始。

　時速四キロ、六キロ、八キロ……十キロはきつすぎたので少し下げる。うひゃ、これ結構怖い！　止まると落ちそうになる。かといって走りすぎると前にぶつかるし、ぐぐぐ、当たり前だけど一定ペース保たないといけないのか。

　はっ、はっ、はっ。

　十分経過、身体からだが温まってくる。肌が汗ばみ心音が高鳴る。最初は苦しかったがすぐに呼吸が整ととのってきた。運動量と身体のギアが嚙かみ合ってきたのか、代わりになんとも形容しがたい高揚感がこみ上げてくる。

　毛細血管が拡張し血流が速さを増す。前面パネルの走行キロ数がコンマ一刻みで上がっていった。コンマ七キロ、八キロ、九キロ、カウントアップ！　うっひょー、気っ持ちいい！

　試しにスピードをもう一段階上げてみる。ぐっ、いいね、いいね。来ましたよ。ハイスピード桜さくら坂ざか！　傾斜もちょっとアップ、上り坂モード。心しん臓ぞう破やぶりの坂キター！

　ふぅ、はぁ、ふぅっ！

　ああ、ああ、頭が真っ白になっていく。カモメさんの言う通り気分転換には最適だ。業なり平ひらのこともアルマダのことも忘れて心をリフレッシュできる。

　そう、チェスター・ローズや次じ郎ろう丸まるのことも──

「あれ？　桜坂さんじゃないですか！」

　唐突に、呼びかけられた。

　隣となりのランニングマシンで細いシルエットが躍おどっている。せっせと足を動かしながら息を弾ませ、こちらを見ていた。ピン留めされた前下がりのショートボブ、生命力あふれる大きな瞳ひとみ、細く長い四肢は見間違えようもない、目下スルガシステムの前に立ちはだかる最大の敵──

「じ、次郎丸さん!?」

「はいっ！」

　タンクトップ姿の女の子は元気よく答えた。

「奇遇ですね！　ここ場所の割りにすいてるから私もたまに使うんですよ！　桜坂さんはよく来るんですか!?」

「い、いや……あの初めてで」

「初めて!?　すごい、偶然ですね！　本当同じ新卒仲間の縁えんってやつですかね！」

「は、はは、かも……ですね」

　衝しよう撃げきで頭がよく回っていない。気のせいか次郎丸のテンションもいつもの三割増しだった。まさしくランナーズハイというやつか。しかしあらためて考えるとこの子結構暑苦しいよな、ノリが。

「あ？　結構ペース速いですね。十二キロですか、むむむ、負けられないですね。じゃあ私もスピードアップ！」

　言ってるそばから!?

　甲かん高だかい唸うなり声ごえを上げ隣となりのランニングマシンが動きを速める。

　だがこちらも負けていられない。技術で負け、営業で負け、おまけに休日のレクリエーションでまで敗れていたら男性としてのプライドはズタボロだ。気分転換どころか再起不能になりかねない。どうしたって後れを取るわけにいかなかった。

　無言で増速設定、走行ペースが次じ郎ろう丸まるを凌りよう駕がする。だがすぐに追随される。更にスピードアップ、次郎丸ペースアップ、桜さくら坂ざかスピードアップ、次郎丸ペースアップ！

　………。

　どのくらい走っただろう、不意に機き械かいが停止した。

　いや停止ではない、減速か。画面にクールダウンの文字が表示されている。『運動後クールダウンを行うことで体内の乳酸・疲労物質を除去できます』と……ああ、設定された運動時間が終わったのか。つんのめりそうになりながらバーを把は持じ、ランニングのペースを落とす。折しも隣のブースで次郎丸がクールダウンに入るところだった。

　一息ついた瞬しゆん間かん、思い出したように汗が噴ふき出してきた。心音の間隔がおかしい。喉のどの奥から胸にかけて鈍にぶい痛みが感じられた。

　はぁ、はぁ、はぁ。

　聞こえてくる息づかいは自分のものか、次郎丸のものか、こちらが勝ったのか負けたのかさえ判然としない。最後に設定していたスピードは時速何キロだったか、十キロ台後半？　いやひょっとして二十キロいっていたかも。

「や、やりますね……桜坂さん」

　次郎丸が引きつり笑いを浮かべていた。

「私と同じペースで走ってくれる人あんまりいないんですけど。……何かスポーツでもやられてたんですか？」

「いや、普通にスノボとかフットサルとか趣しゆ味みでやってた程度ですけど」

「そうですか、私もちょっと高校陸上部でインターハイ出てた程度なんですけど」

　ちょっとじゃねぇ！　全然ちょっとじゃねぇよ！　何をどうすると趣味のフットサルとインターハイを同列に語れるの!?

　天てん井じようを仰いでから気づく。

　……分かった。この子の謙けん遜そんは人と大分レベルが違うのだ。もともと自分に課かしているハードルが高すぎる、あるいは自己評価が低すぎるのか。ひよっこ・お荷物なんて発言を鵜う吞のみにしてると痛い目に遭う。

　虚脱する工こう兵へいに次郎丸は目を輝かがやかせ詰め寄ってきた。

「それで……次はどうしましょう？　中途半端は気持ち悪いですし、ちゃんと何かで白黒つけたいですよね。エアロバイク、クライミングマシーン？　なんならリアルランニングでもいいですよ!?」

　おまけに負けず嫌いだし！

　荒い息で迫る彼女を必死になって押しとどめる。

「と、とにかく……ちょっと休みませんか？　次じ郎ろう丸まるさんも。やりすぎは身体からだに毒と言いますし」

「毒……ですか？」

「ええ」

「でも私、いつもならこのあと水泳一キロやるんですけど」

　マジ恐ろしいなこの子！　鉄人!?

「いや、あのほら、どうせ戦うならお互いベストコンディションの方がいいじゃないですか。疲ひ労ろう困こん憊ぱいの時よりも。その方が互いの実力をきちんと比較できますし」

　懸けん命めいな説得が奏効したのか、次郎丸は渋々と言った様よう子すで引き下がった。

「そう……桜さくら坂ざかさんが仰おつしやるなら」と肩の力を抜く。

「じゃちょっと向こうの椅い子すで休きゆう憩けいする感じで。僕、水飲んできますね」

　急ぎ雑ぞう巾きんで機き械かいについた汗を拭ぬぐう。予約ボードから名前を消し水飲み場に。水分補給し戻ってくると次郎丸がセンターの長椅子で待っていた。片手にスポーツドリンクのボトルを握っている。

「どうぞ」

「あ、お邪じや魔まします」

　またぞろ込み上げてくる苦手意い識しきを押えつけ横に腰かける。

　汗混じりの熱ねつ気きが空気越しに伝わってきた。だが不ふ思し議ぎに不快ではない。柑かん橘きつ類るい的な匂においも混ざっているし本当女の子の身体からだというのは不思議だ。男だとこうはならない。

　額ひたいの汗を拭ぬぐいながら視し線せんを次郎丸に向ける。剝むき出だしの二の腕が美しい。室むろ見みのように病的な白さでもなく健康的な肌はだ色いろだ。肩は細くそれでいて弱々しい感じは微み塵じんもしない。スポーツウェアを着ているためか身体のラインがはっきり分かる。ううむこれはなかなか眼福だ……って!?

「ど、どうしました桜坂さん、そんな仰天した顔して」

「い、いやちょっとびっくりして……すごいですね、それ」

「それ？」

「それ、その……ええっと」

「？」

「なんと言いますか、えー」

　セクハラ……にはならないよな多た分ぶん。

「くびれ」

「はいぃぃっ!?」

　両手で脇わき腹ばらを隠された。血相を変え縮ちぢこまられる。

「な、なんですかいきなり。え、ちょっと見ないでください、こんなブヨブヨ」

「ぶよぶよって……」

　世の女性大半敵に回すぞ。

　次じ郎ろう丸まるのウェストはまさに芸術品だった。無む駄だな肉は欠片かけらもなく腰回りは片手に収まりそうなくらい。あたかも見えない紐ひもで締しめつけられたようにきゅっと引き締まっている。中にちゃんと内ない臓ぞうが入ってるのか心配になるほどの細さだった。

「すごい、モデルみたいだと思いましたよ。もっと見せて下さい、もったいない」

「いや、いやですよ。恥ずかしい」

「じゃあ別のところ見ちゃいますよ」

「別のところ!?」

「へぇ……次郎丸さんのここはこうなってるんですね、で、こんな風にカーブして、下の方とかも」

「ぎゃああああ！」

　両手を上げて万歳状態、真まっ赤かになり首を振られる。ウェストでいいです！　こっちを見たいだけ見て下さい！　と言わんばかりだった。

　……いや、普通に鼻の描写してただけなんだけどな。

　何と間違えたのかしら？

「まぁ……悪ふざけはこのへんにして、……本当すごいと思いますよ。ジムで鍛きたえてるんですか？」

「ええ、まぁ」

　次郎丸は鼻の頭を搔かいた。

「トーンローテーション（腹筋）を三十回六セット、シットアップベンチ（腹筋）三十回を三セット、イージーツイスター（腹筋）も一コースやって……あ、帰ってからａｎ・ａｎの女め豹ひようエクササイズやってます！」

「どんだけ腹筋好きだよ！　マニア!?」

「大変なんですよ、あんまりやりすぎるとお腹なか割れちゃうんで、できるだけ体幹？　インナーマッスルを鍛える方向で、腹直筋と腹斜筋をバランスよく。あ、今度ベリーダンスも試してみようと思ってるんですが」

「………」

　こちらのどん引きが伝わったのだろう、次郎丸ははっと我に返った様よう子すを見せた。

「す、すみません！　つい夢中になっちゃって」

　夢中……って。

「本当にそんな腹筋好きなんですか」

「というよりですね」

　次じ郎ろう丸まるは苦笑いした。肩をすくめ舌を出す。

「私凝こり性しようなんです。一度はまっちゃうと背景や理屈・理り論ろんまで調しらべないと気がすまなくて。で、一つ一つ覚えた知ち識しきを試して結果が出るとまたやる気になっちゃって。楽しいじゃないですか？　自分の努力が形になっていくの見ると」

「………」

「仕事も同じですね。てっとり早く目先の業務をこなすならマニュアルだけ受け取って指示通り動けばいいのかもしれない。でも自分のスキルアップを考えると楽な道に流れちゃいけない気がして」

　聞きながら例の感覚が身体からだを満たしていく。いつもと同じ、彼女を前にした妙なむずがゆさ、居い心地ごこちの悪さ。

　もやもやの正体に気づけないまま工こう兵へいは鸚鵡おうむ返がえしに訊たずねた。

「楽な道ってだめですかね」

　探るような言葉。

「仕事も給料も効率が全すべてだと思いません？　楽して稼かせぐのが一番、稼か働どうをかけずに儲もうけられるならそれに越したことはない。余分な手間や頑張りはただの自己満足でしかないって」

「確たしかに、そうかもしれませんね」

　次郎丸はわずかにうなだれた。

「でも私は効率より何より自分の視野を広げていきたいんです。そのためには給料も時間も二の次です。とことん納得できるまで取り組み、掘り下げ、あらゆるものを吸収していきたい。だからどんな無む茶ちや振ぶりも気になりません、新規技術・障害・クレームどんと来いです」

　………！

「入社以来何度も体たい験けんしてきました。上の乱らん暴ぼうな指示をこなす度たび、トラブルを乗り越える度、自分の視点が上がっていく。世界が広がっていく。もっと、もっと見せてほしい。連れていってほしい。まだ見ぬ領域に、自分の知らない地平に……って」

　ああ……。

「私は見てみたいんです。今のハードワークを乗り越えた先に何があるのか。自分がどんな人間になれるのか」

　分かった。

　ようやく分かった。

　むずがゆさの中身、なんとも言えない居心地悪さの正体。




　この子は──似てるのだ。




　他ほかでもない自分、桜さくら坂ざか工こう兵へいと。

　かつて自分は梢こずえに言った。リドルトリル事件の渦中、なぜ室むろ見みのような横おう暴ぼう上司についていくのだと問われ。

『僕は見てみたいんです。あの人の無む茶ちやを乗り越えた先に何があるのか。自分がどんな人間になれるのか』──と。

　今次じ郎ろう丸まるは同じ台詞せりふを告げてきた。細かい単語の違いをのぞけばほとんどそのままの内容で。

　新卒という立場、エンジニアとしてのポジション、そして何より一種マゾヒスティックなまでの好奇心、経験への飢き餓が感かん。

　鏡かがみだ。

　喘あえぐような声でつぶやく。

　自分は鏡を見ている。

　性別を逆にした魂の双子。

　だがこの鏡きよう像ぞうは自分より遥はるかに優ゆう秀しゆうだった。圧倒的な知ち識しきとアイディア、バイタリティでことごとくこちらを打ち負かしていく。それがなんとも不愉快で腹立たしく知らず知らずのうちふて腐れていた。あんな化け物じみた才能の持ち主に勝てるわけない、反則だと思い始めていた。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　自分と同じタイプの人間なら才能になど頼るはずがない。自らのキャパシティなど気にせずがむしゃらに新境地を開拓していくはずだ。分からないことがあれば学び、足りないものがあれば調ちよう達たつしてくる。いずれも才能の入り込む余地はない。であればなぜ自分は案件で負け続けたのか？　アルマダの政治力？　もちろんそれもあるだろう。だが本質のところは違う。

　──単純に、飢き餓が感かんが足りていなかった。

　仕事を取りたいという強い思い、経けい験けんに対する執念。

　同じ方向に伸びた線せんなら単純に長い方が強い、それだけのことだ。敵は足り己おのれは足りていなかった。であれば対応はただ一つ。

　小さく息を吸い込んだ。眦まなじりに力を込め訊たずねる。

「次郎丸さん、業なり平ひら産さん業ぎようのコンサルチームに入っていますか？」

　突然の質問に次郎丸は目を丸くした。しばらくきょとんとした後、口元に微かすかな笑えみを浮かべる。

「ええ」

　彼女は何気ない口く調ちようで答えた。

「業平産業コンサルティングタスクフォース、オンサイトチームリーダー次郎丸縁ゆかり。あなたは既存ベンダーであるスルガシステムのアカウントエンジニア、桜さくら坂ざか工こう兵へいさん。ですよね？」

　しらばっくれるつもりもないらしい。無邪気なままの表情が逆に恐ろしかった。

　工兵は静かにうなずき返した。

「正直ここまで案件でぶつかると何か作為を感じるんですんけど……次じ郎ろう丸まるさん、自分で希望してスルガシステム潰つぶしの案件を請うけ負ってるんですか？」

「んー、そういうわけじゃないんですよ」

　困惑気味に肩をすくめられた。

「うちのメンバって担当案件規模ごとにランクが決まってて、私は最下層。それがたまたま御おん社しやのメイン業務領域に被かぶってるんです。上の人間はもっとビジネスプロセスとか、そういうのをやってる感じ？　で、最下層ランクってそんなに数がいないんで」

　必然的にエンカウント率が上がるというわけか。

「つまり……僕らにとって次郎丸さんは天敵ってわけですか」

「ライバルです」

　にこやかに言い換えられた。

「同じ新卒で担当案件規模も一いつ緒しよ、技術領域も似ている。どう考えても好敵手じゃないですか。私はもっともっと桜さくら坂ざかさんと戦いたいです。そしてお互いを高め合っていきたいです。桜坂さんは違うんですか？」

「違いますね」

　静かに相手の誤りを正す。声を低くし淡々と宣告した。

「ビジネスに高め合いも磨き合いもありません。あるのはただ売り上げを勝ち取ったか失ったかの差だけ。案件を落としたけど切せつ磋さ琢たく磨まできたからＯＫとか、そんなのは詭き弁べんです。負け犬の遠とお吠ぼえと言ってもいい」

「………」

「だから僕は宣言します。今回の案件でうちはアルマダを完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶす。面目も評判も失わせて表おもて舞ぶ台たいに立てないようにしてみせる。そうなればしばらくコンペでぶつかることもないでしょう。次郎丸さんと戦う必要も消滅するはずです」

　ライバルなんておためごかしは二度と言わせない。

　強い視し線せんで見据えると次郎丸は少し困ったような表情をした。

「嫌われちゃいましたね」

　やや寂しげに言われる。だが自分達の状況は理解しているのだろう、小さくうなずいた。

「分かりました。私達は敵同士、オール・オア・ナッシングで一つの席を奪い合う仲。そういうことですね」

「ええ」

　性別だけが異なる双子のような存在。同じ会社なら多た分ぶん、無類のベストパートナーになれただろう。だが今の自分達はまったき敵対勢力だ。馴なれ合あいなど望むべくもなかった。

　次じ郎ろう丸まるはしばらく見つめ合ってから唇を結んだ。表情から稚ち気きが消える。大きな瞳ひとみに強い光が宿った。

「了解です桜さくら坂ざかさん。我々アルマダ・イニシアティブは総力を挙げてあなた方を打ち倒します。一切の契約を御おん社しやに残す気はありません。業なり平ひら産さん業ぎようは我々の草刈り場となり全すべての機き器き・サービスは乗り換えられる。あなた方にそれを止める術すべはない」

「上等です」

　やれるものならやってみろ。

　立ち上がって一礼、背を向ける。もはや気分転換をしている余裕はなかった。敵方より一秒二秒でも長く対策の時間を取らねばならない。自分に足りていなかったのは戦意と気迫、あとは執念か。残り全ての猶ゆう予よを活用し相手の努力を上回ってみせる。そう、石にかじりついてでも。

　しばらく歩いた後、すっと席を立つ気け配はいがした。

「次は現場で」

　背後で次郎丸の声が響ひびいた。
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「朝早くすみません、桜さくら坂ざかですけど。室むろ見みさん、今大丈夫ですか？」

『……大丈夫って今何時よ。八時？　ん……今日きよう日にち曜よう日びでしょ。寝てたんだけど』

「すみません、どうしても話し合いたい用事があって」

『今じゃなきゃだめなの？　何か障害？』

「いえ障害じゃないです。業なり平ひら産さん業ぎようの案件対応について相そう談だんしたくって」

『そんなの明日あしたでもいいじゃない。私、昨日きのう深夜作業だったんだけど』

「分かってます。本当申し訳ないとは思っています。でも正直時間の余裕がなくて、一人ひとりじゃどうしようもないんです。お願ねがいです、協力してもらえませんか」

『………』

「糸口さえつかめたら、あとは自分でなんとかしますから」

『……分かったわよ。で、どうすればいいの？　このまま電話で話す？』

「いえ、色々資料見ながら打ち合わせたいので、できれば顔を合わせて」

『じゃあ準備して会社行くわ。ちょっと本当起き抜けのすごい状態だから少し時間かかるかもだけど』

「あ、大丈夫です。会社行ってもらう必要はありませんから」

『？』

「僕今室見さんの家の前にいますんで」

『………!?』




「……あんたねぇ、一歩間違うとストーカーよ、本当」

　靖やす国くに通どおり沿いのスターバックス、南向きの三階席に工こう兵へいと室見は腰かけている。お互い向かい合う位置関係で、机の上にはＰＣ・資料・筆記具が置かれていた。

　室見は不ふ機き嫌げん極まりない顔をしている。服装はパーカーにデニムスカートという比較的ラフなものだ。慌てて呼び出したせいだろう、髪もところどころほつれて毛先が跳ねている。目ま蓋ぶたがやや腫はれぼったく見えるのは寝不足故か。彼女は唸うなりながらカフェラテに口をつけた。

「一人暮らしの女の家に事前連絡なしで押しかけるなんて。通報されたら捕まってもおかしくないわよ。だいたい何？　会社に行く必要はありませんって、ひょっとしてあのままうちに上がり込むつもりだったの？」

「まぁ……それもありかなぁと」

「ないわよ！　馬ば鹿かじゃないの!?　常じよう識しき的てきに考えてありえないでしょ！」

　常識を説く室見さん……レアだ。

　とはいえこちらに非があることは間違いない。素直に頭を下げる。

「すみません、ちょっと一人で考えても効率悪そうだったんで、藁わらにもすがる思いで室見さんを頼っちゃいました。電話で話した通り時間の余裕がなかったんで」

　室むろ見みは「ふん」と鼻を鳴らし資料を持ち上げた。

「それで？　あんたはどうしたいの。対アルマダの策を練ねる上で」

「模も擬ぎ戦せんをやりたいと思っています」

「模擬戦？」

　室見の首が傾かしぐ。「ええ」と答え説明を始めた。

「アルマダは僕らのシステム・提案を詳細に分析して攻こう撃げき策さくを練ってくるはずです。手元に運用資料や見み積つもりはあるでしょうから、それらを精読して、パフォーマンス・運用スペック・費用、あらゆる方面から攻撃をかけてくると思います」

「でしょうね」

　何を今更と言わんばかりの口く調ちよう。だが構わず言葉を続ける。

「あらゆる方面から攻撃をかけられるということは事実上戦いの主しゆ導どう権けんが向こうにあるということです。彼らは脆もろそうな場所を見つければピンポイントで戦力を投入できる。攻撃方針の策定に大した時間はかからない。でも僕らは違います」

「………」

「僕らは受け身ですから、相手がどこから来るか分からない以上全周囲で防御策を打ち出さなきゃいけない。今まで出してきた全すべての運用資料・提案書・見積もり、その全文について説明を準備しないとならない。でもそんなことは事実上不可能です。時間が無限にあれば別でしょうけど。今の状況では残された猶ゆう予よをどれだけ効率的に使えるかが勝負の鍵かぎになる。そういう点で僕らは圧倒的不利な立場にあります、次じ郎ろう丸まるさん──アルマダに対して」

「それは、でもあんた」

　室見が耐えかねたように遮さえぎってきた。

「どうしようもないことでしょ？　私達が守りの立場ってのは何をしたって変わらない。今回の案件でうちはあくまで既存ベンダーなんだから」

　挑戦者じゃない。

　室見のつぶやきは事態の本質を突いていた。

　だが。

「確たしかに室見さんの仰おつしやる通り、僕らが防御側であることは動かしがたい事実です。ただこれはあくまで実際の現場──フィジビリティスタディでの話。事前検討でまで同じ立場を守る必要はありません」

「というと？」

「今この時だけ僕達はアルマダ・イニシアティブの人間になりきるんです。そして既存の資料を攻撃しまくる。視点を変えれば相手のアプローチも見えてくる、どこから攻めてくるか想定できるとは思いませんか」

　室見は沈ちん黙もくした。しばらく口をつぐんだ後、疑わしげにつぶやく。

「それが……あんたの言う模も擬ぎ戦せん？」

「ええ」

「そんな小手先のことで本当に今の事態を打開できると思ってるの？」

　静かに首を振ってみせる。

「分かりません。でも僕らのスタンスはこれまで基本的に挑戦者のものでした。だったら無理に防ぼう衛えい策さくを練ねるよりも手て慣なれた攻こう撃げき側がわの視点で考えた方がいい。そう思ったんです」

「………」

「協力してもらえませんか」

　強い口く調ちようで言うと室むろ見みは嘆息した。髪をくしゃくしゃと搔かき混ぜる。

「どうせこっちが『うん』と言うまで粘ねばり続けるんでしょ。分かったわよ、時間の無む駄だだからさっさと始めましょう。これ読んでけばいいわけ？」

　言いながら机上の運用資料を取り上げる。工こう兵へいはこくりとうなずいてみせた。

「そうですね、管理ドキュメントを見ながらどこが攻めどころか考えていければと思います。いいですか、あくまで僕らは攻撃者──アルマダ社員の視点であることを忘れずに」

「はいはい」

　室見は唸うなりつつドキュメントを広げた。右上から順に記述を追っていく。

　だが、ややあって彼女の相そう好ごうがとろけた。

「……ああ、ああ、なんて美しいネットワーク図かしら。たすき掛けの線せんが綺き麗れいにシンメトリーを描いてＶＬＡＮと物理接続が鋼はがねのより糸みたい。障害ポイントは極小化されて戻りのホップ数まで緻ち密みつに計算されている。まさしくプロの仕事だわ」

「自じ画が自じ賛さんし始めた！」

　衝しよう撃げきの展開だった。

　攻めどころを見つけられないばかりか、まさか自分の仕事を褒ほめ始めるとは。

　愕がく然ぜんとした視線に気づいたのだろう、室見がはっと顔を強こわばらせる。

「あ、そうか、これ私の描いたドキュメントだわ。道理でしっくりくると思った」

「………」

「うん……うん、じゃあ別の見るわ、こっちとか」

　取り上げた資料はアドレス管理表だった。だが眉み間けんに刻まれた皺しわはわずかな時間で緩ゆるんでいく。口元がひくひくと喜悦に震ふるえ始めていた。

　だめだ、だめだこれは。

　溜ため息いきを一つ、室見の手から資料を取り上げる。

「何よ、まだ途中なんだけど」

「アプローチを変えましょう」

　資料をめくる。機き器き・回線一いち覧らんを飛ばし運用定義のセクションを示した。

「想像してみてください。梢こずえさんがある日突然うちを辞めアルマダに転てん職しよくしたとします。この資料は梢さんがアルマダのメンバーとして出してきたものです。他ほかでもない、室むろ見みさんを打ち負かすために」

「寝ね癖ぐせ頭あたまが……」

　室見は絶句し資料を見下ろした。

「いいんですか梢さんに負けて？　彼女言いますよ。『あははは、やっぱり室見さんて技術馬ば鹿かですよねー。私が協力しないと提案書一つまともに書けないんだから。あはははー、バーカ、カーバ、幼女』って」

「なんですってー！」

　プラスチックのカップが握にぎり潰つぶされた。飛び散ったカフェラテが机を汚す。室見の双そう眸ぼうが急角度で吊つり上がっていた。

「誰だれがバカでカバで幼児体型よ！　あの腐れビッチ……言うに事欠いて人を人間洗せん濯たく板いたとか、許せない」

「いや、僕そこまでは言って」

「貸しなさい！」

　手元の資料を奪い取られる。彼女は目を皿のようにしてプリントを眺め始めた。先程までとは明らかに気迫が違う。完全に人殺しの目つきだった。

　私し怨えんのあまり誤字脱字チェックでも始めるんじゃないか、はらはらしながら見ていると室見の表情が消えた。

「一個確かく認にん、桜さくら坂ざか」

「なんでしょう」

「私はこの案件の背景を知っている。一見ベンダー本意なスペックも内部でギリギリの稼か働どう・コスト調ちよう整せいした末に成り立っていると理解している。でもそういう事情は一切無視していいのよね？」

「はい」

　迷わずにうなずく。

　というかそうでないと意味がない。社内的なコスト・体制など敵にとってはまったく関係ないことだ。むしろこちらで当然と思っているところからこそ突き崩される危険性がある。手心は無用だった。

　室見は資料を机に広げ「これ」と指さした。

「障害発生時の対応。ユーザーから連絡を受けたあとＯＳ部にて切り分け実施、ハードウェア障害ならベンダーエスカレーションし四時間以内目め処どで機き器き交換──とあるわよね」

「はい」

「で、こっち。監かん視しシステムは二十四時間三百六十五日、ＩＣＭＰ／ＳＮＭＰトラップによる死活監かん視しを行い問題発生時はメールにて連絡すると書いてある」

「ええ」

　特におかしな文言とは思えない。一体何を気にしているのかと思ったが。

「分からない？　トラブルを検知できるならそのあとの対応も自動でやっちゃえばいいでしょ。なんでわざわざユーザーの連絡を待つのかって話よ」

「あ」

　慌てて資料を再さい確かく認にんする。確たしかに室むろ見みの言う通り、二つの説明は微妙にちぐはぐだった。

「ほ、本当だ。なんで？　どうしてこんなスペックになってるんでしたっけ」

「対応件数を少なく見み積つもるためよ」

　室見はこともなげに言った。

「アラート発生の原因は停電・輻ふく輳そうとか色々あるからね。必ずしも障害が起きているとは限らない。だから一いつ旦たんユーザー側の確認・切り分けを挟み、そこで解決できなかったものだけを連絡してもらう。簡かん単たんなふるい分けスクリーニングをかけてるわけよ」

　なぜそんなことを……と考えて不意に思い至る。ああ、ああそうか。

「コストを落とすために？」

「そう」室見はうなずいた。

「ＲＦＰ要件を守りながら顧こ客きやく費用感に収めるための苦肉の策ね。ただこのスペックだと逆に本当に障害が起きていても申告のない限り対応されない。システムダウンしたままの状態が延々と続くわけよ。それを避けるためにはユーザ側で常にアラートを受け取れるようにしておくしかない。それこそ営業時間外だろうが休日・深夜だろうがね」

「………」

　不便極まりない。よくこんな対応を吞のんでくれたものだ。まぁ大したトラブルが起きていないから大目に見られていたのかもしれないが。

「他ほかにも待たい機き系けい障害の対応は翌営業日とかエッジスイッチのポート監視は実施しないとか、業者都合のスペックはいっぱいあるわよね。あとこれ、ベストエフォート回かい線せんの障害は対応範はん囲い外がいにするなんかも」

「……構築絡みの話はどうでしょう」

　先程と違い室見の視点は冷れい徹てつなものとなっている。自らの仕事に対しても客きやつ観かん的てきになれるのではと思ったが。

「そうね」

　室見の細い首が傾く。

「運用と違ってスペック面でのツッコミはすくないと思う。機器とか回線ってコストと性能が明確にリンクしているから、利益率で無む茶ちやしない限りそうそう難なん癖くせはつけられないはずよ。既存ベンダ──レギオネットのおかげでサイジングもきっちりやれてるし。……ただ」

「ただ？」

　室むろ見みはネットワーク図をつついた。

「私の冗長設計って基本アクティブ・スタンバイなのよね。本番系と同じ構成をもう一セット作って障害時に切り替える。信頼性は高いけどかわりに待たい機き系けいの設備がデッドウェイトになるから。もったいないのでアクティブ・アクティブにしろって指摘はあるかも」

「？　アクティブ・アクティブって二台を分散しながら使うってことですよね。そんなことできるんですか？」

「まぁやれないこともないわよ。イコールコストマルチパスやＭＨＳＲＰって技術を使えばね、ただアクト・アクトって色々厄やつ介かいなのよ。通信品質は低い方に引きずられるし、あるトラフィックがどこを通っているのかも特定しづらい。あと面めん倒どうなのはキャパシティプラニングよね」

「キャパ……なんですか？」

「キャパシティプラニング、要はとあるポイントでどのくらいのトラフィックを収容可能か設計することよ。アクティブ・スタンバイなら話は簡かん単たんでしょ？　主系・従系ともに１００Ｍの回かい線せんを引いておけばどっちにトラフィックが寄っても１００Ｍまでは間違いなく捌さばける」

「それはそうでしょうね」

「でもアクティブ・アクティブならどう？　１００Ｍの回線二本バランスして使えるから通常時は２００Ｍまでトラフィックを捌ける。ただ一度でも障害が起こると」

　ああ。

　なるほど理解できた。

「一本の１００Ｍ回線で２００Ｍの通信は処理できませんね」

「そう、輻ふく輳そうする。それを縮しゆく退たい運転って言い切る業者もいるけど……私は好きじゃないのよね。障害時にいきなり必要な通信と不要な通信を区分けしたりできないでしょ？　遅延や再送で業務に影えい響きようが出たらそれはもうバックアップの用をなしてない。だから私はアクティブ・スタンバイ構成にこだわる」

　思想は理解できる。だがそれをユーザに納得してもらえるかどうかは別問題だ。アルマダの指摘に耐えられるよう理り論ろん武装が必要だった。

「分かりました。じゃあそこの部分突っ込まれた時に備えて回答を準備しておきましょう。必要なキーワードください。あとはこっちで作文するんで」

「待って、私でもまとめてみる」

　室見は鞄かばんからノートＰＣを取り出した。サスペンドを解除しカタカタと打だ鍵けんし始める。仕方なく別の質問項目をまとめることにした。さっき出てきた運用課か題だい、コスト制限のため意図せず業者本位に見えてしまう箇所。

　えーと……確たしか障害対応フロー図だったよな。

　書類をめくりながら考え込む。

　果たしてどう回答すればいいのだろう。単純に費用の縛しばりがあったと答えても「いやできますよね普通、その価格感で」とアルマダに言われかねない。あとは「できる」「できない」の水みず掛かけ論ろん。ユーザーの心証は最悪だ。

　何か数値的に示せるものがあれば。すがるような思いで資料を漁あさる。自分達の見み積つもりの妥当性、請せい求きゆう根拠を証明するもの。

　……お。

　指が止まる。

　運用体制図に混じって数枚の表があった。タイトルは『十一月対応履り歴れき』、業なり平ひら産さん業ぎようからのアラート・依頼項目を一いち覧らんにまとめたものだった。

　表の内容を追う。発生日時、対応者、対応内容、クローズ時間。……おおう、いいじゃないかこれ。サマライズしてまとめれば月間の稼か働どう時間を高精度で洗い出せる。費用根拠を示せる。とりあえず別紙に集計表を作り転記していけば……。

　しばらく作業して、だが不意に手が止まる。

　ん？

　視し線せんが表に吸いつけられる。なんだこの数字。慌てて別資料を確かく認にん、記載の意味をチェックする。内容が理解されるにつれ徐々に血の気が引いていった。

（これ……まずくないか）

「？　どうしたの桜さくら坂ざか」

　室むろ見みが怪け訝げんな面持ちで訊たずねてくる。工こう兵へいは首を振った。手元の対応履歴を差し出す。

「去年のスルガシステムの運用稼働です。実工数を計算してうちの見積もりが適正、正常だってことを示すつもりだったんですが」

「いいじゃない、何が問題なの」

「依頼内容ごとのサマリーを見てください。だいたい月あたり数件に収まってますが一つだけやたら多いものがあるでしょう」

「十一月……十二件？　十二月は十八件、何よこれ」

　室見の目がすぼまる。視線の先に「スイッチポート設定変更依頼」の文字があった。

「サーバ収容スイッチの設定変更ですよ。お客さんから『このサーバを指定のネットワークに繫つなげたい』って依頼があると物理ポートにＶＬＡＮ……でしたっけ、ネットワークＩＤみたいなものを割り当てて使えるようにする、その設定」

「そりゃ依頼の意味は分かってるけど……」

　こんなに多いのかと問いたげな表情。気持ちは分かる。自分も同じ思いだった。

「多た分ぶん僕らが予想してたよりシステム拡張のスピードが速いんですよ。いや……ポート閉へい塞そく依頼もあるから増えるだけじゃなく減らす方も。とにかく日常的にスイッチの設定変更が発生してる、だから依頼も多い」

「……確たしかに想定外の状況ね。でもそれが何か問題？　うちの稼か働どうが余分に発生してるってことでしょ。しかも同じ月げつ額がく費用で。喜ばれこそすれ怒られる筋合いはないと思うけど」

「普通に考えればそうなんでしょうけど」

　傍かたわらの運用要件定義書を取り上げる。ページを繰くる手ももどかしく冊子の中程を開いた。

「見て下さい。サーバ収容スイッチに関する運用上の扱いです。『本システムの責任分解点はエッジスイッチのポートまでとし各ポートの設定・接続状況は管理しない。ポートの構成情報はお客様にて保守されるものとし設定変更時の資料更新もお客様実施とする』」

「………」

　室むろ見みの眉まゆが寄る。きつい表情で要件定義書を取り上げ確かく認にん、荒い息を漏らした。

「つまりこの十二回だか十八回だか、お客さんは自分達で管理資料を更新しているわけね」

「ええ、しかも我々で構成管理をしないという建前上、顧こ客きやく申しん請せいはノーチェックで設定に回されています。結果申請内容の誤りや記載漏れで接続トラブルが頻ひん発ぱつ、……一回の申請につき平均三、四通の修正メールがやりとりされています」

　言われたことを言われた通りにやる。申請に間違いないかはあくまで客任せ、スルガシステムは一切関知しない。……ある意味シンプルな運用だ。コストを抑えるためという大義名分もあるし、事前に両者で握った話な以上文句を言われる筋合いはない。だが実際問題、客のストレスはかなりのものだろう。アルマダが突いてくるとすれば格好のポイントだった。

　ふっと苦い思い出が蘇よみがえる。

　江え古ご田た建けん設せつの敗因。拠点情報の管理方法。

　頻ひん繁ぱんな統廃合が予測されるためスルガシステムは客側での構成管理を依頼した。対してアルマダは専用ウェブによるリアルタイムの拠点管理システムを提案した。結果はどうなったか、今更言うまでもない。今回も同じ手段で敵が攻めてくるとすれば。

　ぞくりと怖おぞ気けが走る。

　何気なく夜道を歩いていたら行く手に大穴を見つけた気分。たまたま手持ちの懐かい中ちゆう電灯に照らし出されたからよかったものの気づかず進めば大おお怪け我がをするところだった。

　慌てて携帯を取り出しアドレス帳検索する。

「ちょっと、ちょっとどこに電話する気？」

　室見が不ふ審しんそうに訊たずねてくる。

「決まってます、梢こずえさんに相そう談だんするんですよ。なんとか今のコストでスイッチポート設定の運用を改善できないかって──」

「馬ば鹿か」

　携帯を奪われる。室見は固い表情を向けてきた。

「落ち着きなさい、原価を変えずに作業だけ増やすって、この案件を赤字プロジェクトにする気？　だいたい一箇所だけ無む茶ちやなディスカウントして他見み積つもりとの整せい合ごう性せいはどうするのよ。工数単価の説明が目め茶ちや苦く茶ちやになるわ」

「そうは言いますけど……」

　何も手を打たなければ敗北は必至だ。一個でも突破口を見つけた瞬しゆん間かんアルマダはここぞとばかりに勝負を固めにくるだろう。みすみす弱点と分かってるものを放置できなかった。

「あ、じゃあ僕がプリセールス対応でやるっていうのは？　ここのお客さん継続して案件くれそうですし、だったら提案活動の一いつ環かんで少し運用サポートを行うのも」

　すがるような思いで言うも室むろ見みに首を振られた。

「名目はどうあれうちの社員が動いたら一いつ緒しよでしょ。結局誰だれかが無む償しようで対応するわけだから。商売としては邪道、反則の類たぐいよ」

「なら」

　思考が停止する。続くプランが出てこない。どれだけ考えても頭は真っ白のままだった。

「……どうしようもないっていうんですか」

　返事はない。室見は石のように押おし黙だまっている。薄うすい唇がへの字に折り曲げられていた。

　ぎりっと奥歯を嚙かみしめる。

　畜生、いくら相手の攻めどころが分かっても対応策をとれないんじゃどうしようもない。スルガシステムという会社にいる以上アルマダに勝つことはできないのか。

「せめて僕らにも運用ツールを作れる体制があれば……」

　軋きしるようにつぶやくと室見が顔を上げた。

「何？　運用……なんだって？」

「運用ツールですよ。江え古ご田たでアルマダが提案したみたいに、スイッチポートの設定変更を自動受け付け・管理するシステムがあれば問題は一挙解決でしょう。運用の手間もかからないし工数への影えい響きようもない」

「………」

　室見が沈ちん黙もくする。彼女はしばし考え込んだ後、探るような目を向けてきた。

「どんなシステムがあったら問題が解決するか、もうちょっと話してみて」

「話して……って、妄想ですよただ単に僕の」

「いいから」

　嘆息を一回、浮かんだイメージを描かき出していく。まずはトップ画面、ログインＩＤとパスワードの入力欄らんがあって。

「……メニューページにスイッチの一覧があるんです。で、設定変更したいスイッチをクリックすると機き械かいの正面図が出てくる。ポートが横一列に並んでて」

　マス目のような絵を画面中央に描えがく。ポートの一つを○で囲んだ。

「で、ポートはクリックできて選択すると現在の設定が出てくる。速度とか所属ＶＬＡＮとか、あとディスクリプション……説明書きでしたっけ、そのへんの情報」

　次の画面を描画。

「表示された情報は全すべて変更可能です。プルダウンメニューからＶＬＡＮ変更したり速度を変えたりして【変更】ボタンをクリック、そうするとその情報がスイッチに飛んで設定変更される。もちろんシステム上の管理情報も自動更新されます。設定と管理が同時に行える、まさに理想的なツールだと思うんですが」

　ペンを止める。我知らず溜ため息いきが漏れた。

「まぁ理想ですよね、実際どうやって作ったらいいかも分からないし、お金だってすごくかかるでしょうから」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに言うも室むろ見みは黙もくしたままだった。難むずかしい顔で紙面を眺めている。

　不意に心がざわめいた。予期せぬ希望が意い識しきを満たす。

　え、まさかひょっとして。

「あの……もしかして室見さん、こういうシステム作れたりとか？」

「ううん」

　失速。膨ふくらみかけた期待が一気に萎しぼむ。なんだよもう、思わせぶりな。

　がっくり肩を落としていると室見は裏紙を引き寄せた。走り描がきの絵を目の前にかざす。

「私は作れない。……でも作れる人は知っている」

「え？」

　瞬まばたきして見つめる。予想外の言葉。室見は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になっていた。

「え、誰だれですか、藤ふじ崎さきさん？」

　首を振られる。

「じゃあ……梢こずえさん？」

「違う」

　んんん？

　なら誰だ。まさか社外？　お金をかけずに助けてくれそうな、そんな素す敵てき人脈がある？　いや、であればなぜ彼女はこうも不ふ機き嫌げんそうなのか。まるで親の敵かたきにでも助けを求めるような──

「あんた……忘れてない？」

　押おし黙だまる工こう兵へいに室見は感情を消しさった声で告げてきた。相変わらず暗い、憂ゆう鬱うつそうな表情のまま。

「うちの会社にはソフトウェア開発ＳＤ部って部署があるでしょ」




　Software Development Division──略称ＳＤ部。アプリケーションやＷＥＢサービスの開発を行う部隊、プログラマーやデザイナーで構成され江え古ご田た建けん設せつを初めとした数多くの顧こ客きやくを抱えている……らしい。『らしい』というのは今まで業務上ほとんど絡みがなかったからだ。記き憶おくにあるＳＤ部とのコンタクトは入社二日目、ＳＥ部のオフィスと間違えて迷い込んでしまった時くらいか。あの時ＳＤ部の要員は軒並みマグロ状態になっていた。今でも思い出せる、室内に漂う澱よどんだ空気、土つち気け色いろの顔と口角にたまった泡。あまりの惨状に二度と近寄るまいと思っていたが、言われてみれば確たしかに、彼らほど今回の件にベストマッチした組そ織しきはない。むしろ真っ先に思いついてしかるべきだった。

　息を吞のむ工こう兵へいの前で室むろ見みは携帯を取り出した。渋い表情のまま発信ボタンを押す。

「……もしもし、室見です。お疲れ様です。福ふく大だいさんいますか」

　しばらくの沈ちん黙もく。

「あ、福大さんですか。休日にすみません。ちょっと相そう談だんしたいことがあるんですが、……え？　仕事の相談ですよ。なんですか、いけませんか。……はい、……いえ、……はい、オフィスにいらっしゃるんですね。……はい、うかがいます。……はい」

　失礼しますと告げ電話を切る。彼女は荷物を引き寄せた。

「相談のってくれるって。今から会社行きましょう」

「あ、あの室見さん？　福大さんって？」

　話の流れについていけない。そもそもなぜ当たり前のように休日の会社をコールしたのか、目当ての人物が出社していると分かっていた？

　室見は口元を歪ゆがめた。

「福大さんは……ＳＤ部のプログラマーよ。ウェブアプリ開発やＯＳＳのカスタマイズが専門」

「ＯＳＳ？」

「オープンソースソフトウェア」

　うむ、よく分からない。とりあえず目当てのツールを作ってくれそうな人だということは分かったが、であればもう少し喜んでもよさそうなのに。

　室見はそれ以上説明することなく席を立った。慌ててトレイを取り上げあとに続く。退店。マックの前を抜け富ふ士じ見み坂ざかに、明めい大だいリバティタワーを横目に御お茶ちやノの水みず駅えきへの道を進んでいく。ペースが速い。やたらと大おお股またで歩いていく。息を弾ませついていくと、だが不意に歩ほ調ちようが緩ゆるんできた。

　？

　ややあって完全に歩みが止まる。歩道の真ん中で彼女は思い詰めた表情のまま立ち尽くしていた。

「あの……室見さん？」

「………」

　一体どうしたというのか。話もそこそこに歩き出したり立ち止まったり正直わけが分からない。再度呼びかけようとした瞬しゆん間かん、だが彼女は唐突に息を吸い込んだ。

「ああっもう！　無理、やっぱり無理！」

　周囲の人がぎょっとしたように立ちすくむ。室むろ見みは片手で額ひたいを押えた。

「あいつに借りは作れない、作りたくない！　ああ電話するんじゃなかった。サブイボたってる、耳がおかしくなりそう。気持ち悪い！」

「ちょっと、ちょっと、どうしたんですか一体。落ち着いて下さい」

　震ふるえる彼女を歩道脇わきに誘いざなう。室見は凍こごえたように下唇を戦慄わななかせていた。

「なんだっていうんですか、その……福ふく大だいさんて人と仲悪いんですか？」

「……仲がいいとか悪いとか、そういう次元の話じゃないわよ」

　室見の声は呪じゆ詛そのようだった。

「生理的に受けつけないの。顔思い出す度たび、胸がムカムカする。同じオフィスで息してるのさえ気色悪いのに面と向かって話すとか、本当耐えられそうにないわ」

「………」

　……えらい言われようだ。全否定に近い。

「ええっと……仕事で何かあったんですか？　梢こずえさんの時みたいに運用引き継ぎで揉もめたとか」

「ううん、実案件では一回も絡んだことないわ。絡みたくもないし」

　………？

「じゃあなんで」

　そんなに嫌うのか。話が見えず立ち尽くしていると室見は視し線せんを逸そらした。

「入社歓迎会の時に……セクハラされたのよ」

「せ」

　セクハラ!?

　予想外の単語に絶句する。室見は肩を抱いた。

「丁ちよう度ど複数部署に新入社員が入ってきた時で、セクション合同の歓迎会だったのね。私まだカモメとも親しくなかったから知り合い少なくて、一人ひとりで端っこに座って飲んでたのよ。そうしたらあいつが横にやってきて」

「………」

「『うわ、リアルＪＣ!?　てかＪＳ!?　マジ萌もえなんだけど。ちょっ、なんか喋しやべってよ、一言一言。おおおお！　釘くぎ声ごえキター！』って」

「……あの、すみません、何語ですか？」

「知らないわよ、とにかくすごいハイテンションで、ずっと横にいて意味分かんないこと喋ってるの。でも私一応新入社員だし、相手は先せん輩ぱいなわけだからぐっと我慢してたわよ。そうしたら」

　室見の目がきつくつぶられる。握りしめた拳こぶしが小刻みに震えていた。

「あいつどんどん息が荒くなって、肩とかべたべた触ってきて」

　……え。

「胸元とか腰回りとかじっと観かん察さつしてきて」

　………！

「服のサイズもやたらと執しつ拗ように訊きいてきた挙げ句」

　そ、そんな、まさか。

「『君マジで魔ま法ほうＳＥＡＬｓアリカのコスプレ似合うよー！　あ、知ってる？　これ今やってるアニメのキャラで女子小学生ＪＳなんだけどさ、体型的にぴったりだと思う。俺おれ金出すからさ、着てみない!?』って」

　………。

「はい？」

　想定外の台詞せりふ。だが室むろ見みはこちらの脱力を見て取った風もなく激げつ昂こうの度合いを増していった。

「女子小学生!?　言うに事欠いて女子小学生ですって!?　しかもアニメキャラの格好が『似合う』とか、おまえは子供用の仮装がお似合いだとでも言いたいわけ!?　人を馬ば鹿かにするにも程があるわ！」

「……あのぉ」

　恐る恐る手を上げる。

「すみません、それが室見さんの言うセクハラ？」

「そうよ！」

　ううむ、てっきり酒の勢いでいけないことをされてしまったのかと思ったが。……だったらもっと大問題になっているか。彼女的なセクハラの定義はどうも自分の身体的特徴（＝幼児体型）に言及されたかどうからしい。

　てかサンタコスの件といい室見さん本当コスプレ嫌いだなぁ。普ふ段だんあれだけ着道楽だから色々着たがりそうなものなのに。何が違うんだろ。

　首を傾かしげつつ話の先を促す。

「で、室見さんはどう対応したんですか」

「決まってるでしょ。即座にドロップキックして壁かべに叩たたきつけてやったわよ」

　きゃー！

　歓迎会当日、新入社員が、先せん輩ぱい社員に、暴ぼう行こう。

　どう考えても修復不能だった。よく首にならなかったと思う。

「以降あの馬鹿男、私に逆さか恨うらみしてあることないこと言いふらしてんのよ。やれ『室見は暴力女』だとか『口より先にドライバーが出る』とか『あんな顔して室見の奴やつ、男をダース単位でたらし込んでる』とか」

　最後の一つ以外はまったき事実の気もするが。……まぁいい。

　溜ため息いきが漏れる。絶望がじわじわと意い識しきを満たしていった。目の前に垂らされた蜘く蛛もの糸が雲うん散さん霧む消しようしていく気分。

「というか、それだけ険悪な相手に頼み事とか絶対無理でしょう。なんで相そう談だんしようと思ったんです？　ＳＤ部のメンバーって別にその人だけじゃないでしょうに」

　何も好きこのんで仲の悪い相手を頼らずとも、他ほかの人にお願ねがいすればと思ったのだが。

「福ふく大だいさん以外は話しても無む駄だ。こんな相談三秒で断られるわ」

　室むろ見みはにべもなく言った。

「？　どういうことですか」

「アプリ開発ってリスクの塊なのよ。インフラやパッケージと違ってやろうと思えばなんでもやれちゃうから、些さ細さいな要件定義のミスが即そくデスマーチに繫つながる、赤字プロジェクトに結びつく。だからあの人達はとにかく安やす請うけ合あいしない、もっと言えばまずＮＯから入る」

「福大さんは……違うんですか？」

「あの人は……よくも悪くも天才だから」

　室見の口く調ちようは苦々しげだった。

「頭の中でソース組み立ててすぐコーディングしちゃうのよ。処理がぱっと思い浮かぶんでしょうね。ゴチャゴチャ言い合ってる暇があったらプログラムを作ってしまう。で、自分の仕事に戻る。そういうタイプ」

「ははぁ」

　すごい人もいるもんだ。聞けば聞くほど今回の件には適任に思える。いや、逆にその人以外頼れる人材がいるのか？　ただでさえ業なり平ひらのヒアリングはいつやってくるか分からないのだ。たかだか室見と仲が悪いくらいでこの命いのち綱づなを断ってしまってよいものか。

　──否、よいはずがない。

　まだむくれている室見に向き直り力強く告げた。

「分かりました、じゃあ僕がお願いしてみますよ。福大さんに。それならいいでしょう？」

　は？　と室見が顔を上げる。鳶とび色いろの双そう眸ぼうが瞬またたかれた。

「僕は福大さんと何も因いん縁ねんありませんから、普通に事情を話してその……運用ツールの件相談できると思います。室見さんはただついてきて顔を繫いでもらえればいいです。それくらいなら我慢できるでしょう？」

「で、でも私が電話して話を持ちかけたんだし……」

「今はそういう杓しやく子し定じよう規ぎなこと言ってる場合じゃないです。とにかく一刻も早く問題解決の糸口を見つけてアルマダ対策を練ねらないと。他にもまだ検討しなきゃいけないこといっぱいありますよね？」

　我ながら正せい論ろんだった。

　室見はしばし悩んでいたが、ややあって考えていても仕方ないと思ったのだろう。「とにかく行きましょう」短く告げて歩き出した。

　御お茶ちやノの水みず交こう差さ点てん手前を左に、予備校の並びを抜け社しや屋おくに至る。薄うす暗ぐらいエレベーターホールから七階に移動しスルガシステムのオフィスにたどりついた。

　受付の照明は消えている。セキュリティは解除されているから誰だれかいるのだろうが、話し声一つしない。かなり陰いん鬱うつな雰囲気だった。

　廊下を直進。『ソフトウェア開発部』と書かれた扉を開く。瞬しゆん間かんもわっと生温かい風が吹きつけてきた。換気が不十分なのか、空気がカップ麵めんの匂においを含んでいる。床に落ちてるのは……ふ、布団？

　えらく生活感のある光景だった。パーティションの丈たけが高いためか見通しが悪い。どこからかシャカシャカとオーディオの音漏れが響ひびいてくる。室むろ見みはいよいよ陰気な顔になりながら一つのパーティション前で立ち止まった。拳こぶしで軽くパネルを叩たたく。

「福ふく大だいさん、お疲れ様です」

　丸っこいシルエットが振り向いた。

　三十台前半の男性だった。切れ長の目と通った鼻はな筋すじ、引ひき締しまった口元。眉まゆも整ととのえているのか綺き麗れいな弓形をしている。美男……と言ってよいのか。あくまでパーツパーツを見れば。

　だが全体のバランスは明らかに妙だった。何せ輪りん郭かくがでかい。顎あご周りなど詰め物をしているんじゃないかと思うくらい丸々と肥こえ太っている。そして綺麗な顔のパーツは悉ことごとく中央に寄っているのだ。失敗した福笑いみたい……とでも言えばいいのか。伊い集じゆう院いん光ひかるの顔にブラッド・ピットを三分の一スケールで貼はりつけたような。

「あー、お疲れ」

　福大はちらと室見を一いち瞥べつしただけでモニタに向き直った。短い指がカタカタとタッチタイプを続けている。あからさまに無関心な様よう子すだった。

　室見の表情が歪ゆがんでいる。話の糸口をつかめないのだろう。口を開ひらいては閉じ閉じては開ひらきしている。

「何？」

　しばらくして福大が言った。視し線せんはディスプレイに据えたまま、やや苛いら立だたしげな様子になっている。

「いきなり休日に電話してきてさ、仕事の話したいとか。なんなの？　こっちも忙しいんだけど。てか忙しいから休日まで出社して作業してるんだけど……分かる？」

「………」

「用がないなら帰ってくれない？」

　見ていられなかった。慌てて室見を押しのけ前に立つ。もはや顔かお繫つなぎまでは彼女の仕切りとか言ってられなかった。

「すみません突然、あの……ＳＥ部新人の桜さくら坂ざかです」

「新人？」

　福ふく大だいは胡う乱ろんげにこちらを見た。切れ長だが小ぶりな眼まなこがぱちぱちと瞬またたかれた。

「はい……去年四月の新入社員で、今室むろ見みさんの下で動いています」

「室見の……下？」

　鼻で笑われた。揶や揄ゆするような笑えみが浮かんでいる。

「へぇ、一丁前に部下なんて使ってるんだ。偉くなったもんだなぁ室見も、大丈夫、君？　パワハラとか暴ぼう行こうとか受けてない？」

「受けて……」

　ない、と言いきれないのが辛つらい。正直こないだドライバーで刺されたところがまだ痛んでいる。沈ちん黙もくしていると傍かたわらで不ふ穏おんな空気が立たち上のぼった。室見が頰ほおを引きつらせている。

「福大さんの下には部下さえ入ってきてないみたいですね。一体何年目でしたっけ？　やっぱセクハラトレーナーのもとに下は配属できないってことですかねー」

　うわ。

　売り言葉に買い言葉。案の定福大が気け色しきばむ。

「何？　喧けん嘩か売ってんのおまえ。誰だれが会社の女なんかに手出すかっつーの、めんどくせぇ」

「その面めん倒どうくさい女に小学生のコスプレしろと迫ってきたの誰でしたっけ。あれ？　こんなところにアニメの絵が。まだその年相応な素す敵てき趣しゆ味みお持ちだったんですね」

　言われて気づく。福大のデスクはカラフルな色彩に満ちていた。アニメ調ちようのポスター、フィギュア、ＤＶＤパッケージが所狭しと置かれている。いずれも目の大きい女の子が巨大なガトリングガン装備で描かれていた。よく見るとＰＣの壁かべ紙がみもその子のイラストだ。コンソールが半透明に調ちよう整せいされ少女の立ち姿が重なっていた。

　福大は軋きしるような声を上げた。巨体を動かし画面に覆おおい被かぶさる。

「うっせーな！　ほっとけよ！　てかお前本当何しに来たんだ!?　用がないなら真ま面じ目めに帰れよ！　超うぜぇんだけど!?」

「ま、まぁまぁ」

　必死でなだめて室見に首を振ってみせる。お願ねがいだから喧嘩しないでくださいと目で哀あい願がんした。

「ごめんなさい、本当すみません。室見さんは僕からお願いしてついてきてもらっただけなんです。用というのは他ほかでもない僕の仕事で」

　福大の双そう眸ぼうに理性が戻る。やや訝いぶかしげに「君の仕事？」と問いかけてきた。「はい」とうなずき深呼吸、現在の状況をまくしたてていく。アルマダの存在、業なり平ひら案件の苦境、スイッチポート運用の弱点について。

　一通り話し終えると福大は考える目になった。片かた肘ひじを突き下した顎あごをなでる。

「ふぅん、ウェブベースでネットワーク機き器き管理ね。設定も同時に行えると」

「……できます？」

「できないことはないだろうけどさ」

　切れ長の目がわずかにすぼまった。視し線せんに探るような色がある。

「そういうことならちゃんと上通して相そう談だんしたら？　藤ふじ崎さきさんからうちのマネージャに。別に君らが休日潰つぶして調ちよう整せいする話じゃないでしょ」

「それは……」

「調整してすぐに片づく話ならわざわざ福ふく大だいさんに相談してません」

　室むろ見みが憮ぶ然ぜんとした口調で言った。福大は一いつ瞬しゆん訝いぶかしげに眉まゆを持ち上げたが、ややあって口元を歪ゆがめた。

「つまりまともに案件化できない話ってわけ？　予算がないかスケジュールがないか、いずれにしろ普通に相談したら受けてもらえないと思ってるわけだ」

「………」

　無言。だが事実上相手の主張を認めたようなものだった。勝ち誇った笑い声が響ひびく。

「なるほど……なるほどねぇ、そりゃお困りだよね。お金も技術もないのにシステム一つ組み上げなきゃいけないんだから。……いやぁ大変だ」

　言いながらちらちらと室見を見ている。話の流れから彼女も絡んだ仕事だとバレているのか、瞳ひとみに嗜し虐ぎやく的てきな光がある。

「でもさ、それ俺おれがやるってことは半分ボランティアみたいなもんだよなー。室見は俺に慈善事業しろって言ってるんだ。このクソ忙しい時に」

「別に……嫌いやなら無理にとは」

「あ、そう。じゃあ話は以上で」

　呆あつ気けなく背を向けられる。いや、いやちょっと待って。

「お、お忙しいのは重々承知してます。で、でもこの件福大さんしか頼れる人がいないんです。……ですよね？　さっきそう言ってましたよね、室見さんも」

「………」

　相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づら。だがここはプライドを一いつ旦たん引っ込めてもらうしかない。見る限り福大も随分自尊心の高い人間のようだった。二人ふたりが思うまま見み栄えを張り合っていてはまとまる話もまとまらない。

　祈るような思いが通じたのか室見がこくりとうなずく。

　よしいいぞ。室見が福大の実力を認めていると伝えられた。案の定、福大は驚おどろいた様よう子すになっていた。

「そう、こういうイレギュラーな依頼をタイムリーにさばけるのは福大さんしかいないって話してたんですよ。他ほかの人じゃやれリスクがとか、やれコストがとか言って全然手を動かしてくれないって」

「………」

　褒ほめられて悪い気はしないのだろう、福ふく大だいはまんざらでもない様よう子すだった。両手を腹の上で組み鼻び腔こうを広げる。

「確たしかにね、他ほかの連中じゃやろうと思ってもやれないだろうなぁ。システムアナリストだＩＴストラテジストだって頭でっかちな奴やつばかりだから。本当打ち合わせしてるばかりで、いつまでたってもシステムが動かない。その点俺おれはね、まずソースから入るから」

「で、ですよね」

「ぶっちゃけさ、さっきの話聞いただけで俺もうピーンと来てるの。ご希望のシステムをどうやって作ったらいいか、何で組めば動くかってね」

「本当ですか！」

　驚きよう愕がくも露あらわに詰め寄ると福大は「うん」とうなずいた。満面の笑えみを浮かべ。

「でもそれと実際にやるかどうかは別問題」

　なんでだよ！

　ずっこけそうになった。ここまで話を盛り上げて共感する素振りさえ見せて、それでも拒絶するのか。一体どれだけ嫌われてるんだ室むろ見みさんは!?

　福大は一種爬は虫ちゆう類るい的な視し線せんを室見に投げかけてきた。

「てかさぁ、先せん輩ぱい相手に暴ぼう力りよく沙ざ汰た起こしといて何食わぬ顔で頼みごととか、室見もいい神経してるよな。本気でお願ねがいしたいと思ってるならもう少し誠意を見せてもいいんじゃない？」

「せ、誠意？」

　土下座して謝しや罪ざいしろとでも言うつもりか。だが福大の要求は予想を斜め四十五度に上回ってきた。

「たとえばさ、これのコスプレでもしてみてよ。そうしたらちょっと考えてみるからさ」

　指さした先にガトリングガン装備の女の子がいる。とろけるような笑え顔がおをしたロリータファッションのアニメキャラ。

「………!?」

　室見の顔が驚愕に染まる。口をぽかんとあけ茫ぼう然ぜん自じ失しつの体てい、だが一いつ瞬しゆんおき怒りが衝しよう撃げきを上回ったのか。眉まゆ尻じりが急角度で吊つり上がっていく。

「あ、あ、あ」

　憤ふん怒ぬのあまり言げん語ご中ちゆう枢すうがうまく働いていないらしい。酸欠気味の金魚みたいに唇をパクパクさせている。だがそんな反応も福大にとっては想定内だったのだろう。嘲あざけるような笑みを浮かべモニタに向き直る。

「ま、無理しないでいいよ。お互い今更仲よしこよしでもないだろ。今まで通り不干渉・不介入でいこうぜ。運用ツールの件も原則通り、上同士で調ちよう整せいさせればいいだろ」

　正式な業務依頼ならまた考えるからさ。

　捨すて台詞ぜりふのように言って仕事に戻ろうとする。

　待ってください。

　耐えきれず呼びかけようとした。上同士の調ちよう整せいなんて待っている余裕ないんです。アルマダの〈査問会〉はいつ来るか分からないんですから。お願ねがいです、もう少しだけ検討してもらえませんか。

　必死で訴えかけた瞬しゆん間かん、だが空気が動いた。

「やるわ」

　押し殺したつぶやき。視し線せんを向けると室むろ見みが下唇を嚙かみしめていた。双そう眸ぼうを見開き般はん若にやのような形ぎよう相そうになっている。

　福ふく大だいが「へ？」と振り返った。

「着りゃいいんでしょ、それ。いくらでも着てやるわよ。何、今この場で着替えればいいんですか？」

　突き刺すような口く調ちように福大が目を白黒させる。「いや」「ええっと」と戸惑い気味な声音が唇から漏れた。
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「て、手元にコスないから、買うか借りるかしないと」

「そうですか、じゃあ準備ができたらいつでも言って下さい。で、運用ツールの方は検討してもらえるでいいんですね？」

「………」

「いいんですね」

　有無を言わさぬ念押し。

　室むろ見みの目は今にも火を噴ふかんばかりだった。小さな耳は先端まで紅こう潮ちようし毛先がバチバチと帯電している。安易な誤ご魔ま化かしなどすれば即座に爆ばく発はつしそうな雰囲気。さすがの福ふく大だいもはぐらかすのは危険と判断したのか。がくがくとうなずく。

「じゃあよろしくお願ねがいします」

　室見はダイナミックに一礼し踵きびすを返した。そのまま大おお股またに歩みさっていく。工こう兵へいは慌てて彼女のあとに続いた。

　いや……いや、こんな喧けん嘩か別わかれみたいなのでいいの？　最後の方ほとんど脅迫に近かったんだけど。

　だが室見の背中は全力で呼びかけを拒絶している。とりつく島もない。退室際振り向くと福大は呆ほうけたように中空を見つめていた。




　結局日にち曜よう日びはそれ以上議ぎ論ろんすることなく解散した。室見の不ふ機き嫌げんさは頂点に達しており、とても話をできる状態になかった。対する福大もどうやらかなり荒れていたらしい。帰り際ＳＤ部員と思おぼしき人に『君ら何やったの？』と訊たずねられた。

『福大の奴やつ、久しぶりにオタギレしててさ。「人に物頼むってレベルじゃねーぞ！」とか、ゴミ箱蹴けりまくってたんだけど』

　………。

　やはり交渉決裂系らしい。陰いん鬱うつな気分のまま帰宅、とるものもとりあえず冷蔵庫を開けた。買いだめしてあったビールを喉のどに流し込む。ったく、なんでうちの社員は誰だれも彼もああ沸ふつ点てんが低いんだ。いい年した大人おとなが情けない。もう少し忍耐って言葉を覚えたらどうだ。

　どうにももやもやが収まらず携帯を取り上げた。誰かに愚ぐ痴ちりたくてしょうがない。アドレス帳を探り発信。

　しばらくして回かい線せんが繫つながった。

『はい、もしもし？』

「誉ほまれか、おまえ本当に馬ば鹿かだよな」

『いきなり何!?』

　さすがに驚おどろかれた。いや、こういう時身内って遠えん慮りよ不要だから楽だよなぁ。とりあえずすっきりしたので謝しや罪ざいする。

「すまん、ちょっとむしゃくしゃしてたんで八つ当たりしてみた。特に深い意味はない」

『……深い意味もなく馬鹿とか、学校なら普通にいじめだよね』

「おまえいじめられたことないだろう？　意外とこういうの新しん鮮せんなんじゃないか」

『いやいや』

　誉ほまれは固い声で否定した。

『そんなことないよ、私もね結構紙一重だよ、一歩対応を間違えば即いじめられっこポジションとか何度かあったから』

「そうなのか？」

　意外だ。男前だし飄ひよう々ひようとした性格だからそういう立ち位置にならないものと思っていたが。

『うん、こないだもいきなり肩を小突かれたしね、男子から』

「何ぃ!?」

　鼻息荒く言って携帯を握りしめる。

「人の大切な妹に何しやがるんだそいつは！　ちょっと連絡先教えろ。今から怒ど鳴なり込んでやる！」

『やめて、キャラじゃないことやめて』

　あっさりと拒絶された。嘆息を一回、誉は言葉を続けた。

『いきなり後ろから肩を押されてさぁ、クラスの男子だったんだけど「さ……桜さくら坂ざか、元気か、俺おれは元気だぜ！」って』

「………」

『振り向いたらそいつ顔真まっ赤かでさ、遠巻きに他ほかの男子がにやにやしながら見てて』

　分かりやすい光景だ。てか明らかにいじめじゃないだろそれ。脱力して訊たずねる。

「で、どうしたんだおまえは？」

『先手必勝で絞しめ落とした』

「おおぉおい!?　ちょっと！　何やってんだおまえ!?」

『大丈夫ちゃんと蘇そ生せいは確かく認にんしたから』

「仮死状態じゃねぇか！　後こう遺い症しようとか残ったらどうするんだよ!?」

　いやぁと照れたような声が響ひびく。

『だってさ、本当に油断も隙すきもないんだって。その前もいきなり校舎裏に呼ばれたり、放ほう課か後ご話があるとか言われたり、いつ闇やみ討うち食らうか分かったもんじゃないんだから』

「……それ全部別の男か？」

『ん？　うん、そうだけど』

　何こいつ？　実は結構もてるの？　生意気な。

「ちなみにお前彼氏とかいるのか」

『いないー、ほしー』

「じゃあ先手必勝とかやめろよ」

『？　なんでここでその話が出てくる？』

　天てん井じようを仰ぐ。我が妹はやはり馬ば鹿かだった。

　誉は怪け訝げんそうに唸うなっていたが、ややあって口く調ちようをあらためた。

『まぁいいや、で何？　愚ぐ痴ちりたいなら普通に愚痴れば？　話くらい聞くよ』

「いや……そんなガチ相そう談だんに乗ってもらおうとしてたわけじゃないんだけど」

　中学生に仕事の弱音を吐くほど落ちぶれちゃいない。強気を装おうとしてだがふっと思い直す。いや……逆か、無関係な中学生だからこそ後腐れなくなんでも話せる。気負いなく思いの丈たけを吐き出せる。同僚や両親相手にはできないことだ。

　わずかな沈ちん黙もくをおき「実は」と話し出す。自分達のおかれた苦境、社内の不和、特に室むろ見みと福ふく大だいの確かく執しつを語っていった。

「……というわけで本当ゴタゴタばかりでさ、仲裁する側の立場にもなってほしいよ。自分のことだけでも精一杯だっていうのに」

　不満たらたらに告げると誉ほまれは『うーん』と低い声を上げた。

『よく分かんないけどさぁ、それお兄にいちゃん間に入らない方がいいんじゃない？』

「？　なんでだよ」

『室見さんと……福大さんだっけ？　二人ふたりともすごいプライド高いんでしょ、そういう人達って多た分ぶん自分より下のメンバーいるとすごい面子メンツの張り合いするんじゃない？　部下の前では負けられない！　みたいな感じで』

　……あ。

『私も友達の喧けん嘩かとりなしたことあるけどさ、部活絡みで後こう輩はいの目とかあると本当厄やつ介かいなのね。普ふ段だんは普通に話せる子達なのに、なんかすごい意い固こ地じになっちゃって』

「部活と会社は違うだろ」

『同じでしょ、先輩後輩がいて上下関係あるんだから。学校より年ねん齢れい差さがある分もっとややこしいんじゃない？』

「………」

　言われてみれば確たしかに、自分の前だと室見はことさら先輩っぽく振ふる舞まおうとする。精一杯背伸びして上司たらんとする。子連れの肉にく食しよく獣じゆう、産卵前の鮭さけみたいな状態だ。福大の一言一言に過剰反応してもおかしくなかった。

「でも……じゃあどうするんだよ、間に入れば意固地になる、かといって何もしないままだったら数年間冷戦状態だったんだぞ。悠長に雪解け待ってるわけにもいかないだろう」

『それは──』

　誉は何か言いかけて口ごもった。しばらく沈ちん黙もくして続ける。

『わっかんない』

　おい。

『だって会社のことなんて分からないよー、お金も絡むだろうし、適当なこと言えないって』

「おまえさっき部活と会社は似たようなもんだって言ったじゃないか!?　なんかないのかよ、学校生活で得た知見とか、気づきとか！」

『そう言われてもなー』

　心底困ったような声。電話向こうで足をばたばたさせる光景が目に浮かぶようだった。

『私、基本フィーリング重視だからさ。喧けん嘩かのチューサイ面めん倒どうくさくなったら普通に帰っちゃうのね。そしたら向こうが心配して追いかけてきてくれたりして。……自然に仲直り？』

「………」

　なんて役に立たないアドバイスだろう。驚おどろくほど参考にしようがない。まだ神社のおみくじでも引いた方が有益だった。

　嘆息して眉み間けんを揉もむ。

「ＯＫ、遅くにすまなかったな。なんか話したらちょっと楽になった」

『こんなんでいいの？』

　よくはないがまぁもともと答えを求めて愚ぐ痴ちっていたわけではない。今ぐらいの話で十分とするべきだろう。

「うん、意外と参考になった」

　誉ほまれは『「意外と」は余分だー』と抗こう議ぎしてきた。適当にあやし電話を切る。いつの間にか結構酒が回ってきていた。頭が重い。携帯を充電器に繫つなぎベッドに倒れ込んだ。

　果たして室むろ見みと福ふく大だいをどう仲直りさせればいいのか、面子メンツの張り合いになることなく、かといって放置することなく。

　考えてもよい解は出てこない。……まぁいい。明日あしたあらためて検討するとしよう。寝て起きれば少し頭もすっきりするだろう。疲ひ労ろう困こん憊ぱいでは出てこないアイディアが浮かぶかもしれない。

　明日できることは明日に回す。

　後ろ向きな格言をつぶやきながら眠りに落ちる。うまくいく気は欠片かけらもしなかった。
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　結果から言うと何か新規のアイディアを捻ひねり出す必要はなかった。翌月げつ曜よう日び、調ちよう整せいの仕方に悩みつつ出社すると福大からメールが届いていた。サブジェクトは──運用ツールの件。

『昨日きのうの件、デモ動くところまで作ったんで見に来て。説明するから』

　………!?

　仰天してＳＤ部に急行した。室見は朝一で作業に出ている。相変わらず迷宮のようなパーティションを抜け進んでいくと福大が昨日と同じ姿勢で腰かけていた。

「ああ、来たね」

　抑揚のない口調で告げてくる。小太りの先せん輩ぱいは顎あごだけで画面を示した。

　メタリックなブラウザに横一列の升ます目めが表示されている。左フレームにはホスト名と思おぼしきアルファベットのリスト。福大はマウスを操そう作さし升目の一つをクリックした。

「ご希望通り、スイッチポート選択からリンクモード・ＶＬＡＮ変更できるようにしといたよ。使用言語はＰＨＰ、スイッチ一いち覧らんはMy SQLでＤＢ化してあるから適当に追加・削除して。Apacheくらいは環かん境きよう構築できるよね？　まぁ分からなきゃ室むろ見みがやってくれるだろうけど」

「ちょ、ちょっと見せて下さい」

　マウスを受け取り画面操作する。スイッチ選択、ポート選択、パラメータ変更、実行。情報更新もきちんとできている。昨日きのう自分が殴り描きしたイメージ、それがそのまま動いていた。

　福ふく大だいは傍かたわらのスイッチを指さした。

「PHPCiscoTelnetってクラス使ってコマンド投げてるから、機き械かい側がわでtelnetは許可しといてね。ちゃんとコンフィグ変更されてるか見てみる？」

「はい」

　モニタにターミナルソフトの画面が表示される。机上のスイッチとコンソール接続されているのか、ウィンドウに＃のプロンプトが見える。
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　エンター。

　先程ブラウザから設定されたコンフィグが……入ってる。速度もＶＬＡＮも説明書きデイスクリプシヨンまできっちり反映されていた。

　狐きつねにつままれた思いで再度マウス操そう作さ、Ｗｅｂ画面からさっきと異なる設定を投入する。コンソール確かく認にん、……うわああああぁ変わってるよ！

　魔ま法ほうを見せられている気分だった。何も機械を買わず手持ちのＰＣだけでこちらの要求を実現してしまうとは。しかもわずか一晩で、デモと言いつつほぼ完成形を。

（すごい……）

　絶句して福大を見つめる。肥満の先せん輩ぱい社員は居い心地ごこち悪げに目を逸そらした。

「そんな感じでいい？　イメージあってる？」

「ええ……ええ完かん璧ぺきです」

「そう」

　福大は椅い子すに座り直した。ぎしぎしとオフィスチェアを軋きしませタッチタイプする。

「じゃあソースはファイルサーバに置いてパス送っとくよ。使い方や注意点はwikiに書いておくから。質問はメールで」

「ありがとうございます！」

　心の底から感かん謝しやし一礼する。だが福大はひらひらと手を振った。

「いいよ、じゃこの件はもう終わりね。俺おれ自分の仕事に戻るから、室見にも邪じや魔ましにくるなと言っといて」

「………」

　随分嫌われたものだ。インフラとアプリ、協力すればかなりすごい仕事ができるだろうに。ドロップキックの恨うらみは根深いということか。残念極まりない。嘆息し身体からだを引く。来た時同様パーティションの迷路に足を踏み入れかけると不意に呼び止められた。

「あのさぁ」

　物もの憂うげな声。振り向くと福ふく大だいがモニタを凝ぎよう視ししている。

「はい？」

「室むろ見み、なんか変わった？」

　？

　質問の意図がつかめない。きょとんとする工こう兵へいを福大は肩越しに顧かえりみた。

「頼み事のために自分の主張曲げるとか、昔のあいつなら絶対ありえないからさ。ものごとのプライオリティ考えてプライドを引っ込めるなんて、室見らしくもない」

「………」

　変わった……といえば変わったのだろうか。初めて会った時に比べると随分丸くなったように思う。が、相変わらず暴ぼう力りよく的てきだし、昨日きのうも結局喧けん嘩か別わかれみたいなものだし。……ううん？

　しばらく考えてから「さぁ」と首を傾かしげる。

「すみません、僕室見さんとは去年からの付き合いなんで」

「そうか、新卒だったよな君」

　諦あきらめたように肩をすくめられる。そのあとはもう興きよう味みを失った様よう子すでＰＣに向き直った。

「悪いね、呼び止めて、案件うまくいくといいね」

「はい」

　ありがとうございます。本当に助かりました。

　大きく頭を下げて歩き出す。今度はもう呼び止められなかった。

　ＳＤ部の扉を抜け一息、一いつ瞬しゆん遅れてじわじわ興こう奮ふんが湧わき上がってくる。やった、やったぞ。自分達は強力な武器を手に入れた。スイッチポート自動管理システム、……インフラに留とどまらないアプリレイヤでのサービス提供。

　アルマダにとっては予想外の防御策だろう。得意満面で運用の不備を突いてきたところに、このデモをぶつけカウンターとする。痛快極まりない光景だ。心が躍おどる。

　あとは……なんだ。冗長設計に関する説明資料を準備し運用工数の内訳を精査する。技術的な話なら室見を頼れるだろうしサイジングも盤ばん石じやく、質疑応答の隙すきはないように思えた。

　だが。

　脳裏にショートボブの女の子の姿が過よぎる。

　不敵に微笑ほほえみ『業なり平ひらを草刈り場にする』と言いきった彼女の顔が。

　果たして互角なだけで彼女に勝てるのか？　たかだか同じ土俵に上がった程度で勝負を決められるのか。

　否。

　互角の戦いと言えば聞こえはいいが事実上二分の一の確かく率りつで負けるということだ。スルガシステムの命運がかかった一戦を丁ちよう半はん博打ばくちのような運任せにはできない。

　もっと、もっと武器を集めねばならない。アルマダを一いち撃げきで突き放せる装備……いやそこまで望まなくとも自分達の優ゆう位いを高められる情報。

　………。

　しばらく悩んでから動き出す。自席に戻り名刺入れを漁あさった。取り出した一枚の連絡先を確認、携帯に打ち込む。コール、ややあって回かい線せんが繫つながった。

「もしもし、スルガシステムの桜さくら坂ざかです。今よろしいですか」

　電話向こうで息を吞のむ気け配はいがした。
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「互角では意味がありません。徹てつ底てい的てきに突き放さないと」

　遮さえぎるように出した一声は思ったより響ひびいた。

　周囲の視線が集まる。次じ郎ろう丸まる縁ゆかりはぐっと表情を引きしめた。

　本社オフィスビル四十二階、南向きの会かい議ぎ室しつからは東とう京きようタワーがよく見える。机を囲むのは業なり平ひら産さん業ぎようコンサルティングチームのメンバーだった。いずれも自分より数倍・数十倍のキャリアを持つ猛も者さ達だ。本来なら異議を挟むなどおこがましい。だが今は言わずにいられなかった。

「スルガシステムは規模の割にかなり人材が厚い会社です。今まで我々が勝てたのはあくまで不意を突いたから、今度も同じようにいくとは限りません。たかが弱小インフラ屋と侮あなどっていると痛い目を見ますよ」

「別に侮ってるわけじゃない」

　ダークスーツの壮年男性が肩をすくめた。

「業平の案件はインフラ以外にもたくさんある。営業Ｓ支援ＦシステムＡ、顧客Ｃ管理ＲシステムＭ、グループウェアだってそうだ。我々の手駒が限られている以上、かける時間と手間は有効に配分しないといけない。現行の情報でもインフラは十分戦える。であれば他ほかにリソースを振り分けるべきと言ってるんだ」

「ですから、十分戦える程度じゃだめなんです」

　つい口く調ちようがきつくなった。

「彼らは私達の手の内を知っています。江え古ご田たや他の案件でアルマダがどう受注を勝ち取ったか理解しているんです。であればきちんと対策を練ねってくるはず。いつもと同じ……我々だけが準備万端と思ってちゃだめなんです」

「じゃあどうする？　過去資料の読み込みは終わってるんだろう」

　男性が資料を示す。確たしかに自分達はスルガシステムの構築成果物・運用ドキュメント・見み積つもりまで取得していた。攻めるべきポイントもリストアップ済みだ。だが足りない、まだ勝利の確かく信しんが持ちきれなかった。

　しばらく考えてから顔を上げる。ぐるりとテーブルを見渡し告げた。

「模も擬ぎ戦せんをやりたいと思います」

　室内がざわめいた。

「チームを二つに分け一方はスルガシステムを担当します。両者で議ぎ論ろんを戦わせ相手の反論を予測する。想定外の防御策については即座に分析し対応を検討します。可能なら業平側の反応も同時にシミュレートできればと」

「手間がかかりすぎるわ」

　難なん色しよくを示したのはＳＦＡ担当の女性コンサルだった。丁ちよう度ど次トピックが彼女の業務範はん囲いだったせいもあるだろう。露ろ骨こつに迷惑そうな顔をしている。

「インフラ案件の規模って一１千０万Ｍ？　二２千０万Ｍ？　どっちにしろ全体から見れば微々たるものよ。そこにそれだけ時間をかける意義があるわけ？」

「新ＤＣは業なり平ひら攻略の要かなめです。ここを押えることでアプリからファシリティ、全すべてのレイヤに案件が広がっていきます。逆にインフラを競きよう合ごうに取られている限り全案件の有ゆう機き的てきな結合は望めません。多少費用対効果が悪くても絶対に取りに行くべきです」

「全体戦略を考えるのはあなたでなくってよ、縁ゆかり」

「ＳＦＡ担当の範はん囲いでもないはずです」

　挑発的な言辞に相手の顔が赤くなる。議ぎ論ろんが白はく熱ねつしかけた瞬しゆん間かん、だがパンと乾いた音が響ひびいた。

「そこまで」

　全員の視し線せんが議長席に集まる。金きん髪ぱつ碧へき眼がん、鷲わし鼻ばなの男性が机を叩たたいていた。チェスター・ローズ……言わずと知れた無ア敵ル艦マ隊ダの絶対君主。静まりかえるスタッフをローズは静かに見渡した。

「議論の時間が惜しい。方針を決めよう。縁、君のプランにはどのくらいの時間が必要だ」

　来た。

　ごくりと唾つばを飲む。数瞬で思考を整せい理り、現実的な計画に落とし込み回答した。

「三時間……いえ二時間あればいけます」

「よろしい」

　ローズはうなずいた。

「明日あしたのリーダーミーティングを君の打ち合わせに充あてる。必要なメンバはそちらで人選、資料は今日きよう中じゆうに展開したまえ。いいな」

「はい」

「ではこのトピックはここまで、アジェンダに戻ろう。次の議題は？」

　ＳＦＡ担当が慌てた様よう子すで姿勢を正す。参加メンバーは今までの話など忘れたように熱ねつ心しんな議論を再開した。

　はぁっ。

　肩の力が抜ける。

　首筋が汗ばんでいた。思ったより緊きん張ちようしていたらしい。鼓動が高鳴っている。心なし熱ねつが出ているようにも感じられた。

　だが……だがこれでベストを尽くせる。不完全極まりない攻め手をわずかなりとも完かん璧ぺきに近づけられる。自分は宣言したのだ。彼に、一切の契約を奪い取ってやると。

　桜さくら坂ざか工こう兵へい。

　初めて会った時から妙な親近感を覚えていた。所属会社を違たがえた同期のような存在。多た分ぶんアルマダに同年代の社員がいないせいだろう、提案の場で会う度たびに仄ほのかな仲間意い識しきを感じていた。

　社内を見渡せば全員年上かまったく別キャリアを歩んできた人達。実力主義上等、年ねん齢れい・性差何するものぞとうそぶきながら自分はどこか寂しかったのかもしれない。ライバル不在の状況、同じ条件で競きそえる相手がいない環かん境きように。

　同年代・同職しよく種しゆ・同キャリア。

　負ければ一切の言い訳がきかない。単純に自分の努力が足りなかったと証明される。

　それは……それはなんと緊張感のあることだろう。

　ひゅっと吐息が漏れた。毛穴が拡張する。

　ひりつくぐらいに心が躍おどる。最高に目の覚める状況。

　勝つ、勝つ、勝つ。

　勝って証明する。自分の価値を、自分の努力を。

　視し線せんをもたげる。夜よ闇やみに浮かぶ東とう京きようタワーはあたかも勝利を願ねがうトーチのようだった。
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　一月二十日午後一時十五分。

　その日は朝から荒れ模様だった。氷ひ雨さめが枯れ葉を巻き込み道路の側溝に流れ落ちていく。風が強い。気を抜くと傘ごと身体からだを持っていかれそうだった。

　工こう兵へいはコートの襟えりを締しめ地下鉄出口から出た。後ろを振り返る。室むろ見みが大たい儀ぎそうに階段を上ってきていた。細い顎あごをわずかにもたげ呻うめく。

「雨、ひどくなってない？」

「……ですね」

　確たしか天気予報では午後から晴れるみたいなことを言っていたが。降水確かく率りつに確変でも起きているのか、まったく雨脚の弱まる気け配はいはない。むしろ雹ひようさえ混じり始めているように思えた。

「気分が悪いわね、これから一戦交えるっていうのに」

　もっとカーっと晴れてほしいわ。

　室見は忌いま々いましげに言った。

　無言でうなずき空を見上げる。

　一戦──

　業なり平ひら産さん業ぎようからヒアリングの打診があったのは一いつ昨さく日じつのことだった。急で申し訳ないが業務改善の一いつ環かんで外部コンサルタント含めた確認を実施したい。ついては過去の運用資料・提案書などを持参しおいでいただけないかと。

　特別な準備は必要ないと言われたが、それを真に受けるほどお人ひと好よしではなかった。つまり敵の準備は整ととのったのだ。スルガシステムを放ほう逐ちくし新たな入植地を築く算段が。

　だが自分達も徒いたずらに手をこまねいていたわけではない。わずかな時間ではあったが徹てつ底てい的てきに既存構成・体制を見直し説明材料に盛り込んでいる。今までみたいに手もなく捻ひねられることはないはずだった。

　……とはいえ。

（本当に天気悪いな）

　雨あま樋どいから滝のような水が流れ落ちている。ごうごうと空が低い唸うなり声ごえを上げていた。果たしてこれは吉兆なのか凶兆なのか。かつて織お田だ信のぶ長ながは荒天を利用し今いま川がわ義よし元もとを奇き襲しゆう、打ち破ったという。だが今の自分達は既存ベンダー、どちらかと言われれば追われる立場だ。織田と今川、どちらになぞらえるべきか悩ましいところだった。

「室見さん、質問」

「何よ」

「僕らって戦せん国ごく大だい名みようにたとえると誰だれでしょうね、蒲が生もうとか南なん部ぶとか、そういうマイナーどころはのぞくとして」

「はぁ？」

　室見は怪け訝げんな表情で問い返してきた。がややあって首を傾かしげ答える。

「よく分からないけど……今いま川がわとか？」

　………!?

「な、なんで今川!?　よりにもよって!?」

「だって社名が駿する河がでしょ、あんたも浜はま松まつ出身だし静しず岡おかゆかりの大名っていったら今川義よし元もとじゃない？」

「………」

　質問の方向性を間違った。

　やめよう、吉凶など考えても仕方ない。合かつ戦せん前まえの占い師じゃあるまいし天気がどうだろうと勝てばそれが瑞ずい祥しようだ。ぐいと胸を反らし高笑いする。

「ははは！　吹けよ風、呼べよ嵐あらし！　雷鳴の騎き士し団だんスルガシステムズ、ここに降こう臨りん！」

「騎士団!?　それ私も入ってるの!?」

「キャミソールナイト・ムロッミー！」

「やだ！　その名前、なんかやだ！」

　無む理り矢や理りテンションを上げ歩いていく。御お成なり門もん駅えきから徒歩五分、風雨の中、業なり平ひら産さん業ぎようの本社ビルはかすんで見えた。受付をすまし待合スペースに、濡ぬれたコートを拭ぬぐっているとほどなくして橋はし本もとが現れた。

「すみません、こんな天気の悪い日に。突然」

　申し訳なさそうに頭を下げられる。慌てて立ち上がり手を振った。

「いえ……いえ大丈夫です。そろそろ来るかなと思っていましたから、むしろこれ以上引き延ばされたら気が緩ゆるみそうで」

「？　ということは」

　ええと微笑ほほえんでみせる。

「簡かん単たんには負けませんよ」

　橋本は無言だった。だが瞳ひとみの色がわずかに明るさを増している。中立の立場を考えれば精一杯の反応だろう。受付側に向き直り「どうぞ」と誘ゆう導どうしてくる。

　二階会かい議ぎ室しつフロアの廊下はいつもよりピリピリして感じられた。空気が硬度を増したように思える。表情を強こわばらせ奥に、見慣れたセミナールームの扉をくぐった。

　蛍光灯の明かりが目を射い貫ぬく。ロの字に並べられたテーブルをスーツ姿の男女が囲んでいた。センターにはプロジェクタ、机上に何部もの参考資料が置かれている。

　そしてテーブル奥に座る二つのシルエット、一つは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの白人男性。そしてもう一つは──

「こんにちは」

　女の子が微笑ほほえむ。ショートボブの髪を揺らし、大粒の瞳ひとみを輝かがやかせながら、座っている。ただ泰たい然ぜんと気負い一つなく腰かけている。だが彼女の放つ存在感はどうだろう。スタンダードな黒スーツにもかかわらず真っ先に目が吸いつけられる。引き寄せられる。全身の毛穴から生気と闘とう志しが漲みなぎっているようだった。

　次じ郎ろう丸まる……縁ゆかり。

　息を吞のんでいるうち橋はし本もとに追い越された。手前の席を二つ勧められる。

「こちらに」

　軽く会釈。上かみ座ざを室むろ見みに譲ゆずり自分は下しも座ざに腰かけた。着座するなり業なり平ひらの男性マネージャーが口火を切ってきた。

「いやぁすいませんねスルガシステムさん、お足元の悪い中、ご足労いただいて」

「いえ、こちらこそギリギリの到着ですみません。電車のダイヤが若干乱れていたもので」

「スルガシステムさんからうちは……三み田た線せんでしたか」

「そうですね神じん保ぼう町ちようからうかがっています」

　当たり障りのない回答をしながらじっと会かい議ぎ出席者を観かん察さつする。

　業平側は全部で六人、アルマダ組をのぞくと実質四名か。橋本さんの情報によれば今回外部コンサルを受け入れたのは情シスの上層部らしい。この中で一番ポジションが高そうなのは……やはりこのマネージャーか。

（つまりこの人がアルマダ側ってわけだ）

　身が引ひき締しまる。にこやかに言葉を交わしているが何で揚げ足を取られるか分かったものでない。ほどほどのところで打ち切った方がよさそうだった。

「それで……今日きようの打ち合わせは」

「ああ、はいはい」

　マネージャーがうなずく。あくまで穏おだやかな表情のまま本題に入った。

「実は今弊へい社しや内ないで業務改善の試みをしていましてね。各システムのコストとサービスレベルを精査しているんですよ。経理や営業支援、メールとか諸もろ々もろね。で今ＤＣインフラ系は御おん社しやにお願ねがいしていますからそこのところを確かく認にんさせていただければと思って」

「なるほど」

　予想通りの展開だ。今更驚おどろくこともない。癪しやくだったので少し鎌かまをかけてみる。やや冗じよう談だんめかして。

「つまり……ぼられてないかってことですか？」

　一いつ瞬しゆんの空白、次いで場がどっと沸く。マネージャーが苦笑しつつ「いやいや」と手を振った。

「そういうことじゃないですよ、まぁあくまで客観的なデータ集めです。気負わずぶっちゃけたところをうかがわせてもらえればと。うちも色々無む茶ちやは言っているでしょうし」

　笑っていないのはローズ、次郎丸、橋本課か長ちよう……か。分かりやすいポジショニングだ。

「で、こちらがコンサルをお願いしているアルマダ・イニシアティブの方々です。次郎丸さんと……ローズさん」

「よろしくお願ねがいいたします」

　よろしくお願いします。

　空々しい挨あい拶さつを交わし姿勢を正す。マネージャーが「それでは」と口く調ちようをあらためてきた。

「スルガシステムさんから、現行のサービススペックと新ＤＣ提案内容を簡かん単たんにおさらいしてもらえますか。時間は十五分程度で」

「はい」

　ノートＰＣをプロジェクタに接続、事前に準備していた資料を開く。まずは現行ＤＣの設計書、次いで機き器き一いち覧らん、ネットワーク図あたりを。

　説明自体は特段波乱もなく進んだ。次じ郎ろう丸まる達は無言でメモを取っている。業なり平ひら産さん業ぎようのメンバーもふんふんと素直にうなずいていた。

　続けて新ＤＣ提案書、見み積つもり内容を解説し話し終える。「以上です」と告げた瞬しゆん間かん、次郎丸が片手を上げてきた。

「よろしいでしょうか」

　攻こう撃げき開始。

　鼓動の高鳴りを隠しうなずく。

「はい、どうぞ」

「まず機器のサイジングについてです。現状の負荷率を見るとどれも平均３０％、ピーク時でも６０％程度で収まっています。正直オーバースペックな感が否いなめません。もう一段階ダウングレードした機種を導どう入にゆうしてもよかったのでないでしょうか？」

「弊へい社しやの設計ポリシーとして２０％の安全マージンはバーストトラフィック処理のため確かく保ほしています。またＲＦＰ時の質疑応答で導入後四年間は現行機器でのサービス提供をというご希望がありました。過去のトラフィック増加ペースも勘案し、現行グレードが適当と判断した次第です」

　まずはそつなく想定回答。次郎丸のペンがレ点をつける。

「機器の購こう入にゆうは買い切りとしていますね？　提案書では本ＤＣインフラを『運用含めた月げつ額がくサービス』と位置づけていますが、であれば機器についてもリース・レンタル提供が可能だったと思います。このへんはどういう判断だったのでしょう」

「構成拡張の柔軟性を確保するためです。リースの場合、中途での機器リプレースは違約金が発生します。いざ拡張提案の際、そういう後ろ向きなコストが発生するのは避けたいと考えました」

「？　先程御おん社しやは四年間の継続利用も含めオーバーサイジングしたと仰おつしやいましたね。今の話はその思想と矛む盾じゆんしませんか？　柔軟なリプレースを検討するのであれば当座は安価な機械の導入でもよかったのではないでしょうか」

「導入機器が数百万・数千万のボリュームであればまさしく、次郎丸さんの仰る通りです。ですがＤＣネットワーク機き器きの単価は平均して数十万、スペックアップに必要なコスト差も微々たる程度です。リースの料率まで考えた場合、月げつ額がくモデルは割高になる可能性が高いと判断しました」

「具体的なグロスのコスト差は計算されましたか」

「はい、……ちょっとこちらの画面にまとめてありますのでご覧らんください」

　パワーポイントの画面を切り替える。

　業なり平ひらのマネージャーが「ほぉ」という顔になった。思ったよりちゃんとやっているじゃないかと言わんばかりの表情。傍かたわらの室むろ見みも小さくうなずいてくる。

　だが次じ郎ろう丸まるは微笑を崩さなかった。手元の資料を音もなくめくる。

「サイジングについては承知しました。では続けて設計・運用周りを確かく認にんさせていただければと思います」

　空気が変わる。

　続く攻勢は怒ど濤とうのようだった。微に入り細をうがち、こちらが意い識しきしていなかった矛む盾じゆん点てんまで暴あばき出してくる。冗長設計・可用率計算・アドレッシング。体制・フロー・各種申しん請せいフォーム、保守駆けつけ時間に至るまで次郎丸は攻こう撃げきの手を緩ゆるめなかった。

　一体あの快活な女の子のどこにこれほどの獰どう猛もうさが眠っていたのか。背筋が寒くなるくらいの容赦なさだった。恐ろしいのは端はたから聞いている限り自分達のやりとりが普通の質疑応答にしか聞こえないことだ。多た分ぶん業平のマネージャーは眼がん前ぜんでどれほどの攻防が繰くり広げられているか分かっていないのだろう。あくまで客きやつ観かん的てきな情報収集と思い込んでいるのか、安あん穏のんとした様よう子すでメモをとり続けている。

　事前の準備がなければ一いつ瞬しゆんで撃沈されていただろう。いや、今でも受け答えは困こん難なんを極めていた。少しでも説明が曖あい昧まいになれば即座に次郎丸は質問を重ねてくる。回答の整せい合ごう性せい、精度、正確さについて。

　プリントとノートＰＣを交互に確認、必死で答えを紡つむいでいく。永遠とも思えるやりとりの末、次郎丸の口く調ちようが変化した。

「少し視点を変えましょうか」

　奇妙にフランクな物言い。

　警けい戒かいレベルが一気に跳ね上がる。一体どういう質問を投げてくるつもりか、彼女はプリントを伏せた。

「実際の運用・切り分け作業について御おん社しやがどうしているかうかがわせてください。スペックではなく、具体的なオペレーションとして」

「具体的な」

「たとえば……そうですね、ＤＭＺサーバからの疎通が取れなくなった場合、御社はどのような確認作業を実施しますか？」

　……っ！

　シミュレーション……ロールプレイということか、今の自分にとってはもっとも苦手な展開。表面上のスペック説明と違い経けい験けん値ちの少なさが如によ実じつに暴あばかれる。ましてや彼女の質問は運用についてだ。実務体験のない自分に答えられるはずない。

　数秒、あとわずかに回答が遅れていたら客を不ふ審しんがらせていただろう。なんだこいつ、具体的な作業もまともに説明できないのか、格好いいことばかり言って、本当に信用できるのか？　と。だが窮きゆう状じようを見て取ったのか傍かたわらで室むろ見みが動く。凜りんとした声が室内に響ひびき渡った。

「まずファイアウォールなどで作業がなかったかを確かく認にんします。当該サーバに関するポリシーの追加・削除がなかったか。同時にスイッチポートのエラーを確認、コリジョンやドロップが起きていないかチェックします」

「コリジョン・ドロップが起きていたら？」

「ＭＲＴＧでトラフィック状況をチェック、輻ふく輳そうしていればその旨むねをお客様にご連絡します。通信量に問題なく、なおトラブルが収束しない場合はポートの shut / no shut、別インタフェースへの差し替えも検討します。あとは状況に応じて再起動・ＭＡＣアドレステーブルのクリアなどですね」

　さすがだった。突然の質問にも流れるように答えていく。やはりエンジニアとしての室見は自分より数段格上だ。専門外の分野でも瞬しゆん時じに回答を導みちびき出せる。

　一通り聞き終えると次じ郎ろう丸まるは静かに「教科書通りですね」と言った。

「ネットワーク装置について御おん社しやが十分な対応能力を持っていると分かります。要件定義書における運用仕様を忠実に遂行できていることも」

「………」

「スキルセット的には十分なエンジニアが準備されている、対応のためのナレッジも蓄ちく積せきされている。……にもかかわらず実施されていないオペレーションがあるとすればそれはどういう理由によるものでしょうね？　技術的な要因？　違いますよね、おそらくサービス仕様の決めに関かかわる問題です」

「何を」

　迂う遠えんな言辞に眉まゆをひそめる。なんだ、一体何を言いたい。

　次郎丸の指が手元の資料を取り上げた。タイトルに運用要件定義書の文字。

「サーバスイッチの責任分解点……現状の運用スペックだとスイッチポートまでになっていますが」

　………！

　室見と二人ふたり、息を吞のむ。

　来た。ここで出してくるのか。想定通りの指摘事項。

　次郎丸は資料を顔の前にかざした。

「スイッチポートから先は業なり平ひら産さん業ぎよう様の管理範はん囲い。よってインタフェースのダウン・アップも確かく認にんせず設定管理も行わない。これが御おん社しやの運用スペックですね。結果として設定変更に関かかわる情報収集・資料管理は業平様作業となっている。これが過去数ヶ月でどのくらいのボリュームになっているかというと」

　ぱらりとページを繰くる音が響ひびいた。

「十一月だけで十二件、十二月は十八件。およそ二日に一度の間隔です」

「は？　そんなにあるの？」

　業平マネージャーが目を丸くする。次じ郎ろう丸まるは深々とうなずいてみせた。

「ええ、一回あたりの申しん請せい作業を二時間と見み積つもっても月間三十時間、四よ人にん日にち分の稼か働どうです。ただでさえ人手の少ない情報システム部様に、この負荷は少なくないと思いますが」

　ざわめきが広がる。マネージャーは非ひ難なんめいた眼まな差ざしを橋はし本もとに向けた。

「なんでこんなスペックになってるの、まとめてお願ねがいしちゃえばよかったじゃない」

「コストの制約がありましたから」

　橋本の声は平板だった。感情を極度に押し殺した口く調ちようで答える。

「重要度の低い運用事項は最終的な価格調ちよう整せいで切り捨てました。基本的な窓口費用もそれなりのボリュームでしたし、もっと優ゆう先せん順位の高いイベントはたくさんありましたから。あと当時スイッチポート系の管理がこれほど高負荷になると想定されていませんでした」

「じゃあその見積もりが甘かったってことね」

「………」

　そんなの結けつ果か論ろんですよと言いたくなる。自分達は限られた情報で精一杯の体制・フローを整ととのえたのだ。保険の掛け金だって実際の事故が起こる前に決めるものだろう。結果過剰投資・あるいは保証不足になろうと恨うらみっこなし。後知恵で高かった、いや安かったと批判しても仕方ない。

　だがそこで「いいえ」と首を振ったのは他ほかでもない次郎丸だった。

「見積もりの問題ではありません。今の話だと結論は二つ、コストを増ぞう額がくしてベンダー側の運用範囲を広げるか、あるいは顧こ客きやくの内部工数を消費し続けるかしかありません。ですがまがりなりにもシステムインテグレータであればもう一つ、別の解があってしかるべきと思います」

「というと？」

「そうですねぇ……スルガシステムさんはどう思われますか？」

　唐突に話を振られた。

　え、と口ごもる。ここで意見を求めるのか？　てっきり「自動化」というキーワードを出してから「どうだ」とばかりに攻め立ててくると思っていた。なぜ中途半端にコメントを得ようとする？　自分達が見当外れな回答をすると期待しているのか。

「ええっと」

　思考がまとまらない。急停車を予想し踏ん張っていたら逆に加速された気分。はぐらかすのもおかしいと思い当初のプランを推し進める。

「システム化……すべきでしょうね。自動でできるところは自動で行い人間の工数を減らす。そうすれば月げつ額がく費用を増やさずサービススペックを維持できます」

「システム化、たとえば？」

「それは……」

　なんだ、なんだこの流れ。スルガシステム側の攻こう撃げきにもかかわらずどこか誘ゆう導どうされている感覚。さぁ駒こまを動かせ、攻め口はここだぞ。切り札を出すなら今だ──

　ちらりと視し線せんを動かす。敵の親玉──チェスター・ローズは悠然と腰かけていた。次じ郎ろう丸まるの発言に驚おどろいた様よう子すもない。全すべて予定通り、想定内ということか？

　強烈な違和感に襲おそわれつつ、だが相手の誘いに乗らざるをえない。ＰＣの画面を切り替え運用ツールを表示した。プロジェクタに映し出されるウェブページ、業なり平ひらメンバーが目を丸くする。見み慣なれぬサイトに自社のホスト名が表示されているのだから当然だろう。

「実は弊へい社しやでも問題を認にん識しきし検討を続けていました。こちらはデモ版ですがスイッチポートの自動設定・管理を行うためのシステムです。スイッチを指定、ポートをクリックすることでユーザ様にて即時ポート設定を行えます。こうやって……プルダウンメニューを使いますのでフリーフォーマットのメールに比べ設定・申しん請せいミスなども減少できるはずです」

　おぉと会場がどよめいた。期待通りの反応だ。だが次じ郎ろう丸まるは動じていない。わずかに双そう眸ぼうをすぼめ告げる。

「そのデモは……いつ頃ごろ作られたものでしょう」
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「先し……いえ先月ですが」

　まさか週末に突貫で作ったとは言えない。取ってつけたような説明に次郎丸は笑えみを大きくした。

「先月のいつですか？」

「いつって……まぁ中ちゆう旬じゆんくらいですか」

「それは噓うそですね」

　ばっさり切り捨てられた。血の気が引く。動揺を懸けん命めいに抑えつけ声を大きくした。

「噓って、どういうことですか」

「先月の段階で御おん社しやがそのツールを検討しているのはありえないと言っているんです」

「何を根拠に」

　ばれるような噓はついていないはずだ。強気に睨にらみつけるも次郎丸は揺らがない。涼しげな表情で傍かたわらを見た。

　橋はし本もとが拳こぶしを握りしめている。相変わらずの無表情だが白い面おもてに苦く悶もんの色が見える。なんだ？　なぜそんな顔をしている。

　橋本は沈ちん黙もくを保っていたが、ややあって周囲の視し線せんに耐えきれなくなったのだろう、絞り出すように言う。

「先月……私は御社にポート収容のシステム化を相そう談だんしています。丁ちよう度ど何件か申しん請せいミスが続いたあとですので……もう少し機き械かい的てきにできないかと。答えはノーでしたが」

　!?

「あくまでインフラ構築・運用が御社の請うけ負おい範はん囲いということでした。新規の管理ツール作成はアプリ開発として別案件になると。もっとも現実的な費用感にならないため現行同様人の手でやった方が安上がりと付け加えられましたが」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　悲鳴のような声が漏れた。なんだそのやりとり？　自分達は過去のメール・議ぎ事じ録ろく全すべてをチェックしたぞ。どこにも橋本の言うような依頼は書かれていなかった。

「一体いつの話ですか？　誰だれに連絡したんですか。そんなご要望、こちらはちっとも」

　必死で問いかけると橋本は嘆息した。

「姪めい乃の浜はまさんに……電話で相談しました。弊へい社しやの運用窓口担当ですから」

　絶句した。

　電話、電話だって。

　完全にノーチェックだった。各担当者との口頭のコミュニケーション、そんなものまで追いかけていたのか？　次じ郎ろう丸まるは。全すべてのメンバーに対面でインタビューを行って。

　ぞっとする。

　なんという熱ねつ意い、なんという執念だろう。膨ぼう大だいな時間と根気をただ一つ打倒スルガシステムという目標につぎ込んでいる。一契約たりと残す気はない、全ての機き器き・サービスを奪い取る──スポーツジムでの発言が恐ろしい真実味を伴い迫ってきた。

　次郎丸は表情を緩ゆるめた。

「運用改善の試みを運用窓口エンジニアが知らない、そんなことはありえません。このことからも件くだんのツールが最近作られたと分かります。ではなぜ急に依頼もされていないシステムを作ったのか？　理由は明白です。新ＤＣの発注がストップされたから、外部コンサルによるヒアリングが通知されたから。だから慌てて撒まき餌えを準備した。自分達が業なり平ひら産さん業ぎようを大事にしているというアピールのために」

「ぼ、僕らは……」

「真っ当な会社であれば赤字でシステムを作ることはありえません。先程橋はし本もと課か長ちようからアプリ開発にはそれなりの費用が必要というお話がありましたが、つまりその分の予算・利幅はスルガシステム様内で確かく保ほされているということです。月額か初期費用の利益かどちらかで」

　違う。

「さてここで質問です。普ふ段だんは一切改善活動をすることなく、契約打ち切りをほのめかされた瞬しゆん間かん利幅を削ってくる。これが果たして誠実なベンダーの態度でしょうか？　信頼できるパートナーと言えるでしょうか？」

　………。

　やられた。

　完全にやられた。

　次郎丸は読んでいたのだ。自分達が何がしかのツールを作ってくるであろうと。だからそれを潰つぶす方法を模索した。こちらの善意を悪意にすり替えようとした。

　結果は劇げき的てきだ。業平メンバーの視し線せんは猜さい疑ぎに染まっている。風向きが大きく変わりつつあった。

　次郎丸はたっぷり数秒かけ室内を見渡した後、こちらに向き直った。

「では次の確かく認にんに移ります。障害対応に関するフローの件ですが」

　再び攻勢が始まる。

　必死で回答実施、だが顧こ客きやくの反応は芳かんばしくない。発した声が、訴えがスポンジのごとく吸い込まれていく。水中を当あて所どもなく歩き回っている気分。息が苦しい、気を抜けば一瞬でくじけそうになる。

　負けるな、負けるな、負けるな。

　懸けん命めいに心を鼓こ舞ぶする。が、劣勢は明らかだった。何を言っても響ひびかない、届かない。今や場の空気は完全に次じ郎ろう丸まるが支配しつつあった。

　………。

「つまり……これはどういうことになるのかな。結けつ論ろんだけ言ってしまうと」

　十数分に及ぶ蹂じゆう躙りんの末、業なり平ひらマネージャーが訊たずねた。次郎丸は小さく首を傾かしげた。

「客きやつ観かん的てきに見てスルガシステムさんのサービスはかなり割高だと思われます。相場ともかけ離はなれていますし、再度ＲＦＰを出した方が無ぶ難なんと思われます」

　死刑宣告。

　容赦の欠片かけらもない一いち撃げき。反論の意志が、気力が根こそぎ奪い取られていく。

（本当に……えげつない）

　傍かたわらで室むろ見みがぎりっと歯を食いしばる。橋はし本もとの拳こぶしが卓上で握りしめられた。

　マネージャーは小さくうなずき「何か異論などあれば」と問いかけてきた。

　異論？　一体今の自分達にどんな反論ができるというのだろう。何を言ったところで糠ぬかに釘くぎ、むしろ往生際が悪いと思われるかもしれない。どう答えるべきか、なんと説明するべきか、逡しゆん巡じゆんしているうちにマネージャーは嘆息した。

「じゃあ今日きようの打ち合わせはこの辺りで──」

「ま、待ってください！」

　慌てて声を上げた。視し線せんが集中する。考えがまとまらないまま懸けん命めいに言葉を紡つむいでいた。

「誤解です。僕らの……私達のサービスはそんな暴ぼう利りじゃありません、きちんと既存ベンダーの費用感も引き継いで、御おん社しやにとって最適な内容をご提供しているはずです。それは前回ＲＦＰの提案時にも十分ご説明したと思っていましたが」

「といいますけどねぇ」

　マネージャーの目は疑わしげだった。

「技術の進歩は日進月歩ですし、前回のＲＦＰから色々状況も変わってるんじゃないですか？　機き器き・回かい線せん価格の下落とか、人にん月げつ単価の調ちよう整せいとか」

「………」

「実際ほら、アルマダさんならもっと安くやれるんでしょう？」

「ええ」と次郎丸がにこやかにうなずく。……だめだ。だめだ、今の状況では何を言っても通じない。説得力がない。客方に敵がいる限り自分達の提案はどれ一つ受け入れてもらえそうになかった。

　歯がみする工こう兵へいの前でマネージャーがうなずいた。「では」と言って立ち上がろうとする。

　待っ──

　再度声を上げようとした時だった。

　唐突に甲かん高だかい着信音が鳴なり響ひびいた。

　周囲の視線が集まる。部へ屋やの隅で内線電話が鳴っていた。橋はし本もとが「すみません」と断って席を立つ。受話器を取り頰ほおにあてた。

「はい、六番会かい議ぎ室しつです。……常務？」

　空気がどよめく。業なり平ひらのメンバーが何事かといった様よう子すで振り返った。

「……はい、……ええ、今丁ちよう度ど打ち合わせしています。……はい？　……いえ、聞いていませんが、……はい？」

　意表を突かれたような表情、いつも冷静な彼女には珍しかった。能面のごとき顔が心なし強こわばっている。

「……ええ、……そうなんですか。……分かりました。……確かく認にんします。はい」

　橋はし本もとが電話を切った。無言でＰＣに歩み寄りロック解除、うつむき加減でじっとモニタを凝ぎよう視ししている。

「おい、おい橋本君、どうしたんだ」

　業平のマネージャーが混乱した様子で訊たずねる。話が見えないのだろう、無理もない。他ほかのメンバーもきょとんとした顔になっていた。

　タンとタッチタイプ音が響ひびく。橋本は小さく息を吸った。

「常務より連絡です。ＩＴインフラに関するコンサルティングレポートをメールしたから見ておくようにと」

「コンサルティング……レポート？」

　マネージャーの表情が歪ゆがむ。

「何を言ってるんだ？　それは今からアルマダさんがまとめるんだろう」

「いえ、アルマダのレポートではありません」

　橋本は会場を見渡した。薄うすい唇が真一文字に結ばれる。

「報告書の作成者は……ＪＴ＆Ｗ」




　………!?




　衝しよう撃げきが大気を揺らした。誰だれもが目を見開き絶句している。次じ郎ろう丸まるとローズもさすがに虚を突かれた様子になっていた。マネージャーが喘あえぐように質問を重ねる。

「い、一体なんでＪＴ＆Ｗが？　そんな話聞いてないぞ、予算も計上してないし」

「先方から無料コンサルの打診があったそうです。役員レベルで、……経けい緯いはよく分かりませんが」

「……無料」

「必要な情報は各ベンダーの同意を得て共有したそうです。スルガシステムさんにも打診がいったとのことですが」

　全員の視し線せんが集まる。工こう兵へいは一いつ瞬しゆん間をおいた後うなずいた。空気が騒そう然ぜんとなる。状況確かく認にんの指示が飛び交う中、橋はし本もとがモニタを覗のぞき込んだ。

　タッチパッドをタップ。

「関連する部分だけ読み上げます。ＩＴインフラの費用対効果について」

　………。

「現行提供されているサービスは極めて低てい廉れんでコストパフォーマンスの高いものと考えられる。相場価格に比べても割安なことから、今後コンペを実施する際には現行費用の二～三割を上乗せし予算取りすることを推奨する」

「ま、真逆じゃないか！」

　どういうことだとマネージャが喚わめく。アルマダの意見とまったく正反対のコメント。彼ならずとも意味不明だろう。一体どちらを信用すればいいのか。いや、ひょっとして両者とも極きよく論ろんなのか？　混乱が際限なく膨ふくれ上がっていた。

「次じ郎ろう丸まるさん、次郎丸さん、これはどう考えるといいんでしょう。ＪＴ＆Ｗと御おん社しやの間でそんなに相場感に違いがあるもんなんでしょうか」

「いえ……」

　次郎丸の顔は蒼そう白はくだった。動揺に瞳ひとみを揺らしつつ、それでも声だけは気丈に答える。

「我々は我々のデータでお話していますから……どうでしょう、ＪＴ＆Ｗさんには彼らなりの調ちよう査さ方法があると思いますし」

「にしても真逆ですよ真逆。業界の標準価格がコンサルによって変わるとかありえないでしょう。サービスレベルに関する評価も対立していますし」

「………」

　変化する風向きを感じながら工こう兵へいは拳こぶしを握りしめていた。

　よし……よし間に合った！

　週頭、福ふく大だいからデモプログラムを受け取ったあとＪＴ＆Ｗに連絡した。電話の相手は梅うめ林ばやし、江え古ご田た建けん設せつ案件でもぶつかった因いん縁ねんのエンジニアだ。

　業なり平ひらにコンサルをかけてほしい──

　単刀直入な依頼に梅林は蔑さげすむような回答を返してきた。

『馬ば鹿かか君は』

　あからさまに呆あきれ果てた声。

『なんで僕らが君の援えん護ご射しや撃げきをしなきゃいけないんだ。業平案件で我々がどんな関係だったか忘れたわけじゃないだろう。旗色が悪くなったから、かつての競きよう合ごうに助けを求める？　プライドってものがないのか君には』

『別に助けを求めてるつもりはありませんよ』

　ことさら冷ややかな口調で答えてみせた。

『御社にとっても利益のある話だから相そう談だんしたまでです。いいですか、僕らの提案を受けてもらえればそちらには三つのメリットがあります』

『ふん……？』

　と鼻を鳴らしつつ興きよう味みは隠せなかったのだろう。梅うめ林ばやしは『聞こう』と話の先を促した。

『一つ、アルマダの顧こ客きやく拡大は現在、企業トップの口コミによっています。逆に言うと一度でも評判が落ちれば急速に拡大のペースが落ちるということです。トップダウンの業務コンサルって切り口がなければ彼らなどただの中小ＳＩｅｒ。ＪＴ＆Ｗにとって恐るるべき相手じゃない。つまり将来的な強敵──脅威の芽を早い段階で摘つみ取れるわけです』

『………』

『二つ、システムコンサルを実施すれば競合相手の提案・サービススペックが見て取れます。つまり僕らが御おん社しやに対しどのように打ち勝ったか、その手の内を確かく認にんできるわけです。次回のＲＦＰで有利になると思いませんか？』

『君らは……その情報提供に同意するのか？』

『します。次はもっとよい提案をすればいいだけですから』

　梅林は鼻はな白じろんだように沈ちん黙もくした。しばらくして不ふ機き嫌げんそうに唸うなる。

『なるほど……で、第三のメリットは？』

『あぁ、これは言うまでもないでしょう』

『は？』

　口角を緩ゆるめる。眦まなじりをすぼめ諧かい謔ぎやくを含んだ口く調ちようで告げた。

『江え古ご田たの雪辱を晴らせるんですよ？　梅林さん的にはこれが一番大きいんじゃないですか？』

　………。

　そして今日きよう現在。

　ＪＴ＆Ｗは約束を守った。共通の敵を倒すためにトップセールスをかけてくれた。さすがエリートビジネスマン、ベビーフェイス梅林、絶好のタイミングだった。

　額ひたいの汗を拭ぬぐう。場の空気は完全に混こん濁だくしていた。相あい反はんする指針の登場で行き先を見失っている。マネージャーは相互の差違がなぜ生じたかにこだわり、次じ郎ろう丸まるは「手法の違い」を強きよう調ちようし、他メンバーは銘めい々めい議ぎ論ろんを交わし合っている。いつしかスルガシステム組は会議の流れから取り残されていた。

「よろしいですか」

　混乱を押えつけたのは橋はし本もとだった。

　蠟ろう人にん形ぎようのような課か長ちようは静かにテーブルを見渡した。

「費用の妥当性について、これだけ異なる情報が出てしまった以上我々だけで結論づけるのは困こん難なんだと思います。であれば一いつ旦たん価格については問題なしという前提で、それ以外の部分をあらためてヒアリングしていきませんか」

「それ以外の部分──」

　マネージャーの顔は訝いぶかしげだった。

「というと？」

「運用フローの効率、設定・設計の合理性、いわゆるお金に影えい響きようしないナレッジ・ノウハウの部分です。であれば比較的前向きな議ぎ論ろんができると思いますが」

「そんなものかな」

　マネージャーはまだ不満そうだったが現状のままでは話が進まないと考えたのだろう。「じゃあ……一いつ旦たんそれで」と次じ郎ろう丸まるを見た。

　ショートボブの担当者は動揺を隠しきれない様よう子すだった。「ええと」と資料を繰くり視し線せんを走らせる。事前のシナリオが崩れたことで空白状態に陥っているのか、声に切れがない。

「では……あの、回かい線せんですがバースト対応ＷＡＮサービスなどは検討しなかったのですか。ＩＴＴＵのＷＶＥやＪＴ＆Ｗのバーストスイッチアクセスなど、最近は大分設備も安定しているようですが」

「全然検討にも値しません」

　大だい魔ま神じん動く。

　室むろ見みが身を乗り出した。ずっと殴られっぱなしでストレスが溜たまっていたのだろう。全身から不ふ穏おんな空気を立たち上のぼらせている。唇の片端が歪いびつに吊つり上がった。

「トラフィックグラフ見てますか？　ほぼフラットでしょう。変動も上下に二割以内。バースト対応なんて必要ありません。徒いたずらに構成を複雑化する理由がどこにあるんですか」

「じゃ、じゃあインターネット向け通信とか」

「コネクティビティのトラフィック量は値付けで調ちよう整せいする。９０％ルールとか９５％ルールとか聞いたことありません？　第一基本帯域以外は非保証の回かい線せんなんてＥＣサイトに使えると本気で思っているんですか」

「……っ」

　次郎丸の肩がすくむ。心なし目が潤うるんでいるようにも感じられた。だが彼女は毅き然ぜんと背筋を伸ばした。

「で、ではＬ３スイッチの冗長方式についてうかがわせてください。現状全すべての機き器きがＯＳＰＦもしくはＳＴＰでループ制御されていますが、こちらスタックを採用しなかったのはなぜでしょう？　構成管理や運用負荷も低減できると思うのですが……」

「はぁ？　スタック？」

　決けつ壊かい。

　我慢が限界に達したのだろう。室見の頰ほお肉にくが歪ゆがんでいる。営業用の仮面が剝はがれ落ち、生来の凶きよう暴ぼうさが露あらわになっていた。鼻び腔こうをいっぱいに広げ息を吸い込む。

「冗長化でスタックを採用するなんてありえません。ルーティングテーブルの収束とスタックメンバの同期にズレがあるから切り戻りなどで予期せぬ断が発生する。ＳＴＰの収束タイミングまで考えたらもうわやくちゃ、運用が楽なんて意見は絶対に出てこないはずです。だいいち脆ぜい弱じやく性せい対応はどう考えてるんですか？　スタックで一台に見えていたら通信を片系に寄せてバージョンアップとかできませんよ。一いつ旦たんスタックメンバから切きり離はなして手動更新？　設定の同期はどう考えてます？　というかＳＴＰが面めん倒どうっていうなら最近のトレンドはFlexLinkですよね。なんでスタックが最初の選択肢に上がってくるんでしょう？　あと──」

　滅めつ多た切ぎりだった。

　誰だれにも止められない。暴ぼう風ふうのような技ぎ術じゆつ論ろんは、その後次郎丸が完全沈ちん黙もくするまで続いた。




　ガタガタと椅い子すが片づけられていく。

　プロジェクタも撤てつ去きよされセミナールームの机はスクール形式に並べ替えられていった。どうも次に社内講こう習しゆうが入っているらしい。思ったより打ち合わせが長引いたため急いでレイアウト変更しなければということだった。

　慌てて荷物を片づけていると、ふっと視し線せんを感じた。橋はし本もと課か長ちようが洞うろのような目でこちらを見ている。

　……う、怒らせたかな。

　緊きん急きゆう措置とはいえ彼女の頭越しにＪＴ＆Ｗと業なり平ひら上層部のやりとりを促してしまった。どう考えても気分はよくないだろう。……てかやっぱりバレてるよな、橋本以外は工こう兵へいの暗あん躍やくに気づいていない様よう子すだが。縮ちぢこまって頭を下げると彼女は携帯を取り出した。細い指が高速でキーを叩たたく。瞬しゆん間かん、手元のスマホが震ふるえた。
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　怒っていらっしゃる！

　大変だ！　橋本課か長ちように嫌われてしまった！　数少ない飲み友達が不ふ機き嫌げんになっている！

　狼ろう狽ばいしているうちもう一通メッセージが着信する。

『今度から事前に情報共有をお願ねがいします』

　……うぉお、携帯メールで真ま面じ目めな文章。初めて見た。かなり憤いきどおっているらしい。静かな怒りが行間から伝わってきた。

　ただまぁ「今度から」と言っているし絶交までは考えていないのだろう。危ない危ない。ほっと一息ついていると間近で足音が響ひびいた。

「桜さくら坂ざかさん」

　次じ郎ろう丸まるがすぐそばに立っていた。口元を結び、ひどくきつい表情になっている。白い眉み間けんにいくつも皺しわが刻まれていた。思い詰めた雰囲気に圧倒され身構えていると。

「ありがとうございました！　色々勉強になりました！」

　深々と一礼された。

「……え」

　絶句する工こう兵へいの前で次じ郎ろう丸まるはまっすぐに顔を上げた。

「全力を尽くしてなお及びませんでした！　認めます、今この時点で私の価値はあなた方より下です。技術・戦略・ハングリーさ、全すべてにおいて完敗しました。ライバルだなんて言ってすみません。百年早かったです！」

「い、いや別にそこまで言わなくても」

　たかだかヒアリングで一回優ゆう勢せいを奪っただけだぞ？　別に提案合戦で勝利したわけじゃない。実際トータルの勝ち負けなら圧倒的に彼女の白星が多いはずだ。ここまで潔いさぎよく敗北を認められる理由がない。

　だがまごついているうちに次郎丸は踵きびすを返していた。小走りに駆け出し立ち止まる。きっと工兵を見つめた後、もう一度大きく頭を下げてきた。

「次はもう少しよい勝負ができるよう頑張ります！　失礼します！」

　元気よく言って部へ屋やを出ていってしまう。……うぅむ、なんという体育会系。手段を選ばぬ謀ぼう略りやく劇げきも彼女にかかると途と端たんスポコンになってしまう。清すが々すがしい……と言っていいんだろうか、今の心境は。

　頭を搔かいていると室むろ見みの呆あきれたような視し線せんが突き刺さってきた。

「あんた……つくづく面めん倒どうくさい女に絡まれるわね」

「いやぁ……」

　気のせいでしょうと反はん駁ばくしかけて口ごもる。

　過去自分に関係してきた女性、梢こずえ・橋はし本もと・薬やく院いん……そして室見。

　奇妙な納得感が胸の内に生まれる。ううむ……ひょっとして自分、女じよ難なんの相なんだろうか。もう一度神かん田だ明みよう神じん行っておいた方がいいかも。

「何？　なんで私見てる？」

「いえ」

　慌てて視線を逸そらす。瞬しゆん間かん、視界に長身のシルエットが入ってきた。

　青い瞳ひとみ、ブロンドの巻き毛、古代ギリシアの哲学者を彷ほう彿ふつさせる風ふう貌ぼう──チェスター・ローズ、異国の経営者がまっすぐに歩み寄ってきていた。

　作り物めいた唇が緩ゆるむ。間近で見る白人はやはり迫力があった。どぎまぎしているうちに、すっと片手を差し出される。

「見事なプレゼンだった、アルマダを代表して敬意を表するよ。素す晴ばらしかった」

　次郎丸に続くまさかの讃さん辞じ、あくまで自然体な様よう子すに少しむっとなる。自分達は別にスポーツ大会をしていたわけじゃないんだぞ。少しは疎うとましいとか憎たらしいとか負の感情を滲にじませたらどうだ。

　手を握り返しながらやや意地悪く告げる。

「二人ふたりがかりで来られていたらどうなっていたか分かりませんよ」

　暗に社長が沈ちん黙もくしていたことを揶や揄ゆしてみせる。なぜ次じ郎ろう丸まるさんに助け船の一つも出さなかったんですか？　部下が苦境に陥っていても手を貸さない、それが御おん社しやのマネージメントというものですか。

　ローズは口角を歪ゆがめた。

「縁ゆかりはまだ若い、敗北を知るのもよい勉強だろう。感かん謝しやするよ、貴重な教訓を与えてくれて。うちの社内ではなかなか教えられないことだ」

「僕らは教材扱いですか」

「とんでもない、君達は非常に優ゆう秀しゆうな人材だ。可能なら一いつ緒しよに働いてみたいくらいに」

　言いつつ胸ポケットを探る。革のケースから名刺を一枚取り出してきた。

「今の職しよく場ばに不満があったらいつでも連絡してくれたまえ。多た分ぶん前向きな交渉ができると思う」

　……なっ。

　絶句して立ちすくむ。なんだこの展開、まさか……自分ヘッドハントされてる!?

　予想外のオファーに固まっていると横から名刺を奪われた。室むろ見みが固い表情でローズを睨にらみつけている。

「上司の前で部下を勧誘とか、よい神経されてますね」

　──それもグローバルスタンダードというやつですか。

　棘とげのある口く調ちようにローズが肩をすくめる。

「これは失礼した。名刺交換の順序を間違えたかな」

「順序の問題じゃありません。客前で競きよう合ごう同士名刺交換とか常じよう識しきを疑われますよ。ただでさえ今の御社はあまり愉快な立場じゃなくなっているでしょう」

　見れば業なり平ひらのメンバーが数人、訝いぶかしげにこちらをうかがっている。ローズは背後を顧かえりみて首を捻ひねった。

「……なるほど。仰おつしやる通り場をあらためた方がよさそうだな。……呼び止めてすまなかった、では何かあればサイトの連絡先からでも連絡をくれたまえ。失礼」

　軽く手を上げ歩みさっていく。室見は親の敵かたきでも見るようにローズを睨にらみつけていたが、ややあって視し線せんを逸そらした。工こう兵へいの腕をつかみ「行くわよ」と引っ張る。

「……ちょっ、室見さん、強い、力強い」

　危ない、油断すると姿勢が崩れそうになる。だが室見はスーツの生き地じに指を食い込ませたまま離はなそうとしなかった。小さな唇がへの字に結ばれている。どうにもむくれているとしか言いようのない表情だった。

　嘆息を一回、咳せき払ばらいする。

「辞めませんよ」

「………」

　室むろ見みは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま探るような視し線せんを向けてきた。

「別に……あんたが移りたいっていうなら止めないわよ。そんな権利、私にはないし」

「だから辞めませんって」

　重ねて主張するも室見の表情は固いままだった。

　ただほんの少し、わずかではあるが、指の力が緩ゆるんだように思えた。
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　次じ郎ろう丸まる縁ゆかりは一人ひとり、非常階段の踊り場にたたずんでいる。

　トイレに行くつもりで部へ屋やを出て気づけば通路を外れていた。周囲の視線がなくなった途と端たん、感情の制御がきかなくなる。

『ありがとうございました』『色々勉強になりました』──だ？

　我ながら失笑ものだ。綺き麗れい事ごとも甚はなはだしい。そんなにいい子ぶりたいか。ライバルの前で弱みを見せたくないか。

　違うだろう、あの時自分は地じ団だん駄だを踏みたかった。歯ぎしりしてしゃがみ込んで床を殴りつけたかった。悔しい、悔しい、悔しい。なんだその反則技は、競きよう合ごうの力まで借りて、恥ずかしくないのか。業なり平ひらも業平だ、たかだか一キャリアのコメントにあれほど度を失って。自分達が一月近くやってきたヒアリング・サーベイをなんだと思っているのだ？　目に見える常じよう駐ちゆう者しやの努力より業界最大手のネームバリューが信頼できるのか。納得いかない、憤ふん怒ぬと屈辱で身が引き裂かれそうだった。

　だが一方で分かってもいる。反則技はお互い様だ。自分達も経営層のパスを使い強引に現場に割り込んだ。競合の情報を盗み見てワンサイドゲームを展開しようとした。真っ当な技術・コストの戦いでない。政治レイヤからの一いち撃げき。

　敵は単純にこちらの土俵で戦ってきただけだ。技術には技術を、値引きには値引きを。そして謀ぼう略りやくには謀略を。結果、自分達はあらゆるフィールドで敗北した。言い訳のきかない、完かん膚ぷなきまでの惨敗だった。

（……っ）

　下唇を嚙かみうつむいていると背後で扉の開く音が響ひびいた。

「縁」

　ローズだった。長い影かげが階下に落ちる。異国の上司はいつもと同じ冷ややかな視線を投げかけてきた。

「業なり平ひらのスタッフ向けに事後説明を行う。時間は三十分後、今回の件で生じた疑念をなるべく払ふつ拭しよくしたい。ＪＴ＆Ｗのレポートについては真っ向から否定せず共通点を見つけ出しすり合わせる。できれば事前に方針を練ねりたいが──」

　ローズの言葉が途と切ぎれる。落ちくぼんだ目が怪け訝げんそうにすぼまった。

「縁ゆかり、泣いてるのか」

「ないでまぜん……！」

　絞り出した叫びはどうしようもないくらい涙声だった。喉のどの奥から嗚お咽えつがこみ上げてくる。次じ郎ろう丸まるは赤子のようにしゃくり上げつつ目元を拭ぬぐった。

「た、たかだか一回やり込められたくらいで泣くとか……こ、子供じゃないんですから！」

　否定しようとすればするほど涙が出てくる。

　格好悪い、なんてざまだ。ボスも幻滅だろう。なんでこんな未み熟じゆく者ものに大事を任せたのか。他案件にまで悪あく影えい響きようを与えて、二度と主担当などやらせるものか──

　ローズは溜ため息いきを一つ、小首を傾かしげた。

「なぜ泣くことを嫌いやがる？」

「……え？」

「勝負に負けへらへらしていられる人間など私のチームに必要ない。敗北して悔しがるのは当然、泣くほど屈辱ならその思いを次回にぶつけたまえ。それともなんだ、君の気持ちはたった一回の挫ざ折せつで折れる程脆もろいのか？」

「そんなこと……そんなことありません！」

　憤ふん然ぜんと抗こう議ぎするとローズは「なら結構」とスーツの裾すそを翻ひるがえした。謹きん厳げんな面持ちのまま眦まなじりを細める。

「事前ブリーフィングは十分後だ。それまでに顔を洗い気持ちを切り替えてこい。いけるか？」

　優やさしさの欠片かけらもない、完全にビジネスライクな物言い。だがそのドライさが今の自分にはありがたかった。鼻をすすり直立、胸を張ってみせる。

「イエス……イエス・ボス！」

　声を張り上げ答える。ローズは振り向くことなく扉の向こうに消えた。

　悔しさも悲しさも消えることはない。だがそれでいいのだと肯定してもらえた。憤慨して当然と請うけ合ってもらえた。であれば自分は今の感情を大事にしよう。やがて来る再戦のために、雪辱の日のために。

　桜さくら坂ざか……工こう兵へい。

　因いん縁ねんめいた名前を舌上で転がす。

　次は負けない。つぶやきは静かに、踊り場の空気に吸い込まれていった。
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　約束──当事者の間で決めること、またその決めたこと（大だい辞じ林りん）




　人を動かせば対価は支払わなければいけない。当然のことだ。たとえ結果がどう出たとしても事前に取り決めた報酬は守らねばならない。無む論ろん失敗時の特約でも結んでいれば話は別だが、その場合でも稼か働どうした費用分くらい払うのが筋というものだろう。全すべてが終わったあとに「やっぱなし」などちゃぶ台返しも甚はなはだしい。人と約束したことは守りましょう、小学生でもできることです。

　というわけで。

『ん？　管理ツールあんま顧こ客きやくにヒットしなかった？　てかそれどころじゃなかった？　ふぅん、よく分からないけど残念だったね。それはそれとしてちゃんと約束守ってよ、室むろ見みのコスプレ。こっちで金出すからちゃんと指定の衣装着せて連れてきて。……は？　本当にやるのかって？　当たり前だろ、交換条件なんだから』

　業なり平ひらのレビュー会から二日後、結果を報告する工こう兵へいに福ふく大だいはそう要よう請せいしてきた。

　一応それどころじゃないと抗こう議ぎはした。業平はともかく、別案件におけるアルマダとの攻防は続行中だ。しかも今になって社長がやたらと本気を出し新規プリセールス・プロジェクトがダース単位で降ってきている。年末に「暇だ」「暇だ」と囁ささやき合っていたのが懐なつかしい。なぜあの時有休を取っておかなかったのか己おのれの迂う闊かつさを呪のろいたくなるほどだった。まぁがむしゃらなセールスが奏功したのか、リドルトリル・サーバ千台の引き当て案件も無事決まったらしいが、それはつまりサーバ千台実装の仕事が増えたということだ。とても業務外の雑事になど構っていられなかった。

　だが福大は執しつ拗ようだった。机を叩たたきながら契約の履り行こうを主張、口角に泡まで浮かべ即時対応を求めてきた。

　たまらず承しよう諾だくし室見を連れ出したのが三十分前、工兵は秋あき葉は原ばらのコスプレショップに来ている。商業ビル四階の店てん舗ぽは非日常的な空気に満ちていた。極彩色の衣装に着ぐるみ、ウィッグやアクセサリが所狭しと陳列されている。平日の夜にもかかわらず客数が多い。おかげでスーツ姿の自分はひどく目立っている。周囲の視し線せんを感じつつ縮ちぢこまっているとフィッティングルームから黄き色いろい声が聞こえてきた。

「きゃー！　立りつ華かちゃん可愛かわいい！　ちょっとこっち向いて。カメラ目線カメラ目線！」

　カモメさん……ノリノリだ。
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　まさか男の自分が着替えを手て伝つだうわけにもいかないのでついてきてもらったが、予想を上回るはしゃぎっぷりだった。さっきから三着、いや四着は服を替えている。目当ての衣装は決まっているはずだから本当ただの趣しゆ味みだろう。セーラー服にシスター衣装、和装、メイド服。一通り定番どころを試して……次はなんだ。固かた唾ずを吞のみ見守っているとカーテンが開いた。

「じゃーん！　どう工兵君」

　ピンクの甘ロリファッションな室むろ見みがいた。ふんだんにあしらわれたフリルとリボン、豪ごう奢しやなヘッドドレスがまた長い髪によく似合っている。おおと身を乗り出しかけた瞬しゆん間かん、光の速さでカーテンを閉められた。

「ちょっと!?　ちょっと室見さん、折せつ角かくだからもう少しお披ひ露ろ目めしてもいいじゃないですか。可愛かわいかったですよ！」

「うるさい死ね！」

　愛くるしい装いとは正反対の罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んできた。心なし涙目になっていたようにも思う。本当に恥ずかしいらしい。似合うのに……。

　フィッティングルームからがさがさと衣きぬ擦ずれの音が響ひびいてくる。速攻で着替えているのか。カモメが「あらあら」と呆あきれたような声を上げた。

「もったいないなー、こんな機き会かい滅めつ多たにないよ？　折角だから色々試してみたいと思わない？」

「思わない！　とっととすまして帰る！」

「ツナ缶四個準備してあるんだけど？」

「無理！」

　うぉ、羞しゆう恥ち心しんが食欲を上回っている。カモメは「うーん……」と名残なごり惜おしそうに口ごもっていたが、ややあって嘆息した。

「じゃまぁ仕方ないかぁ、あと一着で」

「一着は必ひつ須すなの!?」

「十着を一着にしたんだからもう大だい譲じよう歩ほだよ。ほらほら、脱いだ衣装貸して」

　カーテンの隙すき間まからコスチュームが出てくる。慌てて受け取りにいくとカモメがぼそりと囁ささやいてきた。

「工こう兵へい君、好きなの一着選んでいいよ」

「僕が選ぶんですか!?」

　カモメは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんでみせた。

「あたしが選ぶと方向性似通っちゃうから、工兵君のセンスで立りつ華かちゃんに似合う服選んでみて。あんまりＨなのはだめだよ？」

「選びませんよそんなの！」

　目を剝むいて抗こう議ぎするもカモメはフィッティングルームに引っ込んでしまっていた。店内の喧けん噪そうに取り残され嘆息する。好きなの一着選べって……どうすればいいんだ。女性ものなんて分からないしましてやコスプレなんて……。

　ぐるりと視し線せんを巡らす。メイド服などスタンダードな衣装はあらかたカモメが着せていた。だいいち室むろ見みはわざとらしい仮装が好きじゃなさそうだし、子供っぽい服装も嫌いみたいだから。……ええっと、ええっと。

　しばらく悩んでから一着選び出す。あまり待たせてもまずい。カーテン脇わきの壁かべをノックし衣装を差し出す。

　カモメは少し目を見開いた後「へぇ」と笑った。

「工兵君、こういうの趣しゆ味みなんだ？」

「趣味っていうか……まぁ無ぶ難なんな線せん？」

「無難ねぇ」

　含みのある口く調ちようで言われた。「まぁいいか」とうなずき中に引き上げていく。

　しばらく待っているとおもむろにカーテンが開いた。

　室見は仏ぶつ頂ちよう面づらでそっぽを向いていた。少しして目だけをこちらに動かす。

「……こんなんでいいの？」

「ええ……ええよく似合ってますよ」

　よかった、満まん更ざらでもないらしい。ほっと肩の力を抜き見つめる。

　キャメル色のブレザーにプリーツスカート、ほっそりとした足は黒タイツに包まれている。胸元には赤のリボン、そして──

　室見の長い髪は三みつ編あみにされカチューシャでまとめられていた。足下は厚底のローファー、何より特徴的なアンダーリムの伊だ達て眼鏡めがね。

　レンズの奥で鳶とび色いろの眼まなこがきゅっとすぼまる。室見は怪け訝げんそうに自身の格好を見下ろした。

「で？　これ何の衣装なの？　なんか別に普通の服っぽいんだけど」

「さぁ……？　目についたのをとりあえず持ってきただけなんで」

「ふぅん」

　気乗り薄うすな口く調ちようで言って、だが室むろ見みは鏡かがみに自分の姿を映した。少し物珍しいのか、ややつま先立ちになったりしている。丸めた指で袖そでをつかんだりしてなかなか愛らしい。

「うんうん」と工こう兵へいはうなずいてみせた。

「真ま面じ目めでストイックな感じですよねぇ。萌もえとかフェチとか欠片かけらもない極々普通の衣装。いやぁ本当真っ当だなぁ。だからちょっとくるりと回ってもらえません？　あと眼鏡めがねに手を当ててみたりとか！」

　勢い込み力説していると視界の端を白い物が過よぎった。ひらひらとメモ帳大の紙片が宙を舞まい落ちていく。衣装の……ＰＯＰだった。気づけば手に紙の感触がない。意い識しきが空白化する。……あ、やば。落とした。

　全員の視し線せんが集まる。ＰＯＰには大きく手書き書体で衣装の説明が記されていた。

『魔ま性しようのエロティシズム！　背徳のクラス委員×××、黒タイツ眼鏡完全再現！』

　ぶわりと剣けん吞のんな空気が立たち上のぼる。

　顔を上げると室見が小刻みに肩を震ふるわせていた。小さな拳こぶしが固く握りしめられている。

「あ、あれぇ？　こんな服だったんだ。へぇ、知らなかったなぁ。あは、あははは」

「………」

　必死でとぼけてみるもコメントはない。眼鏡の奥で鈍にぶい光が瞬またたいていた。

　弁解の余地は……なさそうですね、えへ。

　………。

　撤てつ退たい！

　慌てて踵きびすを返す。

　ドロップキックが工兵の背中に決まったのはそれから三秒後のことだった。







　あとがき




　追う者は追われる者に勝ると言いますが何事につけ優ゆう位いを保つのは難しいものです。

　綺き羅ら星ぼしのごとく現れ一世を風ふう靡びしたベンチャーがいつしか存在感をなくしていた、なんてことはいくらでもあります。いや大企業でもマーケットシェアを維い持じし続けることは容易でありません。美お味いしい市場にはどれだけでも競合がやってきますし、後発は先発の弱点を徹底的に研究してきます。昨日きのうの勝者は今日きようの敗者、一寸先は闇やみというやつです。

　思うに「陣地の拡大」と「安定した統治」には全く異なる組そ織しきが必要です。

　攻めるだけなら話は簡かん単たんでしょう。最精鋭のエンジニア・営業を結集し重点顧こ客きやくに投入すればいいのですから。顧客Ａを獲かく得とくすれば次はＢ、続いてＣとどんどん進軍していけます。ですが精鋭チームが去ったあとの顧客はどうなるか。もちろん防ぼう衛えい部隊（二軍営業、新人エンジニアなど）は置かれていますが戦力の低下は隠しようもありません。売り上げが大きければ大きいほど競合の目を引き、挑戦者は防衛側を上回る戦力で攻めてきます。敵が最精鋭を投入してくれば我の二軍では抗あらがいようもありません。結果攻勢の時期は終わり防御の季節が始まる。まさしく攻勢終末点というやつです。

　とはいえこちらの精鋭部隊を既存顧客に張はりつけ続けるのも現実的でありません。抜本的な対策としてはビジネス規模の拡大にあわせ人員採用、一軍レベルに育て上げ陣地防衛に当たらせていくことでしょう。売り上げ増→採用増→担当顧客替え・ジョブローテのサイクルがうまくはまればその企業は第二の黄金期を謳おう歌かできるはずです。ですが実際問題、経営層は人件費の増大をためらいますし過去の成功体たい験けんからも自由になれません。なぜ今までと同じ体制で同様の成果を上げられないのか、決断を躊ちゆう躇ちよするうち防衛線は食い荒らされ逆転の競争力を失っていく。そんな状況を僕はこれまで何度となく見てきました。

　世にある物語の大半は挑戦者の逆転・快かい進しん撃げきを描くものです。実際ベンチャーが大企業の版はん図とを奪い取っていく絵は派は手でだし読んでいて胸むね躍おどるものでしょう。ですが勝利のあとには長い防衛戦が待っているのです。決して攻撃だけで仕事は終わらない、非武装で守りきれる陣地など存在しない、そのことがちょっとでも伝わればなぁと思い本書を書き上げました。

　まぁ一言でいうとアレです。「釣った魚に餌えさをやらない」のはだめですよ？




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様、美び麗れいなイラストで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧げたいと思います。ありがとうございました。





二〇一二年九月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞、デビュー。先日、人生初のハイブリッドカーでエンジンのかけ方が分からず大パニックに。もはや年輩者のＰＣリテラシーがどうだとか笑えない毎日。てかパワーボタンって何よ……
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Ｉｘｙイクシー

ここだけの話

僕はブラインドタッチができない
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